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　　･　　　 は、小児および成人の慢性腎不全患者さんが、腹膜透析を自動的に

行うための機器です。適応する1回の注液量範囲は60mL～3000mLです。 

　　･　　　 は、患者さんの体調にあわせた治療の自由度と柔軟性をより持た

せるために開発されてきました。この「取扱説明書」は、このシステムをご使用い

ただくためのガイドブックです。ご使用の前に全ての説明をお読みください。 

はじめに 

もし、新しい「　                  」を受け取った、あるいは新しいものに交換された場合 
かかりつけの医療機関か「バクスターCAPDコールセンター」と連絡を取ってください。基本
的に配達された「　　　　　　 」には処方内容は入力されていません。ご使用者ご自身で入力
していただく必要があります。処方入力方法に関するお問い合せは処方内容をお手元にご準備
のうえ「バクスターCAPDコールセンター」までご連絡ください。 
なお、　　の処方の入力方法は198ページ「　　処方の確認･変更方法」を、　　　　の処方
の入力方法は52ページ「　 -4　退院後・受診後の手順」をご参照ください。 

本冊子はダイアニール-Nの手順にしたがった内容となっております。つきましては、ダイアニ
ールをご使用の患者様は以下の手順は必要ございませんので、省略してください。 

●各システムごとの「治療の手順」内の「治療の開始」のページ。 
 手順3　　　のセットアップ  3～5 　　　手順8   補液用スタンドの使用方法 
 手順7　透析液バッグのヒーターへののせ方  1～4  

なお、本冊子に出てくる「補液用スタンド」「　　用クリップ」はダイアニール-Nでのみ使用す
る物品ですので、ダイアニールをご使用の患者様は必要ありません。 

この取扱説明書では、省略名称として下記の用語を使用しています。 
●「ホームAPDシステム　　」　「　　」 
●「ホームAPDシステム　　　  」　「　　     」 
●「　　カード」　「カード」 
●「　　」と「           」　「　　システム」 
●「ホームAPDシステム 　　セット」　「回路」 
●「UVフラッシュオート 
　　　　　　　　」 

この 
取扱説明書での 
使用用語の 
解説 

「　　　　　    」 

 　　システムでは、動作しているソフトウェアを区別するため、ソフトウェアバージョン（＝以下

バージョンとする）をつけています。この取扱説明書は　　システムのバージョンが10.4XX

（XXは2桁の数字）のものについて適用します。バージョンを確認するには「　 表示部の説明」

を参照ください。 
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　　 システムについて 

　　システムでは、ご使用者それぞれに注液量や排液のスピード 
がちがうため、「標準モード」か「少液量モード」の選択ができます。 
詳細は「　ナースメニュー」をご覧ください。 
さて、病院でのトレーニングを終え、この　　 システムを使用する 
ことは簡単で、手順もわかりやすいことを習得されたと思います。 
以下に特長をまとめてみました。 

●　　と　　　  の相違点 
　　　と　　　  は病院ごとにどちらをどの様に使用するかを決めております。病院に 
よっては片方のシステムしか使用していない場合があります。 

　　と　　　   の類似点と相違点について、 　-1、　 -2、　 -3のイラストをご覧いただけ 
ばおわかりになると思います。2つのシステムは、カードの機能を除けば、手順は同じです。 
両者は同じ回路と透析液バッグを使用し、同じように治療を行います｡ 

●機器の取り扱いが簡便であること ： 電源スイッチ、　開始、　停 
　止、　設定、　   ボタン 

●表示されるメッセージに従って一つ一つすすめば、確実に治療を 
　行えること。 

●バッグ接続は色別になっており、わかりやすいこと：カセットは一 
　方向にしか取り付けられないこと。 

●設定の変更や調整は簡単であること ： 表示に従い、適切なボタ 
　ンを押せばできます。 

●問題発生時にはアラームが鳴り、表示部に適切な処置方法がで 
　ること ： 多くのアラーム状態は簡単に直すことができます。もし、 
　対処方法がわからない場合は214ページ「　困ったときの対 
　処方法」を参照していただくか、24時間通話無料のバクスタ 
　ーCAPDコールセンター（0120 － 506440）に電話してく 
　ださい｡ 

●さらに、  　      では、カード（機器に装着する小さな電子カー 
　ド ： スマートメディア）に処方内容が記録されているので、簡 
　単に処方設定ができること。 

●また、カードには自動的に治療の結果も記録できるので、かなら 
　ずしも治療の結果を毎日記録しなくてもすむようになること｡ 
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はじめに 
　　システムについて 
　　と　　　  の相違点 
目次 
この取扱説明書の読み方 

　  安全にご使用いただくために 

       -1　警告 
       -2　注意 
       -3　　　　　でカード使用時には、次のことに注意してください。 
       -4　電池注意 

　  各部の説明 
       -1　外観 
       -2　操作パネル 
       -3　バックパネル（後面） 
       -4　　　カバー ……………………………………………………………… 
       -5　補液用スタンド 
       -6　　　用クリップ 
       -7　回路 
       -8　  

 
       -1　　　　  について 
       -2　　　　  の外観 
       -3　　　カードについて 
       -4　退院後･受診後の手順 
       -5　日常の手順（体重等、追加情報を入力する場合） 

治療の手順の読み方 

4　治療の手順　手動・スパイク式用（5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット）の場合　　 
       -1　治療の開始 
       -2　治療の終了 

5　治療の手順　システムⅡ用（システムⅡ 5バッグ用セット／システムⅡ 4バッグ用 少注液量セット）の場合　　　 
       -1　治療の開始 
       -2　治療の終了 

5　治療の手順　くり～んフラッシュ用（UVフラッシュ 5バッグ用セット/UVフラッシュ 4バッグ用 少注液量セット）の場合　　　 
       -1　治療の開始 
       -2　治療の終了 

　　最終注液前 排液の手順 
       -1　最終注液前 排液の仕組み 
       -2　最終注液前 排液の設定方法 
       -3  「目標除水量が出ていません」の基本操作方法 
       -4  「目標除水量が出ていません」を回避する方法 

　　　　カバー・　　用クリップの使用方法 
       -1　　　カバーの使用方法 
       -2　　　用クリップ（1Lおよび1.5Lのダイアニール-　用）の使用方法 

目　次 
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       -1　処方の確認･変更の基本手順 
       -2　CCPD/IPD療法の設定 
       -3　タイダール療法の設定 

　  困ったときの対処方法 

　  表示部の説明 
       -1　治療開始時の表示 
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       -3　治療終了時の表示 
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       -3　調整メニューの内容 
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　  仕様 
       -1　機器の仕様 
       -2　機器の使用環境条件 
       -3　機器の性能 
       -4　バッテリーバックアップ 
       -5　液温保護システム 
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       -16　初期設定値 

　  旅行に際して 

　  　　システムのお手入れ方法と交換について 
       -1　本体のお手入れ方法 
       -2　トレイのお手入れ方法 
       -3　補液用スタンドのお手入れ方法 
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この取扱説明書の読み方 
基本的に、カードの機能以外は、　　 も　　　　 も取り扱い方法は同じです。 

下記の表に、お使いの　　システム、お使いの回路別に、読む章に 　印をつけましたので、 

ご参照ください。 

2-1　外観 
2-2　操作パネル 
2-3　バックパネル（後面） 

　　 1　5バッグ用セット（T5C4452P） 

　　 2　システムⅡ 5バッグ用セット（T5C4501） 

　　 3　UVフラッシュ 5バッグ用セット（T5C4500P） 

　　 4　5バッグ用 少注液量セット（T5C8304） 

　　 5　システムⅡ 4バッグ用 少注液量セット（R5C8303） 

　　 6　UVフラッシュ 4バッグ用 少注液量セット（T5C8306） 

2-8　　　　　　　（ATC4538） 

　 

2-4　　　カバー 
2-5　補液用スタンド 
2-6　　　用クリップ 

各
部
の
説
明 

2

3                   （T5C8300）　　 

4　　治療の手順 手動・スパイク式用（5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット）の場合 

5　　治療の手順 システムⅡ用（システムⅡ 5バッグ用セット／システムⅡ 4バッグ用 少注液量セット）の場合 

6　　治療の手順 くり～んフラッシュ用（UVフラッシュ 5バッグ用セット/UVフラッシュ 4バッグ用 少注液量セット）の場合 

7　　最終注液前 排液の手順 
8　　　　カバー・　　用クリップの使用方法 
9　　処方の確認･変更方法 
10　 困ったときの対処方法 
11　 表示部の説明 
12　 調整メニュー 
13　 ナースメニュー 
14　 排液の採取方法 
15　 仕様 
16　 旅行に際して 
17　 　　システムのお手入れ方法と交換について 
18　 点検の手順と注意 

お使いの　　システム 

お使いの回路 

1　安全にご使用いただくために 

5バッグ用 
セット 

システムⅡ  
5バッグ用セット 

UVフラッシュ  
5バッグ用セット 

回
路 

2-7

この取扱説明書では、省略名称として下記の用語を使用しています。 
●「ホームAPDシステム　　」　「　　」 
●「ホームAPDシステム　　　  」　「　　     」 
●「　　カード」　「カード」 
●「　　」と「           」　「　　システム」 
●「ホームAPDシステム 　　セット」　「回路」 
●「UVフラッシュオート 
　　　　　　　　」 

この 
取扱説明書での 
使用用語の 
解説 

「　　　　　    」（製造販売元：株式会社 メテク） 

5バッ
少注液

5
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ッシュ  
セット 

※4章～17章のイラストは　　　   を使用していますが、　　でも共通に読むことができます。 

　全ての指示･表示･アラームの対処方法に関しても共通です｡ 

●お使いの　　システムと回路にそって、　印のところをお読みください。 

この 
取扱説明書で 
使用する表記の 
解説 

取り扱いを行ううえで知っておいていただきたい内容を 
示しています。 

取り扱いを行ううえで知っておいていただくと操作の参 
考になる内容を示しています。 

ポイントは操作の手順を覚える手助けをします。 

確 認 

参 考 

5バッグ用  
少注液量セット 

システムⅡ  
4バッグ用  
少注液量セット 

UVフラッシュ 
4バッグ用 

少注液量セット 

UVフラッシュ 
4バッグ用 

少注液量セット 

5バッグ用 
セット 

システムⅡ  
5バッグ用セット 

UVフラッシュ  
5バッグ用セット 

5バッグ用  
少注液量セット 

システムⅡ  
4バッグ用  
少注液量セット 

ポイント ポイント 

6
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11 -1　警告 

（1）治療 

【警告／治療1】 
必ず付属の3ピンの電源コードを用いて
アースを確実に取り付け接地してください。 
・アースが不完全な場合、
故障や漏電のときに感
電することがあります。 

・アースが接続できな
い場合には、電気工事
店にご相談ください。 

【警告／治療2】 
電源プラグはコンセントにしっかり差し込
んでください。 
・接続が不完全な場合、熱をおびたり治療が中断
されてしまうこと
があります。 

警告には誤った取り扱いをしたときに死亡または重症などの 
重大な結果に結びつく可能性のあるものを記載しています。 

｢必ずしてほしい行為｣を表わします。 

電源プラグを必ずコンセントから 
抜いてください。 

必ずアース線を接続してください。 

｢禁止｣を表わします。 

気をつけていただきたい 
｢注意喚起｣内容を表わします。 

●本文中の｢図記号｣の意味は次のとおりです。 

各
部
の
説
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7

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、ご使用者や他の人々への健康被害や物的損害を

未然に防止するためのものです。必ず守ってください。

また、 システムは患者様の全身状態モニターを行う機器ではありません。誤った取り扱いをすると

生じることが想定される内容を、｢警告｣ ｢注意｣の2つに区分しています。

警告には誤った取り扱いをしたとき
に死亡または重症などの重大な結果
に結びつく可能性のあるものを記載
しています。

警 告 注 意 

安全にご使用いただくために 

1  安全にご使用いただくために 

11

注意には誤った取り扱いをしたときに人
が健康被害を負う可能性または本機器・
家屋・家具などの物的損害を与える可能
性のあるものについて記載しています。

ご使用前に、「 安全にご使用いただくために」および全ての説明をお読みくださ
い。 システムの不適切な使用は死亡または重症などの重大な結果につながります。

11

警 告 
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1  -1 警告 

【警告／治療10】 
本機器の使用温度は15℃～36℃です。
この範囲になるように環境を整えてくだ
さい。 
・機器の動作に支障を
きたすおそれがあり
ます。 

【警告／治療8】 
本機器のヒーター部に電源コードがかか
らないようにしてください。 
・電源コードのビニールが溶けるなど、電源コー
ドが破損し火災・感電の原因になります。 

【警告／治療9】 
水のかかるような場所に置かないでくだ
さい。 
・感電・漏電・発火等の原因になります。 

【警告／治療6】 
ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない
でください。 
・水は電気を通しますのでぬれていると感電する
おそれがあります。 

【警告／治療7】 
電源は電圧100V、容量600W以上のコ
ンセントを使用してください。 
・100V以外600W未
満では、感電・発煙・発
火の原因になります。 

【警告／治療3】 
本機器は接地して使用しなけれ
ばなりません。電気的にショート

が発生した場合、接地してあることにより
電流を逃がすことができるため、感電の
リスクを軽減できます。本機器には接地
線をつなげられる電源ケーブルを同梱し
ています。適切に「接地」されていること
を確認したコンセントに接続して使用し
てください。コンセントについてはかか
りつけの病院または電気店にご相談くだ
さい。 

【警告／治療4】 
「接地」についてご理解いただけ
ない場合、または　　システムが

正しく設置されているか分からない場合、
お近くの電気店にご相談ください。不適
切な使用は感電の可能性があります。 

【警告／治療5】 
壁のコンセントに電源コードが接
続できない場合、プラグを交換し

たりしないでください。電気店に連絡して、
適切に接地できるようにご相談ください。 
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／治療14】 
治療開始前に接続したところ（透析液バ
ッグと回路・回路と接続チューブ）がしっ
かり接続されていることを確認してくだ
さい。 
・ゆるんでいると感染・液
もれの原因になります。 

【警告／治療16】 
接続や切り離しは清潔操作で行ってくだ
さい。 
・操作時の汚染は腹膜炎の原因になります。万一、
接続チューブが汚染された場合には、以下のこ
とをすみやかに行ってください。 
①ツイストクランプが閉まっていることを確認
してください。 

②キャップをするか接続チューブの先端部を清
潔なガーゼで保護してください。 

③接続チューブのチューブ部分を縛ってください。 
④かかりつけの病院へ連絡し指示に従ってくだ
さい。 

・使い捨ての器材が汚染された場合には、新しい
ものをご使用ください。 

【警告／治療12】 
　　システムをお体の上下30cm
より離して使用しないでください。 

・お体より30cm以上高いところに　　システム
を置くと、注液中に通常より早い流速で注液を
行ったり、排液中には通常より遅い流速で排液
を行ったりします。これにより、注液中の痛みや
違和感につながったり、排液時間が長くなったり
します。その結果、貯留時間が短くなったり、「排
液量不良」アラームが増えたりします。 

・お体より30cm以上低いところに　　システム
を置くと、もしカテーテルが腹膜に接触してい
るような場合、排液時に通常より高い圧を発生
することがあります。これにより、排液時の違和
感や痛み、最悪は腹膜の損傷につながる場合が
あります。 

【警告／治療13】 
かかりつけの病院から指導を受
けた治療内容を　　システムに

入力して実施できることをご確認ください。 
もし　　システムで治療を実行できない
としたら、かかりつけの病院で指導を受
けたように、ツインバッグで治療を行って
ください。 
何回も治療をうまく終えられなかったり
治療の一部を飛ばした場合、貯留時間や
治療時間が短くなり、尿毒症の原因とな
ることがあります。 

【警告／治療15】 
透析液バッグは平坦な安定したと
ころにおいてください。透析液バ

ッグが落ちないように、透析液バッグを重
ねて置いたりしないでください。透析液
が落下すると、液漏れが発生することが
あります。液漏れは透析液や透析液が通
るところを汚染したりします。透析液や
透析液が通るところを汚染すると腹膜炎
になったり、思わぬ健康被害を受けたり、
死に至ることもあります。 

【警告／治療11】 
機器に異常が発生した場合には、すみや
かに機器の作動を停止し、かかりつけの
病院、またはバクスターCAPDコールセ
ンターに連絡してください。 
・異常、故障などがあった場合には、自分で修理し
ようとなさらずバクスターにご連絡ください。 
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1  -1 警告 

【警告／治療21】 
コネクターラインに透析液が充填
されていない場合には、｢再プラ

イミング｣を行ってください。（「再プライ
ミング」の方法は本冊子の222ページを
ご参照ください） 
・そのままご使用になると、初回排液量が少ない
場合には、お腹の中に空気が入る原因になります。 

【警告／治療23】 
介助者は排液や使用済みの使い
捨て器材の処理をしたりするとき

に、注意して取り扱ってください。注意を
怠ると、感染したり健康被害を負うことが
あります。 

【警告／治療24】 
このシステムを使って治療を実施
する前に、医療従事者は腹膜透析

およびこのシステムのことを十分に理解
してください。不適切な使用は、患者様
の健康被害や、死に至ることもあります。 

【警告／治療22】 
ツイストクランプ操作時のご注意 
－持つときの正しい位置－ 

・ツイストクランプを操作する際には、ツイストク
ランプの水色部分（UVの場合、緑色部分）と白
色部分のみを保持し、それ以外の部分に触れた
り、力が加わらないようにしてください。 

その他の場合 

白色部分 
水色部分 

UVの場合 

白色部分 

緑色部分 

【警告／治療17】 
感染を防ぐため、清潔操作で行っ
てください。 

・　　セットと接続するとき 
・　　セットから切り離すとき 
・透析液バッグを接続するとき 
透析液が通るところを汚染すると腹膜炎
になったり、思わぬ健康被害を受けたり、
死に至ることもあります。腹膜炎は腹膜
の炎症で、通常汚染が原因で発症します。 

【警告／治療20】 
｢バッグ接続後クランプ　開け→｣では必
ずコネクターラインのクランプを開けて
ください。 
・クランプが開いていない場合には、コネクター
ラインに透析液が充填されず回路内に空気が残
ります。 

・初回排液量が少ない場合には、お腹の中に空気
が入る原因になります。 

【警告／治療18】 
透析液バッグや使い捨て回路を
使用するときには、かかりつけの

病院での指示通り、清潔な操作で行って
ください。マスクをつけ、手洗いを十分
に行い手は乾かす（または消毒する）よ
うにしてください。 

【警告／治療19】 
　　システムのアラーム表示・警
報が理解いただけない患者さん

お一人でのご使用はおやめください。 
・　　システムは、　　システムのアラーム表示・
警告が理解いただけない患者さん（全盲患者さ
ん等）お一人でのご使用を目的としておりません。
そのような患者さんのご使用の場合、トレーニ
ングを受けた介助者の介助が必要です。 
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／治療29】 
排液バッグ、排液タンクを使用す
るときは、添付の使用上の注意に

従ってご使用ください。 
・思わぬ事故につながることがあります。 

【警告／治療32】 
排液の性状を確認してから排液
を捨ててください。 

・混濁の度合、沈殿物、浮遊物、色などを確認しま
す。 

・異常があるときはかかりつけの病院にすみやか
に連絡してください。 

【警告／治療31】 
排液ラインが排液タンクから抜け
ないように注意してください。 

【警告／治療30】 
排液タンクを使用するときは、容
器内が密封状態にならないよう

に注意してください。 
・排液が逆流する原因になり、腹膜炎が発生する
原因になるおそれがあります。 

【警告／治療27】 
プライミング後に、コネクターライン先端近くまで透析液が来ていない場合はおなか
のチューブを接続しないでください。空気が残った状態で接続すると、初回排液がな

い場合、空気が腹腔に入ることになります。空気が腹腔に入ると、肩の痛みやおなかの痛みな
ど、思わぬ健康被害につながることがあります。 

【警告／治療28】 
以下のような症状はカテーテル
からの排液のさまたげとなること

があります。 
・便秘 
・フィブリンの蓄積 
・カテーテル内腔の閉塞や、カテーテル
の穴へのフィブリンや血栓、腸による
閉塞 

・カテーテルのよじれや曲がり 
・腹腔内上部へのカテーテルの移動 
排液がうまく出ないときには、かかりつけ
の病院にご相談ください。 

【警告／治療26】 
以下のようなことがあった場合、かかりつけの病院にご相談ください 

 
・治療を完了できなかった 
・最終注液を飛ばした（実行しなかった） 
・1サイクルまたはそれ以上の排液をバイパスした 
・かかりつけの病院から指導を受けたことと違う状況になった 
何回も治療をうまく終えられなかったり治療の一部を飛ばした場合、貯留時間や治療時間が
短くなり、尿毒症の原因となることがあります。 

【警告／治療25】 
医療従事者の指示なしで治療の設定を変更しないでください。不適切な設定で使用
すると、溢水などの望ましくない兆候や、尿毒症につながる場合があります。不適切な

使用は、患者様の健康被害や、死に至ることもあります。 
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1  -1 警告 

【警告／過注液3】 
過注液は腹腔内の違和感や、深
刻な健康被害、または死に至る恐
れがあります。 

【警告／過注液4】 
ご自分で異常を訴えることができ
ない方（意識のない方、乳幼児や

小児）に使用するときには、過注液の有
無に特に注意してください。 

【警告／過注液2】 
「病院へ連絡してください」表示
と「排液量過剰」表示の画面が電

源投入時に交互に出ている場合、昨日（前
回）の治療で過注液があったことを示し
ています。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタ
ンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制
排液」を行ってください。「強制排液」の
手順は「　困ったときの対処方法（254
ページ）」をご覧ください。 

1010

【警告／治療35】 
　　カバーは濡れた状態、湿った
状態では使用しないでください。

電源コードに巻き込まれた場合、火災、感
電の原因になります。 
・電源コードをゆめシステムの差込口に接続する
ときに、ゆめカバーを巻き込まないようにして
ください。火災、感電の原因になる可能性があ
ります。 

【警告／治療34】 
機器は次回の使用に支障のないように必
ず清掃し、電源コードなどは整理してお
いてください。 
・事故の原因になることがあります。 

・PDカテーテル出口部からの液漏れ 
・呼吸困難 
・小児の腹部の違和感／不快感 
・小児の啼泣 
・突然の血圧の上昇 

【警告／治療33】 
使用後は定められた手順で操作
したあと、電源を切ってください。 

【警告／過注液1】 
注液量が何らかの理由で多かったり（過注液）、排液量が十分でない場合、腹腔内に排
液が多く残り、過注液といわれる状況になります。過注液は腹膜透析療法に固有のリ

スクです。過注液は症状が現れない方もいらっしゃいますが、よく見られる症状は以下の通り
です。 
・満腹感、膨張感や、過注液感 
・お腹の痛みや不快感 
・お腹の拡張感 
・嘔吐感、唾液過多 
・摂食困難 
・PDカテーテル周りや下腹部、鼠径部および
生殖器部周辺の局所的な液漏れによる腫れ 

（2）過注液 
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1  安全にご使用いただくために 

強制排液の手順 表示 

1010

【警告／過注液7】 
初回排液中や排液中に「排液量不良」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注
液となることがあるので、過注液となることがあります。体の位置を変えたり立ち上が

ったりして排液ができるように工夫してください。 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

【警告／過注液5】 
過注液が疑われるときには以下に従ってください。 
1．　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押し
て「強制排液」を行ってください。「強制排液」
の手順は右記を参照ください。また過注液が
疑われる場合「　困った時の対処方法（269
ページ）」を参照してください。 

2．腹腔から完全に排液し終えたら、かかりつけ
の病院にご連絡をお願いします。 

3．その際に、過注液についてだけには限らず、
どのような苦情や症状が認められたかにつ
いてもご相談願います。 

4．この手順を行うにあたってサポートが必要な
場合、24時間通話無料のバクスターCAPD
コールセンター（0120-506440）までご
連絡願います。 

5．もし過注液の症状が疑われ、しかもかかりつ
けの病院やバクスターCAPDコールセンタ
ーに連絡がつかない場合、119番に連絡し
て救急車を依頼するか、緊急対応ができる近
くの病院に連絡してください。 

現在の注液のサイクルが 
表示されています 

 1． 　を押す 

 2． 　を押す 

 3． 　を押す 

 4． 　を押す 

 5． 　を押す 

 6． 　を押す 

 7． 　を押す 

 8． 　を押す 

排液量を表示します。　　システムが排液
を感知しなくなると強制排液が終了します。 

 

 9． 　で注液に戻ります 

 10． もし注液途中で止まっていたら、 
  再度「強制排液」を行ってください。 

注液中：3／5 

停止：注液中 

注液量：○○○mL 

総除水量：○○○mL 

バイパス 

処方の確認／変更◇ 

調整メニュー変更◇ 

強制排液◇ 

強制排液量：○○○mL

停止：注液中 

注液中：3／5

1010

【警告／過注液6】 
過注液はこの章に記載されているひとつまたは複数の原因で発生することがあります。 
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1  -1 警告 

1010

【警告／過注液12】 
「　-13　注液量の最大値を決める」の表にあるように、注液量、夜間注液量、最終注
液量、昼間注液量は患者様の体重を基準に割り出されるある一定の値を超えることは

できません。もしこの注液量を超える場合、かかりつけの病院と連絡を取り注液量を減らすよ
うにお願いしてください。この一定の値を超えて注液量を設定してしまうと、過注液となるこ
とがあります。 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

1515

【警告／過注液11】 
一回あたりの注液量（注液量、昼
間注液量、夜間注液量、最終注液量）

を患者様の体格にふさわしくない値に不
用意に高く設定すると、過注液となるこ
とがあります。 

【警告／過注液8】 
注液量が1000mL未満の患者様は一般的に排液のスピードが遅い傾向にあります。
これらの患者様は一般的に体重が20kgより少ないです。「排液量不良」アラームや「注

意：除水不良」アラームを出さずに排液量を極力多くするため、少液量モードを使用すること
をお勧めします。少液量モードでは少注液量セットのご使用をお勧めします。 
「排液の限度」や「除水不良の限度」を調整してこれらのアラームの発生を抑えることができ
ます。しかし「除水不良の限度」を不用意に50％より上げたり、また「排液の限度」も不用意
に85％（初期値）より下げないでください。過注液の可能性を高めてしまいます。 
排液中に、腹腔内に液が残っているにもかかわらずこれらアラームをバイパスすると、過注液
となることがあります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れが
あります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

【警告／過注液9】 
「初回排液の限度」を不用意に下
げたり「設定なし」にすると過注

液となることがあります。その場合、排液
が不十分な状態で1サイクル目の注液に
移ってしまいます。 
・前回の治療で、通常の最終注液量より
多くの液をお腹に残した場合 

・強制排液をしなかった場合 
・完全に排液が終わる前に流速不良状態
になった場合 

もし、「初回排液の限度」の設定が低すぎ
る場合、一時的に設定値をあげたり、強制
排液を行って初回の排液を完全に終わら
せることができます。 

1010

【警告／過注液10】 
「排液の限度」を不用意に下げる
と排液の終了が早まるため、過注

液となることがあります。 
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／過注液17】 
プライミング中に停電が発生し電源が復帰した後に、全てのクランプを閉じないで開
始ボタンを押し治療を開始すると、過注液となることがあります。これは、「回路セット

後→」の画面において、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御でき
ず、自由に透析液が流れてしまうためです。 

【警告／過注液16】 
貯留中に　停止ボタンを押してから　開始ボタンを押すと、　　システムは透析液の
移動を止めるのでノイズが減ります。ところが、それにより液量の測定精度が下がって、

特にサイクル数が多くなりがちなタイダール療法を行っている患者様においてお腹の中の液
がだんだん増えることにより、過注液となることがあります。 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

1010

【警告／過注液15】 
「最終注液前　排液」の設定を「ナシ」にしたり、また「目標除水量」を不用意に低く設
定すると、最終サイクルの排液が不十分な状態となり、過注液となることがあります。 

【警告／過注液13】 
総除水量の設定が低すぎると、治療中にお腹の中に除水量がたまってきて、過注液と
なることがあります。 

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

【警告／過注液14】 
目標除水量の設定が低すぎると、最終サイクルの排液が完全に終了せず、お腹の中に
除水量分の透析液がたまってしまいます。その次の注液にそのまま移行すると、過注

液となることがあります。 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

1010

1010
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1  -1 警告 

【警告／過注液21】 
治療終了後、「クランプを閉じた
後→」が表示されているときに、

全てのクランプを閉じる前に　開始ボタ
ンを押すと、過注液となることがあります。
これは、透析液バッグ同士や、患者様の接
続チューブとの液の流れが制御できず、
自由に透析液が流れてしまうためです。 

【警告／過注液22】 
治療終了後、全てのクランプを閉
じる前にドアを開けると、過注液

となることがあります。これは、透析液バ
ッグ同士や、患者様の接続チューブとの
液の流れが制御できず、自由に透析液が
流れてしまうためです。 

【警告／過注液23】 
排液時（初回排液中、昼間排液中、
（夜間）排液中）にバイパスをす

ると過注液となることがあります。これは、
腹腔内に透析液が残った状態で、全量注
液される可能性があるためです。 

【警告／過注液24】 
「排液は終了していません」や「目
標除水量が出ていません」、「排

液量不良」をバイパスをすると過注液と
なることがあります。これは、腹腔内に透
析液が残った状態で、全量注液される可
能性があるためです。 

【警告／過注液19】 
停電から復帰した後で、　　セッ
トが　　システム内にある場合、

全てのクランプを閉じてから　開始ボタ
ンを押して治療を開始してください。こ
れにより、「回路セット後→」の画面にお
いて、透析液バッグ同士や、患者様の接
続チューブとの液の流れが制御できず、
自由に透析液が流れてしまうことを防ぐ
ことができます。制御が行われていない
場合、落差による液の流れで過注液とな
ることがあります。過注液は腹腔内の違
和感や、深刻な健康被害、または死に至
る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタ
ンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制
排液」を行ってください。「強制排液」の
手順は「　困ったときの対処方法（254
ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用する
ときには、過注液の有無に特に注意して
ください。 

【警告／過注液20】 
「コネクターライン接続後→」と「コ
ネクターライン確認」が交互に出

てから、お腹のチューブをつないでくだ
さい。この画面が出る前にお腹のチュー
ブをつないでしまうと、お腹に空気が入っ
てしまうことがあります。空気がお腹に入
ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思
わぬ健康被害につながることがあります。 
また、もしお腹の中に透析液が残ってい
る状態で空気が入ってしまうと、過注液と
なることがあります。 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康
被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタ
ンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制
排液」を行ってください。「強制排液」の
手順は「　困ったときの対処方法（254
ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用する
ときには、過注液の有無に特に注意して
ください。 

【警告／過注液18】 
アラームやシステムエラー発生時に、全てのクランプを閉めずにドアを開けることに
より過注液となることがあります。これは、透析液バッグ同士や、患者様の接続チュー

ブとの液の流れが制御できず、自由に透析液が流れてしまうためです。 

1010 1010
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／過注液29】 
最終サイクルの除水量がいつも多い場合、治療中に除水量がお腹にたまりやすいのか
もしれません。 

・CCPD／IPD療法の場合、排液の限度％が低すぎるかもしれません 
・タイダール療法の場合、総除水量の設定が低すぎるのかもしれません 
どちらの場合でも過注液の可能性があります。これらの場合に加えて、濃度の高い透析液を
使用するような場合、さらに過注液の可能性を高めます 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「　困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。 

1010

【警告／過注液28】 
カテーテルからうまく排液が出て
こないと過注液となることがあり

ます。以下のような症状はカテーテルか
らの排液のさまたげとなることがあります。 
・便秘 
・フィブリンの蓄積 
・カテーテル内腔の閉塞や、カテーテル
の穴へのフィブリンや血栓、腸による
閉塞 

・カテーテルのよじれや曲がり 
・腹腔内上部へのカテーテルの移動 
排液がうまく出ないときには、かかりつけ
の病院にご相談ください。 

【警告／過注液26】 
注液中に行う強制排液をバイパ
スしたり停止したりすると過注液

となることがあります。これは、上記のう
ちいずれかの理由により、腹腔内に透析
液が残った状態で、全量注液される可能
性があるためです。 

【警告／過注液25】 
「注意：除水不良」をバイパスする
と過注液となることがあります。

これは、腹腔内に透析液が残った状態で、
注液されるためです。 

1010

【警告／過注液27】 
「目標除水量が出ていません」を
バイパスするとお腹に透析液を

残したまま注液となるので、過注液とな
ることがあります。 
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康
被害、または死に至る恐れがあります。 
過注液が疑われるときには、　停止ボタ
ンをすぐに押し、　ボタンを押して「強制
排液」を行ってください。「強制排液」の
手順は「　困ったときの対処方法（254
ページ）」をご覧ください。 
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用する
ときには、過注液の有無に特に注意して
ください。 
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1  -1 警告 

【警告／必要物品（一般）2】 
主治医が処方したとおりの治療ができるように以下のことをご確認ください。 

 
・適切に必要物品を注文する 
・予備を用意する 
・ツインバッグを用意する 
もし　　システムの治療が開始できない状態や終了させられない状況、または必要物品が不
足した場合、かかりつけの病院で指導を受けたようにツインバッグで交換を行ってください。 
何回も治療をうまく終えられなかったり治療の一部を飛ばした場合、貯留時間や治療時間が
短くなり、尿毒症の原因となることがあります。 

（3）必要物品（一般） 

【警告／必要物品（一般）1】 
本機器には、バクスター以外の製品およびバクスターが推奨していない付属品は使用
しないでください。安全で十分な機能を発揮できなくなります。 

（4）必要物品（透析液） 

【警告／必要物品（透析液）1】 
治療中にダイアニール-Nの隔壁
を開通していないことに気づいた

ら、すぐに病院またはバクスターCAPD
コールセンターに連絡してください。 
（ダイアニール-Nをご使用の方のみ） 

【警告／必要物品（透析液）2】 
透析液に薬剤を添加するのは医
師の指導があったときだけにして

ください。適切に行わないと汚染の恐れ
があります。また間違った量の薬剤を添
加すると、患者様の症状を悪化させるこ
とがあります。 

【警告／必要物品（透析液）3】 
透析液バッグの以下の点について準備中および治療中ご確認願います。 
・透析液が無色～微黄色の透明である 
・先生の処方どおりの薬剤である 
・透析液の糖濃度が正しい 
・透析液の容量が正しい 
もし何か問題があったら、その透析液バッグは廃棄して新しい
透析液バッグを使用してください。間違った透析液を使うと、不
十分な透析になったり、問題がある透析液バッグを使った場合
汚染された液が注入されたりします。汚染された液が注液され
ると腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。
透析液バッグに何か問題があった場合にはバクスターCAPD
コールセンターか、かかりつけの病院までご連絡願います。 

・使用期限内である 
・キャップと薬液注入部が正しく付いている 
・液漏れがない 
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／必要物品（透析液）5】 
透析液の成分にアレルギーがあ
る場合、使用しないでください。

アレルギー反応を起こさないために、透
析液の添付文書を良くお読みください。 

【警告／必要物品（透析液）7】 
ヒーターに乗せる透析液バッグの
大きさは、一回あたりの注液量に

加えて最低500mLの補液量が入る十分
な大きさにしてください。あまり小さい
バッグを使用した場合、設計値より多い
液量が入ることとなり、加温に時間がか
かったり、破裂する恐れがあります。 

【警告／必要物品（透析液）6】 
ヒーターに乗せる透析液バッグは正しく
ヒーターに置いてください。 
・ヒーターに乗せる透析液バッグは温度センサー
を確実に覆うように乗せてください。 

・透析液バッグのチューブはチューブガイドにしっ
かりと下まではめてください。 

・小さな透析液バッグを乗せるときはさらに注意
してください。 

・透析液バッグを正しく乗せないと、熱すぎたり、
冷たすぎたりする透析液が注液されてしまいます。 

【警告／必要物品（透析液）8】 
透析液を　　セットおよび　　システム
で使用する場合： 
・　　セットのチューブは正しく接続し
てください。 
ヒーターライン（赤クランプ）に接続された透
析液バッグがヒーターに乗っていない場合、室
温の透析液が注液されます。一般的に室温は
体温より低いため、よく眠ってしまったり意識の
ない患者様が長時間治療を続けると、低体温症
となることがあります。 

・正しい透析液をお使いください。 
透析液の種類や糖濃度が違っていると、必要な
量の透析ができない場合があります。そのよう
な場合、治療で必要な除水量が得られなかった
り、逆に多くなったりします。タイダール療法を
行っている場合、実際の腹腔内の除水量が、処
方した総除水量とあまりにも違うと、腹腔内の
液量が増えたり減ったりします。 

・処方された総注液量をまかなえるだけ
の十分な透析液バッグを接続してくだ
さい。 
何回も治療をうまく終えられなかったり治療の
一部を飛ばした場合、貯留時間や治療時間が短
くなり、尿毒症の原因となることがあります。 

【警告／必要物品（透析液）4】 
ヒーターに乗せる透析液バッグ以
外の透析液バッグがダイアニール-

Nの場合、バクスター指定の補液用スタ
ンドに置いてください。また補液用スタン
ドは不安定な場所に置かないでください。
不安定な場所に置いたり、バッグを重ね
て置いたりすると、落下する危険性があ
ります。透析液バッグが落下すると、接続
部が外れたり、液漏れが発生します。透
析液や透析液の流路が汚染されると、腹
膜炎や健康被害を負ったり死亡したりす
る恐れがあります。 

P007-030  11.6.28 1:48 PM  ページ 19



20

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

1  -1 警告 

【警告／必要物品（透析液）12】 
治療終了後、使用済みの　　セッ
トや透析液バッグは廃棄してくだ

さい。もし再利用すると透析液や透析液
の流路を汚染する可能性があります。透
析液や透析液の流路が汚染されると、腹
膜炎や健康被害を負ったり死亡したりす
る恐れがあります。 

（5）必要物品（使い捨て器材） 

【警告／必要物品（使い捨て器材）1】 
使い捨ての器材で一度開封した
製品は、再滅菌して使用しないで

ください。 
・製品の劣化の原因になります。 
・思わぬ重大な事故につながる場合があります。 

【警告／必要物品（使い捨て器材）2】 
回路のキャップが外れている場合
は使用しないでください。キャッ

プが外れていたり、しっかり付いていな
いと、透析液や透析液の流路が汚染され
る可能性があり、腹膜炎となったり、健康
被害を負ったり死亡したりする恐れがあ
ります。 

【警告／必要物品（使い捨て器材）4】 
　　セットを機器に装着する前に、
カセットやチューブに損傷がない

ことを確認してください。損傷があるカ
セットを使用すると透析液の流路が汚染
されます。透析液や透析液の流路が汚染
されると、腹膜炎や健康被害を負ったり
死亡したりする恐れがあります。 
・カセットのやわらかい表面に傷や穴など明らか
な損傷がないか確認してください 

・　　セットのチューブ先端についているキャッ
プが損傷などなく、正しく付いていることを確認
してください。 

もし損傷などがあれば、新しい　　セット
を使用してください。 
　　セットのチューブには素材の柔らか
さゆえのちょっとした凹みがあることが
あります。ちょっとした凹みは外観上のも
ので製品の機能に影響を与えるものでは
ありません。 【警告／必要物品（使い捨て器材）3】 

治療を実施するのに正しい　　
セットをお使いください。間違っ

た　　セットを使用すると不十分な治療
となることがあります。 

【警告／必要物品（透析液）9】 
治療中に、空になった透析液バッ
グを新しい透析液バッグに交換し

たり、切り離した透析液バッグをつないだ
りしないでください。透析液や透析液の
流路を汚染する可能性があります。透析
液や透析液の流路が汚染されると、腹膜
炎や健康被害を負ったり死亡したりする
恐れがあります。 

【警告／必要物品（透析液）10】 
透析液の保管、準備および使用に
ついては、透析液の添付文書をご

参照ください。正しく扱わないと不十分
な透析になったり、健康被害を負ったりす
る恐れがあります。 

【警告／必要物品（透析液）11】 
治療中に透析液バッグが外れた
場合、「治療強制終了の手順」（本

冊子227ページ）に従って使用していた
回路および透析液バッグを廃棄してくだ
さい。その後かかりつけの病院にご相談
ください。 
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1  安全にご使用いただくために 

（6）一般 

【警告／一般1】 
トレイを持って　　システム本体
を持ち上げないでください。トレ

イが外れて　　システム本体が落下し、
けがをする恐れがあります。 

【警告／一般2】 
トレイを外したときに取り付け金
具に手をついたり、顔をぶつけた

りしないようにご注意ください。けがをす
る恐れがあります。 

【警告／一般7】 
補液用スタンドの角や縁に目や
身体をぶつけないようにご注意く

ださい。けがをする恐れがあります。（ダ
イアニール-Nをご使用の方のみ） 

【警告／一般3】 
　　用トレイと　　　　プラス用
トレイは形状が異なります。取り

付けられているトレイ以外のトレイは使
用しないでください。外れてけがをする
恐れがあります。 

【警告／一般4】 
トレイを　　システム本体に取り
付ける際には、手をはさまないよ

うにご注意ください。 

【警告／一般5】 
トレイを分解しないでください。
けがをする恐れがあります。 

【警告／一般6】 
トレイは　　システム以外に使用
しないでください。 

【警告／必要物品（使い捨て器材）7】 
治療開始前に全ての器材の接続部分が正しくつながっていることを確認してください。
使用していないゆめセットのバッグラインのクランプは閉めてあることを確認してくだ

さい。透析液や透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐
れがあります。 

【警告／必要物品（使い捨て器材）5】 
　　セットおよび、　　システムのドア内部のカセットに接する面にはアルコールや過
酸化水素水およびアルコールを含んだ消毒剤を使用しないでください。　　セットに

それら溶液を使用するとひび割れの原因となります。ひび割れができたカセットを使用すると
透析液や透析液の流路を汚染する可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染されると、
腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。 

【警告／必要物品（使い捨て器材）6】 
使い捨ての器材は再使用をしないでください。器材の再使用は汚染の可能性があり、
腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。 
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1  -1 警告 

【警告／一般16】 
排液ラインの先端と排液タンク内
の排液との間には、空気の隙間を

作ってください。隙間を作ることにより、
間違って操作した場合に排液が逆流する
ことを防ぎます。一度排液タンクに出た
排液は汚染されていると考えられ、操作
間違いによって発生する逆流により透析
液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康
被害を負ったり死亡したりする恐れがあ
ります。 

【警告／一般17】 
ペットや動物が透析液バッグや器
材をかむと、透析液や透析液の流

路が汚染されます。透析液や透析液の流
路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を
負ったり死亡したりする恐れがあります。
このようなことをさけるため、ペットや動
物がいる部屋では治療を行わないでくだ
さい。 

【警告／一般15】 
治療中や治療後に排液タンクが
転倒しないように注意してください。 

【警告／一般14】 
排液タンクには天然ゴムを含ん
だ部品を一部使用しています。 

・天然ゴムアレルギーのある方はショックを起こ
すおそれがあります。ご注意ください。 

【警告／一般13】 
本機器のヒーター部に重い物を置いたり、
上に乗ったりしないでください。 
・倒れたり、壊れたり
してけがの原因にな
ることがあります。 

【警告／一般8】 
身体の不自由な方や乳幼児の近
くで使用する場合は、補液用スタ

ンドの上での転倒などの事故にご注意く
ださい。けがをする恐れがあります。 
（ダイアニール-Nをご使用の方のみ） 

【警告／一般9】 
ダイアニール-Nの補液用スタン
ドは本来の目的以外には使用し

ないでください。（ダイアニール-Nをご
使用の方のみ） 

【警告／一般10】 
　　カバーは清潔に保ってくださ
い。細菌が繁殖している状態で使

用すると、感染の原因になります。 

【警告／一般11】 
　　カバーは　　システムのカ
バー以外の目的に使用しないで

ください。 

【警告／一般12】 
電源プラグを抜くときは、コードを持って
抜かないでください。必ずプラグを持っ
て抜いてください。 
・コードが傷つき、火災・感電の原因になることが
あります。 
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／一般23】 
バクスターが指定した製品以外
を本製品に接続しないでください。

バクスターでは、バクスターが指定して
いない他社の製品をバクスターの製品
とともに使用した場合安全な使用はお約
束できません。 

【警告／一般24】 
他の電気機器と重ねて、または近
くで本機器を使用しないでくださ

い。本機器を誤動作させることがあります。
もし近くで電気機器を使用しなければな
らないときには、動作状況をよくみなが
らお使いください。 

【警告／一般22】 
透析液バッグの加温は、必ず本機器のヒ
ーターで行ってください。 
・本機器のヒーター以外のもの（電子レンジ、スト
ーブ、電気毛布など）で加温を行いますと、過度
に加温された透析液がお腹に注液される場合が
あります。 

【警告／一般19】 
治療を開始する前に、　　システ
ムのアラーム音が正しく出ること

を確認してください。アラーム音が正し
く動作していないと、アラーム発生を知
ることができません。そのような場合、十
分な治療が行えず、患者様が健康被害を
負ったり、死亡したりする恐れがあります。 

【警告／一般18】 
治療を開始する前に、　　システムの表
示が正しく出ることを確認してください。
もし表示部が正しく動作していないと、
誤った数字を表示することが考えられます。
そのような場合、十分な治療が行えず、
患者様が健康被害を負ったり、死亡したり
する恐れがあります。 

【警告／一般20】 
本体を開けたりしないでください。内部
の電気回路を触ると感電する恐れがあり
ます。 

【警告／一般21】 
機器を掃除する前に電源コードを壁のコ
ンセントから抜いてください。感電する
恐れがあります。 
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1  -1 警告 

【警告／一般29】 
個人向け通信機器、たとえば双方向モバイルラジオや携帯電話を本機器のそばで電
源を入れたり、使用したりしないでください。これらの機器を本機器のそばで使用する

と誤動作する恐れがあります。そのような機器を使用しなければならない場合は動作状況を
よくみながらお使いください。 

【警告／一般28】 
電位治療器（家庭用、医療機関用）
との併用はおやめください。 

・使い捨て器材および透析液バッグに損傷を与え、
腹腔内に空気の混入を発生させることがあります。
これらの状況ではバクスターは機器の正しい動
作を保障することができません。空気が腹腔に
入ると、肩の痛みやおなかの痛み、腹膜炎など、
思わぬ健康被害につながることがあります。 

【警告／一般26】 
下記のような環境で本機器を使用しない
でください。 
・殺虫剤、エアゾール 
・可燃性麻酔剤 
・一酸化二窒素 
・酸素が充満した環境（酸素テントなど） 
このような環境で使用すると爆発や火事
の危険性があります。 

【警告／一般27】 
本機器を室外で使用しないでください。
屋外で使用すると、患者様や周りの方へ
ショックを与えたり、機器に損傷が加わっ
たりすることにより、ご使用者や周りの方
の健康被害につながったり、死亡に至る
ことがあります。 

【警告／一般25】 
揮発性の物質の近くでの使用はしないで
ください。爆発の危険があり、患者様や
その他の方の健康被害や死亡につなが
る恐れがあります。 
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1  安全にご使用いただくために 

【警告／一般30】 
下記のような状況では本機器を使用しない
でください 
・コードやプラグに損傷がある 
・正しく動作していない 
・落下したまたは損傷している 
・水中に落下した 
コードやプラグが損傷していたら、バクスタ
ー指定のコードに変えてください。ご自分
で治したりしないでください。 
これらの状況ではバクスターは機器の正し
い動作を保障することができません。 
バクスターCAPDコールセンターに電話し
てください。 

【警告／一般31】 
火事や感電死または健康被害などを防ぐため、
以下を守ってください。 
・本機器を体の不自由な方や乳幼児の近く
や、またはそれらの方に使用する場合、注
意して使用してください。 

・本機器はこの取扱説明書に記載のとおり
に使用してください。 

・バクスターが推奨していない付属品、製品、
物品を使用しないでください。 

・電源コードを熱器具に近づけないでくだ
さい。 

・入浴しながら、または水を使用しながら本
機器を使用しないでください。 

・水のかかるような場所で使ったり、置いた
り、保管したりしないでください。 

・水や他の液体に浸したり落としたりしな
いでください。 

・本機器が水に落ちてしまったら触らない
でください。すぐに電源コードを抜いてバ
クスターCAPDコールセンターに電話し
てください。 
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1  -2 注意 1  -1 警告 

【注意7】 
お使いの　　システムはバクス
ターの固定資産です。不適切に

お使いいただくと、費用の負担が発生す
る場合があります。 

【注意8】 
本機器に水滴がついたら直ちに
ふき取ってください。これにより、

水分が内部に入ることを防ぎ不具合を防
止します。さらに菌による汚染や不潔な
状態も防ぐことができます。 

【注意1】 
機器に悪影響の生じるおそれのある場所
に設置しないでください。 
・温度・湿度、ほこり、塩分、イオウ分などを含んだ
空気が機器に悪影響を及ぼします。 

【注意3】 
清掃を行うときには、シンナー、ベンジン
などの有機溶剤は使用しないでください。 
・機器の表面やプラスチックが変質したり塗装が
はげることがあります。 

【注意4】 
年１回の定期点検を行ってください。 
点検時期についてはバクスターよりご案
内いたします。 
・異常・故障などを未然に防ぎます。 

【注意5】 
使用していない期間がありましたら、使
用する前に機器が正常に作動することを
必ず確認してください。 
・異常・故障などが見つかった場合には、当社にご
連絡ください。 

11 -2　注意 注意には本機器に損傷を与える可能性のあるものについて記載しています。 

【注意2】 
移動させるときは、振動、衝撃な
どに注意して運んでください。 

・故障の原因になることがあります。 

【注意6】 
灰色のメンブレン ガスケットには、
機器と回路の密着性を高めるた

めに小さな穴が開いていますが、性能上
問題はありません。 
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1  安全にご使用いただくために 

【注意11】 
ご自分で修理しないでください。
火事、やけど、感電死や健康被害

や死につながる恐れがあります。修理が
必要なときは、バクスターCAPDコール
センターまでお電話ください。 

【注意12】 
薬品を含んだ消毒剤やエアゾー
ルスプレーなどを使用しないでく

ださい。本機器に使用しているプラスチ
ックや表面に損傷が加わることがあります。
本機器の外部は中性石鹸と水をつけたき
れいな布で拭いてください。使い捨ての
機材を使用しているので、使用するたび
に機器を殺菌する必要はありません。 

【注意13】 
製品の廃棄は以下を守ってくださ
い。 

・機器の返品、修理、リサイクルについて
はバクスターCAPDコールセンター
までお電話ください。 

・返品や廃棄するときにはバクスター
CAPDコールセンターに電話してくだ
さい。 

・使い捨ての機材の廃棄は地方自治体
の決まりに従ってください。詳細につ
いては地方自治体の廃棄の係りにご連
絡をお願いします。 

これらに従わない場合、地下水の汚染に
つながったり、罰金につながったりします。 

【注意9】 
本機器と透析液バッグが落ちないように、
不安定な場所や、振動の激しい場所には
設置しないでください。落下により本機
器を損傷したり、怪我につながる場合が
あります。 

【注意10】 
電源の延長コードを使用する場合、延長
コードの電流容量などに注意してください。 
・耐環境性の高い、屋外使用の1200W
以上のものをお使いください。 

・延長コードは2本以上つないで使用し
ないでください。 

・延長コードの長さは3.5m未満のもの
にしてください。 

・ゆめシステムの電源コードの接地ピン
が接続できるものにしてください 

これらを守らないと、コードが加熱したり、
火事の危険性があります。 
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1  -3 　　　　 でカード使用時には、次のことに注意してください。 1  -2 注意 

11

【カード使用時の注意1】 
必ずカードに記録されている処方内容が
ご自身の治療内容であることを、かかり
つけの病院からカードを受け取られたと
き（受診後、退院後など）には確認してく
ださい。 
・誤ってご自身以外の処方内容で治療を行った場
合には、透析量が過不足になる恐れがあります。 

・誤った処方で治療を行うことで治療結果の判断
が困難になる恐れがあります。 

【カード使用時の注意3】 
　　カードの処方内容が受け付
けられなかった場合、「処方の設

定終了」のかわりに「処方は無効」の表
示が出ます。　　　 バージョン10.4には、
過注液の発生を未然に防ぐような機能が
新たに加えられ、今まで許可されていた
処方の設定値でも受け付けられなくなる
ことがあります。このような場合、かかり
つけの病院に連絡を取り、手で処方設定
を入力し治療結果がゆめカードに記載さ
れるようにしてください。 

【カード使用時の注意6】 
一度｢処方の変更内容を確認◇｣
の手順が終了したあとで手入力

で処方内容を変更すると、カードに記録
された処方では治療は行えませんのでご
注意ください。 
・万一を考えて処方内容は別の紙に書き留めて
おくことをお勧めいたします。 

【カード使用時の注意4】 
カードを出し入れするときには、本体の
電源を切ってください。 
・カードの情報が読み取れなくなるおそれがあり
ます。 

【カード使用時の注意5】 
カードを本体に差し込むときには、無理
な力を与えないでください。 
・カードが破損する原因になります。 

【カード使用時の注意2】 
カードが折れ曲がらないように持ち運び
時には、専用ケースに入れておいてくだ
さい。 
・そのまま持ち運ぶとカードが破損する原因とな
ります。 

-3　　　　  でカード使用時には、次のことに注意してください。
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1  安全にご使用いただくために 

11 -4　電池注意 

【電池注意2】 
内蔵するバッテリーは鉛蓄電池とリチウ
ム電池を使用しています。鉛蓄電池は使
用中に自動的に動作確認と充電がなされ
ています。これらのバッテリーは定期点
検は不要です。ご自分で交換は行わない
でください。 

【電池注意1】 
電池は、絶対に分解したり、焼却したりし
ないでください。 
・ショートや破裂、液もれなどを起こし、けがやや
けどの原因になることがあります。 

【電池注意3】 
内蔵の電池を不用意に交換する
と破裂の危険があります。 

【電池注意4】 
電池の交換が必要な場合、バクス
ターCAPDコールセンターまで
お電話ください。 

【電池注意5】 
鉛蓄電池を内蔵しています。廃棄
が必要な場合、バクスターCAPD

コールセンターまでお電話ください。 
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1  -4 電池注意 
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各部の説明 

2  各部の説明 

22

31

-1 外観
ホームAPDシステム

ホームAPDシステム

22

設定 停止 開始 

ホームAPDシステム 

操作パネル

ハンドル
ドア

バックパネル ヒーター 温度センサー

オクルーダー

メンブレン
ガスケット

CAPDコールセンター
電話番号
シリアル番号

右取り付け金具 

左取り付け金具 

トレイが外された状態
（ホームAPDシステム の場合）

操作パネル

ハンドルカード差し込み口 ドア

バックパネル
ヒーター 温度センサー

メンブレン ガスケット

CAPDコールセンター
電話番号
シリアル番号

オクルーダー

くぼみ

くぼみ

チューブガイド

チューブガイド

用トレイと 用トレイは形状が異なり

ます。取り付けられているトレイ以外のトレイは

使用しないでください。外れてけがをするおそれ

があります。

警 告

トレイ

トレイ
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22 -1 外観2  -1 外観 

32

ドアは治療中は開きません。無理に開けるとシステムエラーが発生します。

ドアを開くためには、治療を終了しなければなりませんので、このときは｢治療強制終了｣を行

ってください。

トレイ ●ダイアニール-Nを システムの上で使用するときに必要です。
●外形の大きいダイアニール-N内の透析液をヒーター上に集めます。

チューブガイド ●透析液バッグのチューブを固定します。

ヒーター ●透析液を加温します。
●ヒーターラインを接続した透析液バッグを置くところです。
●上部右寄りに、温度センサーがあります。

操作パネル ●表示部と操作ボタンがあります。
●機器の操作を行う部分です。

ドアおよびハンドル ●回路をセットする部分です。
●ハンドルを上げればドアは開き、下げれば閉まります。
●ドアは手前に開きます。
●治療中は開きません。

カード差し込み口 ●カードを出し入れするところです。（ のみ）

オクルーダー ●安全機構です。
●万一の異常のときにカセットのチューブ部分を閉塞させる部分です。

メンブレン ガスケット ●カセットを密着させて、陰陽圧をかけるための膜です。

バックパネル ●電源コードをつなぐ差し込み口があります。
●電源スイッチがあります。

CAPDコールセンター電話番号 ●機器についての操作方法およびトラブルが発生した場合の連絡先で
す。

シリアル番号 ●機器に付いている個有の番号です。

注 意

22 -1 外観
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カード
差し込み口
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-2 操作パネル
ホームAPDシステム

22

ホームAPDシステム

設定 停止 開始 

ホームAPDシステム 

表示部

開始ボタン

隠しボタン

停止ボタン 設定ボタン 上下ボタン

隠しボタン

カード状態表示ランプ
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2  -1 外観 

表示部 ●メッセージや処方を表示します。

操作ボタン 暗い部屋では各ボタンが光ります。

●緑色のボタンです。
●次の手順に進むときに使用します。
● 停止ボタンを押して治療を一時停止したあと、治療を再開するときに
使用します。

●赤色のボタンです。
●治療を一時停止するときやアラームを止めるときに使用します。
●処方設定メニューや調整メニュー、ナースメニューなどを終了するとき
に使用します。

●青色のボタンです。
●　　 で選択した数値や内容の確定を行うときに使用します。
●処方設定メニューや調整メニュー、ナースメニューなどに入るときに使
用します。

●上下ボタンです。
●処方の設定を変えるときや様々な表示を見るときに使用します。

隠しボタン ●患者さんは通常お使いいただくことはありません。
●ナースメニューを設定するとき、ナースメニューの内容を確認するとき
に使用します。

●サービスメニューは　　 システムの点検をするときに使用します。

カード状態表示ランプ ●カードおよびカード読み取り器（カードリーダー）の状態を教えます。
●緑　色 正常な状態です。

カードがきちんと挿入されており、インターフェース（コンピ
ュータとカードリーダーの接合部分）が正しく働いているとき
に点灯

●黄　色 なんらかの問題が発生しています。
カードかカード読み取り器（カードリーダー）の機能に異常が
あるときに点灯

22 -2 操作パネル

（ のみ）
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-3 バックパネル（後面）
ホームAPDシステム

22

電源スイッチ 差し込み口

電源コード

ホームAPDシステム

電源コード

電源スイッチ 差し込み口
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2  -1 外観 

電源コード ●取り外し式のアース付きコードです。

差し込み口 ●電源コードをつなぐ部分です。

電源スイッチ ●“Ｉ”でオン（入り）、“○”でオフ（切り）になります。

22 -3 バックパネル（後面）
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2  各部の説明 

-4 カバー22
冬季に室温が使用環境条件（15℃）を下回る場合、このカバーでヒーターバッグをおおえば
「加温中」アラーム発生頻度を下げることができます。
また、 システムを治療に使用していない時に目かくしカバーとして使用できます。

貯留中：2／4

-5 補液用スタンド22
隔壁を開通したダイアニール-Nを補液バッグとして使用する時に使います。補液用スタンドに
は、5Lバッグなら1個、2.5L以下のバッグなら2個乗せることができます。

バンド 

隔壁の位置あわせ線 

バッグすべり止 
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2  -1 外観 22 -4 カバー 22 -5 補液用スタンド 22 -6 用クリップ

-6 用クリップ（黄色；1Lおよび1.5Lのダイアニール-N用）22
1Lおよび1.5Lのダイアニール-Nでは、一度開通させた隔壁が閉じる場合があり、液の流れが
悪くなることがあります。このクリップを隔壁部分に使用することにより、2室の液の流れを確
保することができます。
※2L以上のバッグではバッグが大きいため 用クリップを使用する必要はありません。
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透析液ライン

カセット

最終バッグライン
（青クランプ）

排液ライン

ライン保持盤

ヒーターライン
（赤クランプ）

コネクターライン
（白クランプ）

バッグライン
（白クランプ）

-7 回路

外観

回路は透析液が通る無菌の経路です。

22

5バッグ用セット（手動・スパイク式用） （T5C4452P）

排液採取ポート

排液採取
ライン

P037-046  11.6.28 1:49 PM  ページ 39



各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

各
部
の
説
明 

40

2  -1 外観 

外観

システムII 5バッグ用セット（システムII用） （T5C4501）

22 -7 回路

最終バッグライン
（青クランプ）

排液ライン

ライン保持盤

ヒーターライン
（赤クランプ）

コネクターライン
（白クランプ）

バッグライン（白クランプ）

外観

UVフラッシュ 5バッグ用セット（くり～んフラッシュ用） （T5C4500P）

最終バッグライン
（青クランプ）

排液ライン

ライン保持盤

ヒーターライン
（赤クランプ）

コネクターライン
（白クランプ）

バッグライン（白クランプ）

P037-046  11.6.28 1:49 PM  ページ 40



41

2  各部の説明 

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

各
部
の
説
明 

外観

5バッグ用 少注液量セット（手動・スパイク式用） （T5C8304）

透析液ライン

排液採取ポート

カセット

最終バッグライン
（青クランプ）

排液ライン

ライン保持盤

ヒーターライン
（赤クランプ）

コネクターライン
（白クランプ）

バッグライン
（白クランプ）

排液採取
ライン

薬液注入部
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2  -1 外観 

42

外観

システムII 4バッグ用 少注液量セット（システムII用） （R5C8303）

外観

UVフラッシュ 4バッグ用 少注液量セット（くり～んフラッシュ用） （T5C8306）

最終バッグライン
（青クランプ）

排液ライン

ライン保持盤

ヒーターライン
（赤クランプ）

コネクターライン
（白クランプ）

バッグライン（白クランプ）

薬液注入部

薬液注入部

最終バッグライン
（青クランプ）

排液ライン

ライン保持盤

コネクターライン
（白クランプ）

バッグライン（白クランプ）

ヒーターライン
（赤クランプ）

22 -7 回路
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2  各部の説明 

透析液ライン ●透析液バッグ、接続チューブおよび排液タンク（排液バッグ）をつなぎ
ます。

カセット ●液の流れを制御するためのバルブがあります。
●ドア内側にはめ込まれます。

ライン保持盤 ●透析液ラインが使用する順に並べられています。
●透析液ラインの先端が床に付かないようにしてあります。
●準備するときに、ドアの表面に取り付けます。

排液採取ポート ●無菌的に排液を採取するときに、排液採取用セットを接続します。

薬液注入部 ●薬液を注入する時に使います。（少注液量セットのみ）

排液ライン ●排液バッグまたは排液タンクに接続します。
●一番右端にあり、クランプは付いていません。
●排液サンプルポートが付いています。
排液サンプルラインには白いクランプが付いています。

ヒーターライン ●ヒーターに乗せる透析液バッグと接続するラインです。
●赤いクランプが付いています。

バッグライン ●補液用の透析液バッグを接続します。
●3本ラインがあります。（システムII 4バッグ用　少注液量セットは2本）
●白いクランプが付いています。

最終バッグライン ●最終注液の透析液濃度・種類を変更する場合に、濃度・種類の違う透析
液バッグを接続します。

●最終注液の透析液濃度・種類を変更しない場合には、バッグラインとして
補液用の透析液バッグを接続することができます。

●青いクランプが付いています。

コネクターライン ●患者様の接続チューブと接続します。
●ライン保持盤の左端にあり、白いクランプが付いています。

22 -7 回路
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2  各部の説明 22 -8

-822

●紫外線照射器です。
●透析液バッグ交換時に接続部を紫外線により殺菌したうえで自動的
に接続します。

電源コード ● と家庭用電源コンセント（AC100V）を接続します。

は、CAPD／APD治療における透析液交換のとき、紫外線の照射による殺菌作用
で接続部を殺菌し、自動的に接続部の切り離しと接続が行えるシステムです。
詳細はUVフラッシュ オート 取扱説明書を参照してください。

電源コード

外観
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2  各部の説明 

45

要充電ランプ 

満充電ランプ 

充電中ランプ 

コールセンター 
ランプ 

操作パネル 

音声スイッチ 

電源ランプ 

電源スイッチ 

フタ 

電源コード差し込み口 

フタボタン 

手動操作レバーロック 

手動操作レバー 
フタロック解除ボタン 

［右側面］ 

［上面］ 

すべり止め 液晶表示画面 
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2  -1 外観 

46

22 -8

満充電ランプ 電池が満充電のとき緑色に点灯します。

要充電ランプ 電池の残量が減ってきたとき赤色に点灯します。

充電中ランプ 本機器をコンセントに接続すると黄色に点灯します。同時に充電を行いま
す。

コールセンターランプ 異常発生時に点灯します。

音声スイッチ 音声を繰り返すことができます。また押し続けることにより、音量の調節
やコールセンター機能に切り替えられます（バクスターCAPDコールセン
ターの指示に従ってください）

液晶表示画面 作動中のメッセージやエラー番号を表示します。

電源スイッチ 約1秒間押すと電源が入ります。

電源ランプ 電源が入るとランプ（緑色）が点灯します。

電源コード差し込み口 電源コードのソケットを差し込みます。

フタ 接続、切り離し時に開閉します。

フタボタン フタをロックします。押すとロックは解除されます。

手動操作レバーロック 手動操作レバーのロックを開閉します。通常は使用しません。

手動操作レバー 手動で操作する場合に使用します。通常は使用しません。

フタロック解除ボタン フタのロックを解除します。通常は使用しません。
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2  各部の説明 
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22 -8

右溝
みぎみぞ

（黄色い溝） 接続しようとする器材を装着します。

左溝
ひだりみぞ

切り離そうとする器材を装着します。

反射板 紫外線を効率的に反射します。反射板はフタの中にもついています。

反射ブロック 反射板などの洗浄のとき、機器本体から外せます。

接続チューブ固定具 接続チューブのツイストクランプ部を装着し、固定します。

取り出しボタン 接続チューブ固定具から器材を取り外すときに押します。

三角板 接続チューブの装着を補助します。

チューブガイド 接続チューブのチューブ部分を置きます。

取っ手 機器本体が持ちやすいように突起が出ています。

右溝（黄色い溝） 

左溝 

反射板 

反射ブロック 

三角板 
チューブガイド 

取っ手 

接続チューブ固定具 
取り出しボタン 
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3 3

33
33 -1 について

-1 について33

は、コンピューター化された記録機能を搭載することで、家庭での腹膜透析をさらに簡
単に行えるようにしました。

の本機器の取り扱い説明時に、かかりつけの医療機関からカード（機器に装着する小さ
な電子カード：スマートメディア）を渡されます。カードには、処方の内容が記憶されています。
ご使用になる機器にカードを差し込み、電源を入れると処方の内容を簡単に本機器に写し取るこ
とができます。
本機器は、治療終了時にすべての注液、貯留、排液などの治療結果をカードに記憶します。もし
記録ノートに写し忘れた場合でも心配はいりません。カードには約2ヵ月分以上の治療結果を記
録することができます。
この機能により、処方入力の煩わしさから解放されるとともに、より多くの情報をかかりつけの
病院に提供することができるようになります。
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3 3 33 -2 の外観

-2 の外観33
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［カード差し込み口］

［バックパネル（後面）］

電源コード

電源スイッチ 差し込み口
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3 3 33 -3 カードについて

-3 カードについて33

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

［カードの使用方法］

［カードの取り扱い］

カードにはご自身の処方内容が入力されています。かかりつけの病院で、ご自身のカードを渡さ
れます。ご家庭に戻り、電源を切った にカードを差し込んでください。簡単な手順で処
方内容を移すことができます。さらにカードには治療の結果を記録することができますので、外来
受診日までそのまま入れておき、外来受診日にカードを取り出し病院に持参してください。

カードは取り扱いがしやすいように小さく、耐久性に富んでいますので、持ち運びにも便利です。
外来受診日まで の中にそのまま入れておきます。
なお機器の定期点検時や故障などによる交換時は、カードを忘れずに本体より抜いて新しい機器
に入れ直してください。
カードは電源を切り、カード状態表示ランプが消灯していることを確認してから抜き差ししてく
ださい。

カードの挿入は金色の面が左を向くように
して入れます。

カードは専用のケースに収納します。

カードの取り扱いについて ―かかりつけの医療機関スタッフの方へ―
カードに処方を書き込んだあとには、忘れずに同梱されている専用シールに患者様のお名前とID番号
（PD リンクデータ管理システムで設定）をご記入のうえ、カードに貼り付けて、お渡しください。

専用シールにお名前とID番号を記入する 指定の位置にシールを貼る
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3 3 33 -3 カードについて

［カードの携帯方法］
カードを取り出すときには、機器本体の電源スイッチを切ります。
差し込み口よりカードをそっとていねいに取り出し、専用ケースに収納します。輸送途中で折れ
曲がらないよう注意してください。

機器本体を交換する場合には、古い機器より必ず｢カード｣を抜き新しい機器に｢カード｣を差し込
み電源を入れます。（本冊子の50ページをご参照ください）
｢カード内容を確認 ◇｣と表示されたら｢カード内容を確認 ◇｣の手順（本冊子の52ページをご参
照ください。）に従って確認を行ってください。確認が終了しましたら、新しい処方の内容が機器
に写し取られ、カードに記録されている処方内容で治療を行うことができます。

取り扱いに関する注意

＊カードを出し入れするときには、本体の電源を切って5秒以上たってからカード状態表示

ランプが消灯していることを確認してからにしてください。

＊カードを差し込むときには、無理な力を与えないでください。

＊カードは折り曲げないようにしてください。

＊カードを携帯するときには、専用ケースに入れておいてください。

＊ の定期点検時や故障などによる交換時は、カードを忘れずに本体より抜いて新

しい に入れ直してください。

＊なるべくカードの金色部分には素手で触らないようにしてください。

＊カードは磁石に近づけないでください。

注 意

カードの処方内容が受け付けられなかった場合、「処方の設定終了」のかわりに「処方

は無効」の表示が出ます。 バージョン10.4には、過注液の発生を未然に防ぐよう

な機能が新たに加えられ、今まで許可されていた処方の設定値でも受け付けられなくなる

ことがあります（＊）。このような場合、かかりつけの病院に連絡を取り、手で処方設定を入

力し治療結果が カードに記載されるようにしてください。

（＊）今まで許可されていたが、バージョン10.4で受付けできなくなった設定値
●タイダール療法で「総除水量：0mL」
（バージョン10.4での最小値は10mLとなっています）
●タイダール療法で「タイダール量：5～35％」
（バージョン10.4での最小値は40％となっています）
●新たに入力する「患者体重」から算出される注液量を超える注液量
（表15-3をご参照ください）

注 意

［ を交換する場合］

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

P047-060  11.6.28 1:52 PM  ページ 51



52

3 3 33 -4 退院後・受診後の手順

-4 退院後・受診後の手順33
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［｢カード内容を確認◇｣の手順］

確認方法

機器の電源が入っていないことを確認し、カードを差し込みます。

機器の電源を入れます。

｢カード内容を確認 ◇｣が表示されたら 設定ボタンを押します。

氏名が表示されます。 設定ボタンを押します。

ID番号が表示されます。 設定ボタンを押します。

｢処方の変更内容を確認 ◇｣が表示されます。

かかりつけの病院からカードを受け取られたとき（受診後、退院後など）には、必ずカードに書か
れている内容が、ご自身の治療内容であることを確認してください。
これらの確認は以下のときに行います。
1. 初めてカードを受け取ったとき
2. 新しい にカードを入れたとき

患者様の氏名・ID番号が違っている場合には、 停止ボタンを押し、操作を中断し
てください。｢カードの使用中止｣の表示が出ます。このときにアラームが鳴り｢設定
確認▽後　治療開始→｣の画面に戻ります。｢カードの使用中止｣の表示が出たときに
は、そのまま約5秒後に｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示になります。この場合
カードに記されている処方内容での治療を行うことはできず、また結果の記録もで
きません。かかりつけの病院にカードの内容が誤っていることを連絡し、指示に従って
処方を入力してください。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 6

確認

ポイント ポイント カードの出し入れ方法

カードを入れる カードを取り出す

カードを出し入れするとき

には、機器の電源を切って

ください。

カードの情報が読み取れなく

なるおそれがあります。

カードを本体に差し込むと

きには、無理な力を与えな

いでください。カードが破

損する原因になります。

注 意
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3 3

［ ｢ 処方の変更内容を確認 ◇｣の手順］
カードの内容に変更があった場合には、｢処方の変更内容を確認 ◇｣の表示が出ます。

この表示は、設定内容が変更されている場合にだけ表示されます。変更内容が正しければ 設定

ボタンを押してください。（下記例参照ください）

CCPD/IPD療法の表示内容例を示しました。

タイダール療法・ハイブリッド療法・ハイブリッドタイダール療法の確認方法も同様に行えます。

の
電源を入れます

を押す かかりつけの病院で入力された氏名が漢字・仮
名・ローマ字のいずれかで表示されます。

を押す

を押す ここでは確認を行うだけで処方を変更すること
はできません。

を押す

を押す

を押す

を押す

ボタン操作 表示 備考

例：CCPD/IPDの処方確認例

カード内容を確認 ◇

氏名

処方の変更内容を確認 ◇

療法：CCPD/IPD

総注液量：○○○○ P

治療時間：○○：○○

注液量：○○○○ P

ID番号

注液量は「 -13 注液量の最大値を決める」で表されたドライウェイトごとの最大
注液量を超えることはできません。注液量をこの表の値を超えて入力しなくてはなら
ない場合、かかりつけの病院にお問い合わせください。

1215

確認

表示された内容に誤りがあった場合には、 停止ボタンを押すと｢カードの処方使用中

止｣が表示されます。その場合にはかかりつけの病院にカードの内容が誤っていること

を連絡し、指示に従って処方を入力してください。
注 意
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33 -4 退院後・受診後の手順

を押す

を押す 最終注液量が0mLの場合、このメッセージは表
示されません。

を押す

を押す

を押す ここから2つのステップは、｢標準モード｣時
には表示されません。

を押す 「少液量モード」時に表示されます。

を押す 自動的に表示が変わります。

アラームが鳴り
自動的に表示

1．体重・血圧などの追加情報がない場合、動作
するモード（標準／少液量）が表示されます。

2．体重・血圧などの追加情報がある場合、「体重
○○.○kg」の表示になります。入力方法の詳
細については次ページを参照してください。

3．すべての設定値が受け付けられ、 に移
ると、動作するモード表示の後「設定確認▽後
治療開始→」表示となり、治療の準備ができた
ことを示します。治療の手順は ～ を参照
してください。

6644

ボタン操作 表示 備考

一度｢処方の変更内容を確認 ◇｣の手
順が終了したあとで、手で処方内容
を変更すると、変更された内容
が カードの「変更処方」ファイ
ルに記録されます。もともと記録さ
れていた「処方」は変更されず、そ
のまま カードに残ります。

注 意

排液の限度：○○ ％

最終注液濃度変更：ナシ

最終注液量：○○○○ P

モード：○○

除水不良の限度：○○％

除水量の上限：○○○○P

しばらくおまちください

サイクル数：○

貯留時間：○○時間○○分

処方の設定終了

標準モードで作動します

設定確認▽後　治療開始→

次回受診時までカードは機器の中
に入れたままにしておいてくださ
い。

確認

カードの処方内容が受け付けられなかった場合、「処方の設定終了」のかわりに
「処方は無効」の表示が出ます。 バージョン10.4には、過注液の発生を未然
に防ぐような機能が新たに加えられ、今まで許可されていた処方の設定値でも受け付
けられなくなることがあります。このような場合、かかりつけの病院に連絡を取り、
手で処方設定を入力し治療結果が カードに記載されるようにしてください。

確認
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3 3

-5 日常の手順（体重等、追加情報を入力する場合）33

入力が必要な表示が出たら 設定ボタンを押します。数値が点滅します。
＊表示には、前日の値が入力されていることもあります。
追加情報を入力しない場合には、｢体重：○○.○KG｣の表示で 停止ボタンを押し｢設
定確認▽後　治療開始→｣の表示にさせて治療を開始します。

ボタンを使用して、点滅している数値を変更します。

数値を入力し終えたら 設定ボタンを押します。
数値の点滅が点灯に変り、数値が記録されます。

ボタンを押し次の表示に移ります。（ ボタンを押しても次の表示に移らなけれ
ば追加情報の入力は終りです。）

すべての入力が終了したら 停止ボタンを押します。モード表示（標準／少液量）の
後、｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示になります。

は、追加情報（体重・血圧・手動交換）を入力することができます。
かかりつけの病院の指導により、日々の体重・血圧・手動交換の内容を機器に入力します。
入力は、 設定ボタンと ボタンを使用して行います。

入力した数値は、その日の での治療結果とともにカードに記憶されます。
入力した数値を変更したい場合には、治療を開始する前に電源を切り、再度入れ直します。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

［追加情報入力の基本手順］
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33 -5 日常の手順

体重：35.5KG

● 状態表示ランプが緑色に点灯していることを確
認します。

● かかりつけの病院により入力指示のある項目
が表示されます。

● 電源スイッチは機器の裏にあります。“Ｉ”で
電源が入り、自己診断を開始します。

● 電源コードを本体裏面の差し込み口に、もう一
方をコンセントに差し込みます。

［ の治療開始］

手順1  電源を入れる

3. 表示部の確認

1. 電源コードをつなげる 2. 電源を入れる
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追加情報の入力がない場合には｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示になりますので
｢回路の準備｣に進みます。本冊子の｢治療の開始｣にお進みください。確認
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1. 追加情報の入力 2. 停止ボタンを押す

57

3 3

ポイント ポイント 追加情報の入力方法

③ 設定ボタンを押して入力数値を確定
します。点滅が止まり小数点以下が点
滅します。

① 設定ボタンを押すと表示の一部が点滅します。

体重： 36.0KG

● 設定ボタンと ボタンで数値を入力しま
す。下記ポイントを参照してください。

● 停止ボタンを押します。モード表示の後、
｢設定確認▽後　治療開始→｣と表示されます。

他の追加情報も入力の方法は同じです。

体重： 35.5KG

体重： 35.5KG

② ボタンで数値の変更を行います。

体重：35.5KG

体重：36.5KG

④②と同じ様に値を変更し 設定ボタ
ンを押します。入力が終了したら ボ
タンを押すと次の表示になります。

体重：36.5KG

手順2  追加情報の入力

ボタンを押しても次の表示に移らなければ追加情報の入力は終わりです。
停止ボタンを押してください。

注 意

この「体重：○○.○KG」表示で入力する体重と、処方入力の「患者体重：〇〇キ
ログラム」表示で入力する体重には関連性がありません。 の場合、合計で2
回体重の入力が必要な場合があります。確認

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

P047-060  11.6.28 1:52 PM  ページ 57



58

測定した、体重の値を入力します。単位は0.1キログラムです。

測定した、血圧の値を入力します。単位はmmHg（水銀柱）
です。

ヒーターバッグに使用する透析液の濃度を入力します。
設定できる濃度は1.5％、2.5％、4.25％に数値が設定さ
れています。

補液バッグに使用する透析液の濃度が、ヒーターバッグに使
用する透析液の濃度と違う場合に入力します。

｢最終注液濃度変更：アリ｣と設定した場合に、使用する透析
液の濃度を入力します。

表示 意　味

昼間交換に関する項目

表示 意　味

ツインバッグ、Yセットなどで行うバッグ交換の回数を入力
します。ツインバッグ、Yセットなどでバッグ交換を行わな
い場合には｢0｣のままにします。1～5の数値を入力するこ
とができます。
これは１回目～5回目の交換回数を示しています。

ツインバッグ、Yセットなどで交換をした時間を入力します。

昼間の交換で得られた排液量を入力します。
この値は、測定した排液量をmL単位で入力します。

昼間の交換で注液をした透析液の量を入力します。

昼間の交換で使用した透析液の濃度の値を入力します。

［ で使用される追加の情報の表示］

33 -5 日常の手順

体重： ○○.○KG

血圧： ○○○/○○○

夜間透析液濃度 1： ○.○○

夜間透析液濃度 2： ○.○○

最終注液濃度： ○.○○

昼間交換回数： ○

交換時間○：午前　○○：○○

昼間○排液量： ○ P

昼間○注液量： ○ P

昼間○透析液濃度： ○.○○
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3 3

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

停止ボタンを押す

を押す

を押す

を押す

を押す

かかりつけの病院で設定されたカードには、以下の項目の中からどの項目を表示・入力するのか
が設定されています。本機器では、ご施設で設定された項目だけが表示されます。

昼間交換に関する項目は｢昼間交換回数｣の数値により、｢交換時間○：午前　○○：○○｣から｢昼
間○透析液濃度：　○.○○｣までの項目が繰り返し表示されます。それぞれの交換ごとに値を入
力してください。値の入力方法につきましては、57ページを参照してください。

ボタン操作 表示

ボタン操作 表示

昼間交換に関する項目

［ に入力できる追加情報の一覧］

33 -5 日常の手順

体重： ○○.○KG

血圧： ○○○/○○○

夜間透析液濃度 1： ○.○○

夜間透析液濃度 2： ○.○○

最終注液濃度： ○.○○

昼間交換回数： ○

交換時間　○：午前　○○：○○

昼間○排液量： ○ P

昼間○注液量： ○ P

昼間○透析液濃度： ○.○○

設定確認▽後　治療開始→
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治療の手順の 
　 読み方 

●5バッグ用セット（T5C4452P） 

●5バッグ用 少注液量セット（T5C8304） 

P61～P102

P103～P144

●システムⅡ 5バッグ用セット（T5C4501） 

●システムⅡ 4バッグ用 少注液量セット（R5C8303） 

●UVフラッシュ 5バッグ用セット（T5C4500P） 

●UVフラッシュ 4バッグ用 少注液量セット（T5C8306） 

P145～P189

ここからは、回路の種類別に治療の手順をご説明いたします。 
下記に示したように、ご使用の回路のページを読んでください。 

※イラストは　　　　を使用していますが、　　でも共通に読むことができます。 

全ての指示・表示・アラームと困ったときの対処方法に関しても共通です。 

手動・スパイク式用 

システムⅡ用 

くり～んフラッシュ用 

60
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 

手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 

4  治療の手順 

治療の手順 44
-1 治療の開始44
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手順1  治療開始の準備

●適切な場所の確保
・清潔で十分な大きさのテーブルを準備してください。
・交換場所全体が明るく照明がゆきわたっていること。
・アースが接続できるコンセントがあること。くわしくは7ページを参照ください。

●環境の整備
・清掃のゆきとどいた部屋を使用します。
・子供やペット（犬・ネコ・小鳥など）のいない部屋を使用します。
・窓やドアは風などを防ぐために必ず閉めます。
・冷暖房器具の風が交換場所に直接当たらないようにします。
・機器類は、明るく清潔で、平らな所に置いてください。また、原則として機器がご使用者と
同じ高さになるように設置してください。排液不良の出やすい方は システムを体より低
くしてください。

・透析液バッグ接続のためのテーブルを用意してください。
・治療中、透析液バッグが落ちたりしないように注意してください。

バッグ交換に適した環境作り

透析液バッグは平坦な安定したところにおいてください。透析液バッグが落ちないように、
透析液バッグを重ねて置いたりしないでください。透析液が落下すると、液漏れが発生す
ることがあります。液漏れは透析液や透析液が通るところを汚染したりします。透析液や
透析液が通るところを汚染すると腹膜炎になったり、思わぬ健康被害を受けたり、死に至
ることもあります。

警 告

「接地」についてご理解いただけない場合、
または システムが正しく設置されてい
るか分からない場合、お近くの電気店にご
相談ください。不適切な使用は感電の可能
性があります。

警 告

本機器は接地して使用しなければなりません。電気的にショートが発生した場合、接地し
てあることにより電流を逃がすことができるため、感電のリスクを軽減できます。本機器
には接地線をつなげられる電源ケーブルを同梱しています。適切に「接地」されているこ
とを確認したコンセントに接続して使用してください。コンセントについてはかかりつけ
の病院または電気店にご相談ください。

警 告

壁のコンセントに電源コードが
接続できない場合、プラグを交
換したりしないでください。電
気店に連絡して、適切に接地で
きるようにご相談ください。

警 告
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44 -1 治療の開始

合 

機器類を設置する

冬期はプライミング中のアラーム発生をさけるためバッグ加温器で温めた透析液バ
ッグと回路をお使いください。
または治療30～60分前に機器の電源スイッチを入れ、ヒーター上に透析液バッグ
を乗せて温めておき、さらに回路はヒーターバッグの上に乗せておくことをおすす
めします。他の透析液バッグも加温器で温めてお使いください。

確認
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透析液バッグや使い捨て回路を使用するときには、かかりつけの病院での指示通り、清潔

操作で行ってください。マスクをつけ、手洗いを十分に行い手は乾かす（または消毒する）

ようにしてください。警 告

機器の使用温度は15℃～36℃です。この範囲になるように環境を整えてください。

また、透析液・回路も同様に同じ範囲内で使用してください。注 意

ペットや動物が透析液バッグや器材をかむと、透析液や透析液の流路が汚染されます。透析液や

透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。こ

のようなことをさけるため、ペットや動物がいる部屋では治療を行わないでください。警 告
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

手順2  物品の準備

治療に必要な物品を用意する

1. 透析液バッグ

2. 回路

5. 排液タンク

8. カード
（ のみ）

4.ミニキャップキット

6. APD記録ノート 7. 排液確認用下敷

3. CAPD
ストッパー

（ノーズ付）

治療に必要な物品を用意します。
1. 透析液バッグ
2. 回路
3. CAPDストッパー（ノーズ付）
4. ミニキャップキット
5. 排液タンク
6. APD記録ノート
7. 排液確認用下敷
8. カード（ のみ）
9. 補液用スタンド
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9. 補液用スタンド
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44 -1 治療の開始

ミニキャップキット 

ミニキャップ 

ミニキャップキット 

ミニキャップ接続チューブ 

透析液 

ルアーコネクター 
の先端 

コネクターライン　 

ミニキャップキット 

ツイストクランプ 

白色部分 水色部分 

CAPDストッパー（ノ－ズ付） 

スパイク部 

スパイクポート部 

ツバ 

キャップ 

コネクターラインの先端 
少注液量 
セットの場合、 
色はクリーム色 

バッグライン 

スパイク先端部 

スパイクが挿入 
される部分 

ツバ 

（以下ストッパーと略す） 

ノーズ（鼻） 

必要な物品および各部の名称

ストッパーは開いたまま保管して
ください。破損の原因になります。確認
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

手順3 システムのセットアップ

1. 透析液バッグの確認

● 表示を確認する。
● 異常がないか確認する。

外袋内に水滴がみられることがあり

ます。必ず透析液バッグを押して液

もれのないことを確認してくださ

い。

注 意

透析液バッグの以下の点についてご確認願います。
●透析液が無色～微黄色の透明である
●先生の処方どおりの薬剤である
●透析液の糖濃度が正しい
●透析液の容量が正しい
●使用期限内である
●キャップと薬液注入部が正しく付いている
●液漏れがない

もし何か問題があったら、その透析液バッグは廃棄して新しい透析液バッグを使用してく

ださい。間違った透析液を使うと、不十分な透析になったり、問題がある透析液バッグを

使った場合汚染された液が注入されたりします。汚染された液が注入されると腹膜炎や健

康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。透析液バッグに何か問題があった場合

にはバクスターCAPDコールセンターか、かかりつけの病院までご連絡願います。

警 告

2. 外袋の開封

● 外袋を開封し、透析液バッグを取り出します。

ダイアニールをご使用の方は
「6.ヒーターに透析液バッグを乗せ
る」に進んでください。
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44 -1 治療の開始

3. 隔壁の確認

● 二つ折りになっている透析液バッグを広げ、
表示面を上にして机の上に置きます。

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、交互に軽く押して隔壁が開通されてい
ないかを確認します。

上室 

下室 

4. 隔壁の開通

● 透析液バッグ下室の中央を左右の手で握り、
両脇から強く絞り込みます（A）。これにより
隔壁が開通します。

※左記の方法で隔壁が開通できない場合、透
析液バッグ下室の手前を握り、上室に向かっ
て巻き込むように強く押します（B）。これに
より隔壁が開通します。

A

B
上室 

下室 
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 
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6. ヒーターに透析液バッグを乗せる

● 透析液バッグは、ヒーター上の温度センサ
ーを確実に覆うように乗せてください。
表示面を上にして乗せてください。

7. 電源コードをつなげる

● 電源コードを本体裏面の差し込み口に、もう
一方をコンセントに差し込みます。

5. 透析液の混合

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、4～5回交互に押して2液を十分に混合
します。
（隔壁の両端は開かない部分があります）
● 両手で透析液バッグを押して液もれのない
ことを確認します。

開かない 

交互に押す 使用する全てのダイアニール-Nを1～5の
手順で確認と隔壁開通をします。
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8. 電源を入れる

● 電源スイッチは機器の裏にあります。“Ｉ”で
電源が入り、自己診断を開始します。

9. ブザー音と表示確認

● 電源を入れたらブザー音が鳴ることを確認
してください。

● 表示の全ピクセルが明るくなった後、全て
消えることを確認してください。
（ここでのピクセルとは、表示部で光って
いる1つずつの点を意味し、文字や数字を
構成しているものです）

もし動作がおかしい場合、バクス

ターCAPDコールセンターまでお

電話ください。注 意

「病院へ連絡してください」表示と「排液量過剰」表示の画面が電源投入時に交互に出てい

る場合、昨日（前回）の治療で過注液があったことを示しています。過注液は腹腔内の違和

感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「 困った時の対処方法（269ページ）」を参照してください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困った時の対処方法（254ページ）」をご覧

ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1010

警 告
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9. 表示部の確認（ の場合）

をお使いの方のみの手順です。（9～10）

● 状態表示ランプが緑色に点灯していることを
確認します。

10. 追加情報の入力（ ：オプション）

● かかりつけの病院により入力指示のある項
目が表示されます。手順の詳細は本冊子55
ページの｢ -5 日常の手順｣を参照してくだ
さい。

33

体重：35.5KG

では、カードが入っている
ことを確認します。確認

11. モード表示と「設定確認▽後 治療開始→」表示

● ｢設定確認▽後　治療開始→｣が表示される
前に、動作するモードが表示されます。（標
準モードまたは少液量モード（小児モード））

設定確認▽後　治療開始→ 体重：35.5KG

● システムの内部チェックが終わると、
｢設定確認▽後　治療開始→｣と表示されま
す。

標準モードで作動します

この「体重：○○.○KG」表示で入力する体重と、処方入力の「患者体重：〇〇キ
ログラム」表示で入力する体重には関連性がありません。 の場合、合計で2
回体重の入力が必要な場合があります。確認
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ポイント ポイント 処方の変更方法

他の処方内容も入力の方法は同じです。

③ 設定ボタンを押して入力数値を確定し
ます。

① 設定ボタンを押すと表示の一部が点滅
します。

② ボタンで数値の変更を行います。

④入力が終了したら 停止ボタンを押すと
最初の表示に戻ります。

● 停止ボタンを押します。サイクル数、貯
留時間などが自動的に表示されたあと、｢設
定確認▽後　治療開始→｣の表示に戻りま
す。

12. 処方の確認

● ボタンを押すと｢処方の確認／変更◇｣と
表示されます。 設定ボタンを押します。

ボタンを押して処方の確認を行います。

設定確認▽後　治療開始→ 最終注液濃度変更：ナシ 
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 
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手順4  隔壁開通の確認

● 開始ボタンを押します。
● の場合、｢全ての隔壁を開通した後→｣と
表示されます。

● の場合、｢回路セット後→｣と表示され
ます。

● 全ての透析液バッグの隔壁が開通してあること
を確認します。

｢標準モード｣で注液量が1000mL
以下の場合、｢少液量モードは無効｣

と表示され少液量モード（小児モード）での動
作でないことをお知らせします。 開始ボタン
を押して、次に進めてください。

ポイント ポイント 

ダイアニールをご使用の方は
「手順5.回路の準備」に進んでください。

「全ての隔壁を開通した後→｣の表示では
①全ての隔壁が開通してあることを確認
する。

までを行います。

ポイント ポイント 隔壁開通の確認（ の場合）

回路セット後　　→ 設定確認▽後　治療開始→

の場合

全ての隔壁を開通した後→

1. 開始ボタンを押す
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44 -1 治療の開始

手順5  回路の準備

● 開始ボタンを押します。
｢回路セット後→｣と表示されます。

｢回路セット後→｣の表示では、
①回路の用意
② システムに回路を装着
③排液ラインの装着

までを行います。

排液採取ポートのクランプを閉めるのを忘
れがちです。数を数えながらクランプを閉
めるようにしてください。

ポイント ポイント 回路の用意
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設定確認▽後　治療開始→ 回路セット後→

の場合

全ての隔壁を開通した後→

1. 開始ボタンを押す

もし回路のキャップが外れている

場合は使用しないでください。キ

ャップが外れていたり、しっかり付

いていないと、透析液や透析液の流

路が汚染される可能性があり、腹膜

炎となったり、健康被害を負ったり

死亡したりする恐れがあります。

警 告

セットを機器に装着する前
に、カセットやチューブに損傷が
ないことを確認してください。損
傷があるカセットを使用すると透
析液の流路が汚染されます。透析
液や透析液の流路が汚染されると、
腹膜炎や健康被害を負ったり死亡
したりする恐れがあります。
●カセットのやわらかい表面に傷や
穴など明らかな損傷がないか確認
してください

● セットのチューブ先端につい
ているキャップが損傷などなく、
正しく付いていることを確認して
ください。
もし損傷などがあれば、新しい
セットを使用してください。

セットのチューブには素材の
柔らかさゆえのちょっとした凹み
があることがあります。ちょっと
した凹みは外観上のもので製品の
機能に影響を与えるものではあり
ません。

警 告
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● 開始ボタンを押して治療を開始する前に、回路が システムに装着されている場合は、

必ず全てのクランプを閉めてください。
●クランプを閉めておけば、｢回路セット後→｣の表示で液の流れが発生しません。制御できな

い液が流れる場合、過注液となる可能性があります。
●過注液は腹部の不快感をもたらしたり、時には思わぬ重大な事故につながるおそれがありま

す。
●ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児など）に使用している場合

は、特にご注意ください。
●使用中に過注液が疑われるときには、｢強制排液｣を行ってください。（本冊子254ページを

参照してください）

警 告

2. 回路の用意

● 回路を袋から取り出し、すべてのクランプ
を閉めます。

● クランプの数は、5バッグ用セットでは7ヵ
所です。

3. ドアを開ける

● ハンドルを上げてドアを開けます。

メンブレン ガスケットには、機
器とカセットの密着性を高める
ために小さな穴が開いています。
性能上問題はありません。

確認
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｢回路セット後　→｣の表示のときにドアを
開けたり、閉めたりを繰り返しますと安全
機構が働き、オクルーダーが隆起しドア
が閉めにくくなります。
ドアが閉めにくいときには、 停止ボタ
ンを押し、そのあと 開始ボタンを押し
ます。
オクルーダーは元の状態に戻ります。オク
ルーダーが隆起していないことを確認して
からカセットを入れ、ドアを閉めてくだ
さい。

ポイント ポイント ドアを閉める

5. ドアを閉める

● ドアを閉めてハンドルを下げます。

44 -1 治療の開始

4. カセットを装着

● 回路のラインを束ねている青色の紙テープ
をはがします。

● 回路のカセットを所定の場所にしっかりは
め込みます。
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「コネクターライン接続後→」と「コ
ネクターライン確認」が交互に出て
から、お腹のチューブをつないでく

ださい。この画面が出る前にお腹のチュー
ブをつないでしまうと、お腹に空気が入っ
てしまうことがあります。空気がお腹に入
ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わ
ぬ傷害につながることがあります。
また、もしお腹の中に透析液が残っている
状態で空気が入ってしまうと、過注液の可
能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被
害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタン
をすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順
は「 困ったときの対処方法（254ペー
ジ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用すると
きには、過注液の有無に特に注意してくだ
さい。

1010

警 告
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6. ライン保持盤を取り付ける

● ライン保持盤をドア上部、さらにドア中央部
のフックに引っかけてから上の方向に引っ張
り、安定させます。

7. 排液ラインのセット

● 右端の排液ラインをライン保持盤から取りキ
ャップを外します。

● 排液タンクへセットします。
● キャップをとりつけます。

排液ラインの先端と排液タンク内

の排液との間には、空気の隙間を

作ってください。隙間を作ること

により、間違って操作した場合に

排液が逆流することを防ぎます。

一度排液タンクに出た排液は汚染

されていると考えられ、操作間違

いによって発生する逆流により透

析液の流路が汚染されると、腹膜

炎や健康被害を負ったり死亡した

りする恐れがあります。

警 告
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8. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。

バッグ接続後クランプ　開け→ 回路確認中 

●｢回路確認中｣と表示されます。（約2分間）

回路セット後→ 回路確認中
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手順6  透析液バッグの接続

｢バッグ接続後クランプ 開け→｣と「クラ
ンプを開けてください」の表示では、
①使用するすべての透析液バッグとバッ
グラインの接続

②透析液を接続したラインのクランプを
開ける

③コネクターラインのクランプを開け
る

④排液バッグのクランプを開ける（排液
バッグ使用時）

のところまでを行います。

ポイント ポイント ｢バッグ接続後クランプ
開け→｣と「クランプを開
けてください」表示

2. マスク着用と手洗い

● 接続操作の前に、マスクを着用し、手洗いを
確実に行います。

1. バッグの接続

● ｢バッグ接続後クランプ開け→」と「クラン
プを開けてください」が交互に表示されま
す。

バッグ接続後クランプ　開け→ 

このあとの操作より清潔操作が必要です。
これから清潔操作を行うという意識を常に
持つようにしてください。

ポイント ポイント マスクの着用・手洗い

透析液にへパリンなどの薬液を注入する場合

は、透析液バッグと回路を接続する前に行い

ます。

清潔操作にて接続を行ってくださ

い。マスクを着用し手洗いを確実

に行ってください。
警 告
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3. ストッパーを装着

● ヒーターバッグ用の透析液バッグを清潔で平
らな場所に置きます。

● 透析液バッグのポート部にストッパーを装着
します。

ストッパーを逆に装着するとスパイク操作はできません。

ストッパーは正しい向きに装着してください。注 意

●手の甲を上にしてストッパー
を持ちます。

●透析液バッグのツバとストッパー
の先端が接触するようにストッパ
ーを装着してください。スパイク
操作がやりやすくなります。

確認
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1. 手指がスパイク挿入部に触れな
いように接続の清潔操作を確実
に覚え、注意して操作を行うよ
うにしてください。

2. 透析液バッグのスパイク挿入部およびラインのスパイク先端部が、手や机などに触れないように注意して
ください。腹膜炎の原因になるおそれがあります。汚染された場合には新しいものと交換してください。

注 意

7. 透析液バッグの接続

● ヒーターラインのスパイク部を左右にひねり
ながら透析液バッグに確実に接続します。

6. 白色キャップを外す

● 左手でストッパーを持ちます。
● ヒーターラインのスパイク部を保持し、白色
キャップを外します。

5. ヒーターラインのキャップを外す

● ヒーターラインのスパイク部を持ち、キャッ
プをひねりながらゆっくり取り外します。

4. 

● 赤いクランプの付いたヒーターラインをライ
ン保持盤から取り外します。

ヒーターラインを
ライン保持盤から取り外す

4～7までは連続した手技です。
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8. ストッパーを外す

● 透析液バッグからストッパーを外します。

すべてのバッグにつき、3～8の
手順を繰り返します。

確認

最終注液濃度を変更する場合（特に

エクストラニールを使用する場合）、

青いクランプの付い

たラインに濃度の違

う透析液バッグを接

続します。
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手順7  透析液バッグのヒーターへの乗せ方

1. 透析液バッグのセット

● 赤いクランプのついた透析液バッグの表示
面を内側にして二つ折りにしてください。

● チューブが右側になるようにしてヒーター
の上に置き、右端まで透析液バッグをずら
してください。

2. 透析液バッグ位置の確認

● 透析液バッグのチューブ側の両端を持ち、
外側に引っ張り透析液バッグの端をトレイ
の端にそろえてください。

チューブを引っ張らないでください。
注 意

● 二つ折りにしていた透析液バッグをトレイ
全体に広げてください。

● 5Lバッグ以外の場合は透析液バッグをトレ
イ全体に広げ薬液注入部をくぼみに合わせ
てください。

3. 透析液バッグを広げる

5Lバッグ以外の場合 

くぼみ 

薬液注入部 

ダイアニールをご使用の方は「5.チューブをチューブガイドに入れる」に進んでください。
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交互に押す 

4. 

● 透析液バッグの上室･下室を交互に4～5回
押して隔壁が開通していることを再確認し、
透析液バッグをヒーターになじませてくだ
さい。

5. 

● 透析液バッグのチューブをチューブガイド
にしっかりと下まではめ込んでください。

ヒーターパネルに
なじませる

チューブをチューブガイド
に入れる

注 意

チューブは無理に引っ張らないで

ください。

透析液バッグの加温は、必ず本機

器のヒーターで行ってください。

本機器のヒーター以外のもの（電

子レンジ、ストーブ、電気毛布な

ど）で加温を行いますと、過度に

加温された透析液がお腹に注液さ

れる場合があります。

警 告

透析液バッグはヒーター上の温度

センサーを覆うように正しく置い

てください。特に小さいサイズの

透析液バッグを乗せるときには注

意してください。ただしく透析液

バッグを乗せていないと、温度が

低すぎる、または高すぎる透析液

が注液される可能性があります。

警 告
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○

● 1L、1.5Lバッグを使用しているときは、隔
壁部分に 用クリップを取り付けます。
バッグの上面のみ1枚をつまんでください。

用クリップを付ける
（1L、1.5Lバッグの場合）

2L以上のバッグでは 用クリッ
プを使用する必要はありません。

参考

注 意

5バッグ用セットおよび5バッグ用

少注液量セットの場合、ダイアニー

ルをヒーターに乗せる時、チューブ

ガイドにスパイク部分を入れない

でください。抜ける可能性があり

ます。

正しい 誤り 
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手順8  補液用スタンドの使用方法

1. スタンドの組み立て

止まるまでしっかり開き
ます。 

3“この面が一番下です”と書いて
あるシールのある面を下にして、
スタンドを開きます。 

2バンドの片方を外し
ます。 

1

“この面が一番下です”と 
書いてあるシール 

開かない 

交互に押す 

2. 隔壁開通の確認

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、交互に軽く押して隔壁が開通されてい
ることを確認します。（隔壁の両端は開かな
い部分があります）

3. 透析液バッグのセット

● 透析液バッグのチューブ側の両端を持ち、
外側に引っ張り透析液バッグの端をトレイ
の端にそろえてください。

ダイアニールをご使用の方は「手順9.回路のプライミング」に進んでください。
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4. 

● 透析液バッグを開き、上室に透析液が残ら
ないように数秒上室を立ててからスタンド
に立てかけます。

5Lバッグ以外の場合 
（1.5Lの例） 

巻き込む 

5. バンドで止める

● 上室が倒れないよう、バンドでしっかりと
めます。
このとき、バンドでバッグの端を巻き込ん
でとめてください。

※バンドでしっかり固定しないと、液が残り
少なくなった時にずり落ちてしまいます。

透析液バッグを
立てかける

1L、1.5Lバッグの場合、 用クリップ
を取り付けます。バッグの上面のみ1枚を
つまんでください。

隔壁を開通していないダイアニール-Nは、補液用スタンド上で立たないので、隔壁の開通
がなされたかわかるようになっています。参考

2.5Lバッグ以下のバッグは、補液用スタンドの上に2個乗せて使用できます。
参考

短い方 

短い方 

長い方 

長い方 

バンドのマジックテープは片方が長く、片方が短くなっ
ています。短い方を固定し、長い方を外すようにすると、
しっかりとめることができます。参考
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1. 接続部の確認

白クランプ 青クランプ 

排液タンクへ 

赤クランプ 赤クランプ 

赤いクランプの付いたラインが、ヒーターの上の透析液バッグに接続されている。

ダイアニール-Nの隔壁が全て開通している。

ヒーターの上の透析液バッグは、ヒーターになじんでいる。

ヒーターバッグのチューブが、チューブガイドにしっかり入っている。

赤クランプ以外のダイアニール-Nが補液用スタンドに確実に乗っている。

最終注液濃度を変更する場合、青いクランプの付いたラインが、濃度・種類の違う透析液バッグに接続されている。
最終濃度変更のない場合は赤以外どの色のクランプを使用しても大丈夫です。

排液ラインのキャップが外されていて、排液タンクにしっかり固定されている。

回路の各ラインが折れ曲がらないようにセットされている。

排液タンクは倒れないように注意して置いてある。

1L、1.5Lダイアニール-Nを使用している場合、隔壁に 用クリップが付いている。

ここで システムの接続の全体像を理解します。下記のことを確認します。ポイント ポイント 接続部の確認

手順9  回路のプライミング
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最終注液に濃度や種類の違う透析液（エクストラニールなど）を使うときには、青いクラン

プの付いたラインにつないでください。青いクランプの付いたラインに間違った種類の透析

液をつないでしまうと、除水量が多くなったり少なくなったりして、除水や排液関連のアラ

ームがなる可能性があります。

警 告

もし間違った透析液を使用したり、最終バッグラインに間違った透析液をつなげていること

を発見したら、かかりつけの病院にご連絡ください。警 告

●透析液バッグをつないだ後、コネクターラインのクランプを開け忘れたままにしておくと、

コネクターラインに空気が入ったままとなり、1サイクル目の注液でお腹に空気が入る可

能性があります。空気がお腹に入ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ健康被害に

つながることがあります。

「コネクターライン接続後→」と「コネクターライン確認」が交互に出ていて、コネクタ

ーラインのクランプがまだ閉じたままであることを発見したら、すぐには接続チューブを

つながずに、クランプを開けて「再プライミング」を行ってください。再プライミングは

222ページを参照願います。

●もし、接続チューブがつながっている状態でクランプが閉じていたことに気づいたら、

お腹に液があるか確認してください。

（a）お腹に液がある場合

強制排液をしてから治療を開始してください。強制排液の手順は254ページを参照願

います。

（b）お腹に液がない場合

新しい セットと透析液バッグで始めからやり直してください。

警 告
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2.プライミング前の注意（5Lバッグ使用時の注意）

4～5cm 

引き上げる 

ツバ 

5Lバッグをヒーターにのせて使う場合、コネクターラインのツバ（下図参照）をライン保持
盤の上部から約4～5cm上まで引き上げてください。2.5L以下のバッグの場合はその必要は
ありません。

プライミング開始時、回路を システムにセットするときに、プライミングが確実に行わ

れるように以下のことに注意してください。コネクターラインから液があふれ菌混入の原因

となります。

①5Lバッグをヒーターにのせて使う場合、コネクターラインのツバ（上図参照）をライン保

持盤の上部より4～5cmくらい高い位置に引き上げてください。2.5L以下のバッグの場合

はその必要はありません。

②プライミング中はヒーターの上には透析液バッグを1つだけ置くようにしてください。

③プライミング中はヒーター上の透析液バッグに圧力の加わるような行為は行わないでくだ

さい。

④液があふれた場合は、新しいものに交換し、始めからやり直してください。

注 意
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

3. クランプを開ける

● 透析液バッグを接続したラインのクランプ
を開けます。

● 透析液バッグをつないでいないラインのク
ランプは開けないこと。

開ける 

4. 

● コネクターラインがライン保持盤の所定の場所
にセットされラインの先端がヒーター上の透析
液バッグより高い位置にあることを確かめます。

● コネクターラインのクランプを開けます。

● 開始ボタンを押します。 ● の場合、｢全ての隔壁は開通済?｣と
表示されます。

● の場合、｢プライミング中｣と表示
されます。

● 全ての隔壁が開通してあるか、もう一度確
認します。

コネクターラインのクランプが閉まってい

るとコネクターラインに液が充填されませ

ん。再プライミングを行ってください。注 意

コネクターラインの
クランプを開ける

プライミングとは回路内に透析液
を満たすことです。また、プライ
ミング中に回路の気密性の確認も
行っています。

参考
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全ての隔壁は開通済?

ダイアニールをご使用の方は「6.プライ
ミングを開始する」に進んでください。

バッグ接続後　クランプ開け→ 全ての隔壁は開通済?

の場合

5. 隔壁を確認する
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44 -1 治療の開始

● 開始ボタンを押します。 ● ｢プライミング中｣と表示され、プライミング
が自動的に始まります。約8分後、｢コネクタ
ーライン接続後→｣と｢コネクターライン確
認｣が交互に表示されます。
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プライミング中に停電等で電源が遮断された場合
停電から復帰した後で、 セットが システム内にある場合、全てのクランプを閉じて

から 開始ボタンを押して再開してください。これにより、「回路セット後→」の画面において、透
析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できなくて、自由に透析液が流れてし
まうことを防ぐことができます。制御が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる可
能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、過
注液の有無に特に注意してください。

プライミング中の電源遮断後に治療を再開する場合
① 全てのクランプを閉める
② 開始ボタンを押す
③ ｢回路セット後→｣の表示が出たら、再度 開始ボタンを押す
④ ｢バッグ接続後クランプ　開け→｣の表示が出たら、つながっているバッグのクランプを開ける
⑤ コネクターラインのクランプを開け、 開始ボタンを押す

1010

警 告

全ての隔壁は開通済?

の場合

6. プライミングを開始する

プライミング中 

「コネクターライン接続後→」と「コネクターライン確認」表示が出るまで接続チュー
ブと セットをつながないこと。確認
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

手順10   コネクターラインの接続

2. 

● コネクターラインをライン保持盤から外します。

1. コネクターラインのクランプを閉める

● ｢コネクターライン接続後→｣と｢コネクター
ライン確認｣が交互に表示されます。

閉める 

コネクターライン接続後→ 

● コネクターラインが透析液で満たされてい
ることを確認します。

● コネクターラインの白いクランプを閉めます。

コネクターラインを接続する前に、コネ

クターラインが透析液で充填されている

か確認してください。

プライミング後に、コネクターライン先端近くまで透析液
が来ていない場合はおなかのチューブを接続しないでくだ
さい。空気が残った状態で接続すると、初回排液がない場
合、空気が腹腔に入ることになります。空気が腹腔に入る
と、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ健康被害につな
がることがあります。

正しくプライミングされたか確認するためには…
□コネクターラインの白いクランプがあいていること
□コネクターラインの先端がライン保持盤に正しく取り
付けられていること

コネクターラインを接続する前に
① コネクターラインの先端近くまで透析液が充填されて

いることを確認します。
② もし、コネクターラインの先端近くまで透析液が充填

されていない場合、再プライミングを行ってください。
再プライミングの手順は本冊子222ページを参照し
てください。

警 告

コネクターライン接続後→

交互に表示されます

コネクターライン確認
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コネクターラインを
ライン保持盤から取り外す
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3. コネクターラインの
キャップを外す

● コネクターラインを持ち、指をキャップの輪
にかけ、引っ張り外します。

触れない 

● コネクターラインを持ったまま、接続チュー
ブを持ちます。

● ミニキャップを持ち回転させながら外します。

5. 

● コネクターラインと接続チューブを回転させ
ながらしっかり接続します。

触れない 

4. 接続チューブの
ミニキャップを外す

キャップなどを外したコネクターライン

の先端や接続チューブの先端に手や物な

どが触れないように注意してください。

腹膜炎の原因になるおそれがあります。

接続チューブが汚染された場合には、

以下のことをすみやかに行ってください。

①ツイストクランプが閉まっていることを
確認してください。

②キャップをしてください。
③接続チューブのチューブ部分を縛ってく
ださい。

④かかりつけの病院へ連絡し指示に従って
ください。

コネクターラインが汚染された場合に

は、新しいものと交換してください。

警 告

コネクターラインと
接続チューブの接続

清潔操作にて接続を行ってください。マスクを着用し、手洗いを確実に行ってください。
警 告

3～5までは連続した手技です。
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 44 -1 治療の開始

6. コネクターラインの
クランプを開ける

● コネクターラインの白いクランプを開けます。

開ける 開ける 

● 接続チューブのツイストクランプを図のように
持ち、ツイストクランプをひねって開けます。

● 開始ボタンを押します。
｢初回排液｣と表示され、治療が開始します。

8. 開始ボタンを押す

コネクターライン接続後→ 

初回排液 

コネクターライン接続後→ 

交互に表示 

コネクターライン確認 

7. 接続チューブの
クランプを開ける

●｢初回排液の限度｣がなし、または

少ない場合、｢初回排液限度｣の表

示が出ます。設定が正しいときは、

開始ボタンを押して治療を開始

します。

設定が正しくないときは、本冊子

245ページを参照してください。

注 意

ツイストクランプを操作する際に

は、必ずツイストクランプの水色部

分を片手で保持し、もう片方の手で

白色部分を回すようにして下さい。

注 意

水色部分
白色部分
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-2 治療の終了44
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

原則として除水量の確認は治療終了時｢治療
終了　除水量確認後→｣の表示のときに行い
ます。
治療終了時には、以下を確認しAPD記録ノ
ートに記入します。
●初回排液量
●総除水量
各サイクルごとの除水量（各サイクル
の除水量を確認することで除水の傾向

を見ることが可能です。）
●平均貯留時間
各サイクルの貯留時間（各サイクルの
貯留時間を確認することで治療内容を
知ることが可能です。）

●貯留時間の短縮・延長（貯留時間が予
定よりある程度長かったり、短かった
りした場合のみ表示されます。）

ポイント ポイント 治療終了時の確認事項

手順1  結果の確認

1. 表示を確認

● 終了時、｢治療終了　除水量確認後→｣と表
示されます。

2. 初回排液量の確認

● ボタンを押し、初回排液量を確認します。

治療終了　除水量確認後→ 

初回排液量 ： 2115P

治療終了　除水量確認後→ 

清潔操作にて切り離しを行ってくだ

さい。マスクを着用してください。
警 告

もし治療が完了できなかったり、最終注液を行わなかったり、かかりつけの病院の指示通

り治療ができなかった場合は、その旨かかりつけの病院にお知らせください。何回か治療

を行わなかったり、完了できなかったりすると、貯留時間や治療時間が短くなり、尿毒症

になることがあります。

警 告
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手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

4. 平均貯留時間の確認

● ボタンを押し、実際の平均貯留時間を確
認します。

● 各サイクルの貯留時間の確認は、 設定ボ
タンを押して行います。

● 各サイクルごとの貯留時間を確認したあと
は、 停止ボタンを押します。

総除水量 ： 894P

平均貯留時間 ： 1 ： 17　◇ 

3. 除水量の確認

● ボタンを押し、総除水量を確認します。
● 各サイクルの除水量の確認は、 設定ボタ
ンを押して行います。

● 各サイクルごとの除水量を確認したあと
は、 停止ボタンを押します。

初回排液量 ： 2115P

総除水量 ： 894P
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治療終了時の「総除水量」が少なかったりマイナスだったりした場合、最終サイクル
の排液量が不十分でお腹にたくさんの液が残っている可能性があります。「最終注液
前　排液」が「アリ」であり、「目標除水量」の設定値が期待される除水量の70％く
らいであることを確認ください。期待される除水量の70％を出すのにお困りの場合、
「 -15 タイダール総除水量と、最終注液前排液の目標除水量を決める」をご参照く
ださい。また、最終注液前排液については 章をご参照ください。77

1215

確認
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除水量 貯留時間
総除水量 平均貯留時間
2サイクル除水量：○○○P 2サイクル貯留時間：○：○○
1サイクル除水量：○○○P 1サイクル貯留時間：○：○○
｢治療終了　除水量確認後→｣ ｢治療終了　除水量確認後→｣

各サイクルごとの除水量、貯留時間を確認したあとは、 停止ボタンを押してください。
｢治療終了　除水量確認後→｣と表示されます。再度、始めから ボタンを押し次の表示に進ん
でください。
※確認の手順は覚えやすい順序で行ってください。

ポイント ポイント 各サイクルの除水量、各サイクルの貯留時間の確認方法

44 -2 治療の終了
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「病院へ連絡してください」／「排液量過剰　ABC」表示は治療中に過注液が発生した記録

があったことを示しています。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「病院へ連絡してください」／「排液量過剰　ABC」に関しての詳細は「 困ったときの

対処方法（268ページ）」をご参照ください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1010

警 告

最終サイクルの除水量がいつも多い場合、治療中に除水量がお腹にたまりやすいのかもしれ

ません。
●CCPD／IPD療法の場合、排液の限度％が低すぎるかもしれません
●タイダール療法の場合、総除水量の設定が低すぎるのかもしれません

どちらの場合でも過注液の可能性があります。これらの場合に加えて、濃度の高い透析液を

使用するような場合、さらに過注液の可能性を高めます

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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7. 

● 接続チューブのツイストクランプを図のよう
に持ち回転して閉めます。

● 回路のクランプをすべて閉めます。排液バッ
グを使用している方は排液バッグのクランプ
も閉めます。

● 接続チューブを切り離す前に 開始ボタン
をもう一度押さないでください

閉める 

6. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
● ｢クランプを閉じた後→｣と表示されます。

平均貯留時間 ： 1 ： 17　◇ 

クランプを閉じた後→ 

5. 貯留時間短縮・延長の確認

● ボタンを押し、貯留時間短縮または貯留
時間延長の確認をします。
この表示は貯留時間が予定よりある程度長かったり短かっ

たりした場合表示されます。それ以外は表示されません。

平均貯留時間：1：17　◇ 

コネクターラインと接続チ
ューブのクランプを閉める

ツイストクランプを操作する際には、
必ずツイストクランプの水色部分を
片手で保持し、もう片方の手で白色
部分を回すようにして下さい。

注 意

水色部分
白色部分

全てのクランプを閉める前に、
開始ボタンを押さないでください。
これにより、「コネクターラインと

回路外した後→」／「クランプを閉じた後
→」表示の時に、透析液バッグ同士や、患
者様の接続チューブとの液の流れが制御で
きなくて、自由に透析液が流れてしまうこ
とを防ぐことができます。制御が行われて
いない場合、落差による液の流れで過注液
となる可能性があります。過注液は腹腔内
の違和感や、深刻な健康被害、または死に
至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタン
をすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順
は「 困ったときの対処方法（254ペー
ジ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方
（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意して
ください。

1010

警 告
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手順2  コネクターラインの切り離し

3. コネクターラインを切り離す

● 左手に接続チューブを持ち、右手でコネクタ
ーラインを持ちます。
コネクターラインを回転させながら外します。

触れない 

2. 新しいミニキャップを用意する

● 新しいミニキャップの使用期限と包装の破れ
を確認します。

● 表示面を上にして開封します。
このとき、ミニキャップが転がらないように
注意してください。

1. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
｢コネクターラインと回路外した後→｣と｢クラ
ンプを閉じた後→｣が交互に表示されます。

コネクターラインと回路外した後→ コネクターラインと回路外した後→ 

コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

接続チューブの先端が手や机などに絶対触れないように注意し
てください。
腹膜炎の原因になるおそれがあります。万一接続チューブが汚
染された場合には、以下のことをすみやかに行ってください。

①ツイストクランプが閉まっていることを確認してください。
②キャップをしてください。
③接続チューブのチュ－ブ部分を縛ってください。
④かかりつけの病院へ連絡し指示に従ってください。

注 意

ミニキャップの破損やミニキャップの内側
が汚染されたなどの場合には必ず新しいも
のを使用してください。注 意

感染を防ぐため、病院で指導を受けたよう
に清潔操作で行ってください。マスクをし、
手洗いをし、乾燥（または消毒）してくだ
さい。警 告

クランプを閉じた後→

P079-102  11.6.28 1:54 PM  ページ 98



99

手動・スパイク式用［5バッグ用セット／5バッグ用 少注液量セット］の場合 4  治療の手順 

5. カセットを取り出す

● ハンドルを上げてドアを開け、カセットを
取り出します。

● 新しいミニキャップを接続チューブに回転さ
せながら取り付けます。
このときゆっくり閉めていき、強い抵抗感を
感じたところで止めます。

4. ミニキャップの装着
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すべてのクランプを閉じて切り離す前に、 開始ボタンを押さないでください。透析液バ

ッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず過注液となったり、感染の危

険性があります。
警 告
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44 -2 治療の終了

排液タンクは毎回きれいに洗
い、乾燥させて使用してくだ
さい。注 意

排液の性状（混濁の度合、沈殿物、浮遊物、色など）を確
認してから排液を捨てます。異常があるときはすみやかに
かかりつけの病院に連絡し、指示に従ってください。注 意

｢コネクターラインと回路外した後→｣の表示でドアが開かなくなりカセットが取り外せなくなっ

た場合の対応について

手順①　コネクターラインと接続チューブが切り離されていることを確認します。
手順②　図1の表示で、 停止ボタンを押します。
手順③ 開始ボタンを押します。
手順④ オクルーダーが開き、カセットが取り外しやすくなります。

確認

6. 電源を切る

● ドアを閉めます。
開始ボタンを押します。

● ｢電源を切って下さい｣と表示されます。
確認して電源を切ります。

コネクターラインと回路外した後→ 

コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

電源を切って下さい 
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コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

図1

治療終了後、使用済みの セットや透析液バッグは廃棄してください。もし再利用する

と透析液や透析液の流路を汚染する可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染される

と、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。警 告

全てのクランプを閉じる前にドアを開けないでください。全てのクランプを閉じておくこと

により、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず、自由に透

析液が流れてしまうことを防ぐことができます。液の流れの制御が行われていない場合、落

差による液の流れで過注液となる可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健

康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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手順3  治療終了時に除水量の確認ができなかった場合

3. 前回除水量の確認

● ボタンを押し、前回除水量を確認します。

2. 初回排液量の確認

● ボタンを3回押します。
｢初回排液量｣と表示されます。

● 初回排液量の確認をします。

1. 電源を入れる

● 電源を入れます。
自己診断後｢設定確認▽後　治療開始→｣と
表示されます。
｢体重：○○.○KG｣などの追加情報の表示と
なった場合、 停止ボタンを押し｢設定確認
▽後　治療開始→｣の表示にします。

設定確認▽後　治療開始→ 

上記1で ボタンを押せば、｢処方の

確認／変更◇｣、｢調整メニュー変更◇｣

のあと｢初回排液量：○○○○P｣と

表示されます。

行き過ぎてしまった場合は ボタン

を押すと前の表示に戻ります。

治療終了後に除水量を確認した場合、

｢総除水量：○○○○P｣は｢前回除

水量：○○○○P｣と表示されます。

確認

原則として除水量の確認は治療終了

時｢治療終了　除水量確認後→｣の画

面のときに行ってください。

前回の治療結果は、あらたな治療が

始まるまで記憶されています。
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設定確認▽後　治療開始→ 

初回排液量：2115P

初回排液量：2115P

前回除水量：894P◇ 
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5. 最初の表示に戻す

● 停止ボタンを押します。
｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示に戻りま
す。

4. 各サイクルの除水量確認

● 設定ボタンを押します。
各サイクルの除水量表示が新しいサイクル
の除水量から表示されます。

● ボタンを押します。
ボタンを押して行くことで、各サイクルの

除水量を確認します。

各サイクルの表示から、｢平均貯留時

間：○：○○｣、｢アラームリスト｣な

どを確認したいときには、 停止ボ

タンを押し｢設定確認▽後　治療開始

→｣の表示に戻し ボタンを押して

ください。

確認
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前回除水量：894P◇ 

3サイクル除水量：182P

1サイクル除水量：320P

設定確認▽後　治療開始→ 

3サイクル除水量：182P

2サイクル除水量：205P
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システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 

治療の手順 システムII用［システムII 5バッグ用セット 
/システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5

5 治療の手順 

5
-1 治療の開始55

手順1  治療開始の準備

●適切な場所の確保
・清潔で十分な大きさのテーブルを準備してください。
・交換場所全体が明るく照明がゆきわたっていること。
・アースが接続できるコンセントがあること。くわしくは7ページを参照してください。

●環境の整備
・清掃のゆきとどいた部屋を使用します。
・子供やペット（犬・ネコ・小鳥など）のいない部屋を使用します。
・窓やドアは風などを防ぐために必ず閉めます。
・冷暖房器具の風が交換場所に直接当たらないようにします。
・機器類は、明るく清潔で、平らな所に置いてください。また、原則として機器がご使用者と
同じ高さになるように設置してください。排液不良の出やすい方は システムを体より低
くしてください。

・透析液バッグ接続のためのテーブルを用意してください。
・治療中、透析液バッグが落ちたりしないように注意してください。

バッグ交換に適した環境作り

各
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透析液バッグは平坦な安定したところにおいてください。透析液バッグが落ちないように、
透析液バッグを重ねて置いたりしないでください。透析液が落下すると、液漏れが発生す
ることがあります。液漏れは透析液や透析液が通るところを汚染したりします。透析液や
透析液が通るところを汚染すると腹膜炎になったり、思わぬ健康被害を受けたり、死に至
ることもあります。

警 告

「接地」についてご理解いただけない場合、
または システムが正しく設置されてい
るか分からない場合、お近くの電気店にご
相談ください。不適切な使用は感電の可能
性があります。

警 告

本機器は接地して使用しなければなりません。電気的にショートが発生した場合、接地し
てあることにより電流を逃がすことができるため、感電のリスクを軽減できます。本機器
には接地線をつなげられる電源ケーブルを同梱しています。適切に「接地」されているこ
とを確認したコンセントに接続して使用してください。コンセントについてはかかりつけ
の病院または電気店にご相談ください。

警 告

壁のコンセントに電源コードが
接続できない場合、プラグを交
換したりしないでください。電
気店に連絡して、適切に接地で
きるようにご相談ください。

警 告
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55 -1 治療の開始

機器の使用温度は15℃～36℃です。この範囲になるように環境を整えてください。

また、透析液・回路も同様に同じ範囲内で使用してください。注 意

機器類を設置する

冬期はプライミング中のアラーム発生をさけるためバッグ加温器で温めた透析液バッ
グと回路をお使いください。
または治療30～60分前に機器の電源スイッチを入れ、ヒーター上に透析液バッグ
を乗せて温めておき、さらに回路はヒーターバッグの上に乗せておくことをおすす
めします。他の透析液バッグも加温器で温めてお使いください。
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透析液バッグや使い捨て回路を使用するときには、かかりつけの病院での指示通り、清潔

操作で行ってください。マスクをつけ、手洗いを十分に行い手は乾かす（または消毒する）

ようにしてください。警 告

ペットや動物が透析液バッグや器材をかむと、透析液や透析液の流路が汚染されます。透析液や

透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。こ

のようなことをさけるため、ペットや動物がいる部屋では治療を行わないでください。警 告
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システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

手順2  物品の準備

治療に必要な物品を用意する

治療に必要な物品を用意します。
1. 透析液バッグ
2. 回路
3. ミニキャップキット
4. 排液タンク
5. APD記録ノート
6. 排液確認用下敷
7. カード（ のみ）
8. 補液用スタンド

1. 透析液バッグ

2. 回路（4バッグの場合、白
のクランプがついたバッグライ
ンは２本です）

4. 排液タンク

7. カード
（ のみ）

3.ミニキャップキット
5. APD記録ノート

6. 排液確認用下敷
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8. 補液用スタンド
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55 -1 治療の開始

ミニキャップキット 

ミニキャップ 

ミニキャップキット 

ミニキャップ接続チューブ 

透析液 

ルアーコネクター 
の先端 

バッグ 
ルアーコネクター 

フランジブル 
シール 

コネクターライン 

ミニキャップキット 

ツイストクランプ 

キャップ 

バッグライン 

ツバ 
コネクターライン 
の先端 

バッグラインの 
ルアーコネクター先端 

少注液量 
セットの場合、 
色はクリーム色 

白色部分 水色部分 

必要な物品および各部の名称
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システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

手順3 システムのセットアップ

外袋内に水滴がみられることがあ

ります。必ず透析液バッグを押し

て液もれのないことを確認してく

ださい。

注 意
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1. 透析液バッグの確認

● 表示を確認する。
● 異常がないか確認する。

2. 外袋の開封

● 外袋を開封し、透析液バッグを取り出します。

ダイアニールをご使用の方は
「6.ヒーターに透析液バッグを乗せ
る」に進んでください。

透析液バッグの以下の点についてご確認願います。
●透析液が無色～微黄色の透明である
●先生の処方どおりの薬剤である
●透析液の糖濃度が正しい
●透析液の容量が正しい
●使用期限内である
●キャップと薬液注入部が正しく付いている
●液漏れがない

もし何か問題があったら、その透析液バッグは廃棄して新しい透析液バッグを使用してく

ださい。間違った透析液を使うと、不十分な透析になったり、問題がある透析液バッグを

使った場合汚染された液が注入されたりします。汚染された液が注入されると腹膜炎や健

康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。透析液バッグに何か問題があった場合

にはバクスターCAPDコールセンターか、かかりつけの病院までご連絡願います。

警 告
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3. 隔壁の確認

● 二つ折りになっている透析液バッグを広げ、
表示面を上にして机の上に置きます。

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、交互に軽く押して隔壁が開通されてい
ないかを確認します。

上室 

下室 

4. 隔壁の開通

● 透析液バッグ下室の中央を左右の手で握り、
両脇から強く絞り込みます（A）。これにより
隔壁が開通します。

※左記の方法で隔壁が開通できない場合、透
析液バッグ下室の手前を握り、上室に向かっ
て巻き込むように強く押します（B）。これに
より隔壁が開通します。

A

B
上室 

下室 
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5. 透析液の混合

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、4～5回交互に押して2液を十分に混合
します。
（隔壁の両端は開かない部分があります）
● 両手で透析液バッグを押して液もれのない
ことを確認します。

開かない 

交互に押す 

使用する全てのダイアニール-Nを1～5の
手順で確認と隔壁開通をします。

7. 電源コードをつなげる

● 電源コードを本体裏面の差し込み口に、もう
一方をコンセントに差し込みます。

6. ヒーターに透析液バッグを乗せる

● 透析液バッグは、ヒーター上の温度センサ
ーを確実に覆うように乗せてください。
表示面を上にして乗せてください。
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8. 電源を入れる

● 電源スイッチは機器の裏にあります。“Ｉ”で
電源が入り、自己診断を開始します。

9. ブザー音と表示確認

● 電源を入れたらブザー音が鳴ることを確認
してください。

● 表示の全ピクセルが明るくなった後、全て
消えることを確認してください。
（ここでのピクセルとは、表示部で光って
いる1つずつの点を意味し、文字や数字を
構成しているものです）

もし動作がおかしい場合、バクス

ターCAPDコールセンターまでお

電話ください。注 意

「病院へ連絡してください」表示と「排液量過剰」表示の画面が電源投入時に交互に出てい

る場合、昨日（前回）の治療で過注液があったことを示しています。過注液は腹腔内の違和

感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「 困った時の対処方法（269ページ）」を参照してください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困った時の対処方法（254ページ）」をご覧

ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1010

警 告
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システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

11. モード表示と「設定確認▽後 治療開始→」表示

● ｢設定確認▽後　治療開始→｣が表示される
前に、動作するモードが表示されます。（標
準モードまたは少液量モード（小児モード））

設定確認▽後　治療開始→ 体重：35.5KG

● システムの内部チェックが終わると、
｢設定確認▽後　治療開始→｣と表示されま
す。

標準モードで作動します
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9. 表示部の確認（ の場合）

をお使いの方のみの手順です。（9～10）

● 状態表示ランプが緑色に点灯していることを
確認します。

10. 追加情報の入力（ ：オプション）

● かかりつけの病院により入力指示のある項
目が表示されます。手順の詳細は本冊子55
ページの｢ -5 日常の手順｣を参照してくだ
さい。

33

体重：35.5KG

では、カードが入っている
ことを確認します。確認

この「体重：○○.○KG」表示で入力する体重と、処方入力の「患者体重：〇〇キ
ログラム」表示で入力する体重には関連性がありません。 の場合、合計で2
回体重の入力が必要な場合があります。確認
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12. 処方の確認

● ボタンを押すと｢処方の確認／変更◇｣と
表示されます。 設定ボタンを押します。

ボタンを押して処方の確認を行います。

最終注液濃度変更：ナシ 設定確認▽後　治療開始→ 

● 停止ボタンを押します。サイクル数、貯
留時間などが自動的に表示されたあと、｢設
定確認▽後　治療開始→｣の表示に戻りま
す。

ポイント ポイント 処方の変更方法

他の処方内容も入力の方法は同じです。

③ 設定ボタンを押して入力数値を確定し
ます。

① 設定ボタンを押すと表示の一部が点滅
します。

② ボタンで数値の変更を行います。

④入力が終了したら 停止ボタンを押すと
最初の表示に戻ります。
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● 開始ボタンを押します。
● の場合、｢全ての隔壁を開通した後→｣と
表示されます。

● の場合、｢回路セット後→｣と表示され
ます。

● 全ての透析液バッグの隔壁が開通してあること
を確認します。

｢標準モード｣で注液量が1000mL
以下の場合、｢少液量モードは無効｣

と表示され少液量モード（小児モード）での動
作でないことをお知らせします。 開始ボタン
を押して、次に進めてください。

ポイント ポイント 

ダイアニールをご使用の方は
「手順5.回路の準備」に進んでください。

「全ての隔壁を開通した後→｣の表示では
①全ての隔壁が開通してあることを確認
する。

までを行います。

ポイント ポイント 隔壁開通の確認（ の場合）

の場合

全ての隔壁を開通した後→回路セット後　　→ 

1. 開始ボタンを押す

設定確認▽後　治療開始→

手順4  隔壁開通の確認
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手順5  回路の準備

● 開始ボタンを押します。
｢回路セット後→｣と表示されます。

｢回路セット後→｣の表示では、
①回路の用意
② システムに回路を装着
③排液ラインの装着

までを行います。

排液採取ポートのクランプを閉めるのを忘
れがちです。数を数えながらクランプを閉
めるようにしてください。

ポイント ポイント 回路の用意

の場合

全ての隔壁を開通した後→

1. 開始ボタンを押す

設定確認▽後　治療開始→ 回路セット後→

もし回路のキャップが外れている

場合は使用しないでください。キ

ャップが外れていたり、しっかり付

いていないと、透析液や透析液の流

路が汚染される可能性があり、腹膜

炎となったり、健康被害を負ったり

死亡したりする恐れがあります。

警 告

セットを機器に装着する前
に、カセットやチューブに損傷が
ないことを確認してください。損
傷があるカセットを使用すると透
析液の流路が汚染されます。透析
液や透析液の流路が汚染されると、
腹膜炎や健康被害を負ったり死亡
したりする恐れがあります。
●カセットのやわらかい表面に傷や
穴など明らかな損傷がないか確認
してください

● セットのチューブ先端につい
ているキャップが損傷などなく、
正しく付いていることを確認して
ください。
もし損傷などがあれば、新しい
セットを使用してください。

セットのチューブには素材の
柔らかさゆえのちょっとした凹み
があることがあります。ちょっと
した凹みは外観上のもので製品の
機能に影響を与えるものではあり
ません。

警 告
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● 開始ボタンを押して治療を開始する前に、回路が システムに装着されている場合は、

必ず全てのクランプを閉めてください。
●クランプを閉めておけば、｢回路セット後→｣の表示で液の流れが発生しません。制御できな

い液が流れる場合、過注液となる可能性があります。
●過注液は腹部の不快感をもたらしたり、時には思わぬ重大な事故につながるおそれがありま

す。
●ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児など）に使用している場合

は、特にご注意ください。
●使用中に過注液が疑われるときには、｢強制排液｣を行ってください。（本冊子254ページを

参照してください）

警 告

2. 回路の用意

● 回路を袋から取り出し、すべてのクランプ
を閉めます。

● クランプの数は、5バッグ用セットでは7ヵ
所です。（4バッグ用セットでは6ヵ所です）

3. ドアを開ける

● ハンドルを上げてドアを開けます。

メンブレン ガスケットには、機
器とカセットの密着性を高める
ために小さな穴が開いています。
性能上問題はありません。

確認
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｢回路セット後　→｣の表示のときにドアを
開けたり、閉めたりを繰り返しますと安全
機構が働き、オクルーダーが隆起しドア
が閉めにくくなります。
ドアが閉めにくいときには、 停止ボタ
ンを押し、そのあと 開始ボタンを押し
ます。
オクルーダーは元の状態に戻ります。オク
ルーダーが隆起していないことを確認して
からカセットを入れ、ドアを閉めてくだ
さい。

ポイント ポイント ドアを閉める

5. ドアを閉める

● ドアを閉めてハンドルを下げます。

4. カセットを装着

● 回路のラインを束ねている青色の紙テープ
をはがします。

● 回路のカセットを所定の場所にしっかりは
め込みます。

「コネクターライン接続後→」と「コ
ネクターライン確認」が交互に出て
から、お腹のチューブをつないでく

ださい。この画面が出る前にお腹のチュー
ブをつないでしまうと、お腹に空気が入っ
てしまうことがあります。空気がお腹に入
ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わ
ぬ健康被害につながることがあります。
また、もしお腹の中に透析液が残っている
状態で空気が入ってしまうと、過注液の可
能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被
害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタン
をすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順
は「 困ったときの対処方法（254ペー
ジ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用すると
きには、過注液の有無に特に注意してくだ
さい。

1010

警 告
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7. 排液ラインのセット

● 右端の排液ラインをライン保持盤から取りキ
ャップを外します。

● 排液タンクへセットします。
● キャップをとりつけます。
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6. ライン保持盤を取り付ける

● ライン保持盤をドア上部、さらにドア中央部
のフックに引っかけてから上の方向に引っ張
り、安定させます。

排液ラインの先端と排液タンク内

の排液との間には、空気の隙間を

作ってください。隙間を作ること

により、間違って操作した場合に

排液が逆流することを防ぎます。

一度排液タンクに出た排液は汚染

されていると考えられ、操作間違

いによって発生する逆流により透

析液の流路が汚染されると、腹膜

炎や健康被害を負ったり死亡した

りする恐れがあります。

警 告
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回路セット後→ 回路確認中

8. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。

回路確認中 回路セット後→ 

●｢回路確認中｣と表示されます。（約2分間）

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

P103-120  11.6.28 1:55 PM  ページ 118



119

システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

手順6  透析液バッグの接続

2. マスク着用と手洗い

● 接続操作の前に、マスクを着用し、手洗いを
確実に行います。

1. バッグの接続

● ｢バッグ接続後クランプ開け→」と「クラン
プを開けてください」が交互に表示されま
す。

バッグ接続後クランプ　開け→ 

｢バッグ接続後クランプ 開け→｣と「クラ
ンプを開けてください」の表示では、
①使用するすべての透析液バッグとバッ
グラインの接続

②透析液を接続したラインのクランプを
開ける

③コネクターラインのクランプを開け
る

④排液バッグのクランプを開ける（排液
バッグ使用時）

のところまでを行います。

ポイント ポイント ｢バッグ接続後クランプ
開け→｣と「クランプを開
けてください」表示

このあとの操作より清潔操作が必要です。
これから清潔操作を行うという意識を常に
持つようにしてください。

ポイント ポイント マスクの着用・手洗い

透析液にへパリンなどの薬液を注入する場合

は、透析液バッグと回路を接続する前に行い

ます。

清潔操作にて接続を行ってくださ

い。マスクを着用し、手洗いを確

実に行ってください。
警 告
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3. 回路と透析液バッグの準備

● ヒーターバッグ用の透析液バッグを清潔で平
らな場所に置きます。
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4. キャップを外す

● 透析液バッグのキャップを外し、バッグルア
ーコネクターの先端が不潔にならないように
置きます。

5. 

● 赤いクランプの付いたヒーターラインをライ
ン保持盤から取り外します。

ルアーコネクターに手や机などが絶対に触れないように注意してください。腹膜炎の原因に

なるおそれがあります。汚染された場合には新しいものと交換してください。警 告

4～7までは連続した手技です。

7. 透析液バッグの接続

● 透析液バッグのルアーコネクターを持ちます。
● 回転させながら回路に接続します。

6. 回路のキャップを外す

● 回路のルアーコネクターを持ち、回路の
キャップの輪をつかみ取り外します。

● キャップを捨てます。

触れない 
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ヒーターラインを
ライン保持盤から取り外す
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透析液バッグのコネクター部や回

路のコネクター部に手や物が触れ

ないようにご注意ください。腹膜

炎の原因になるおそれがあります。

汚染された場合には新しいものと

交換してください。

警 告

フランジブルシールは3mm以上離

れていることを確認してください。
注 意

約3mm以上離す 

8. フランジブルシールを折る

● 透析液バッグのフランジブルシールを90度に
折り曲げます。

● 反対側に180度曲げてフランジブルシールを
完全に切り離します。

3mm離す 

すべてのバッグにつき、3～8の
手順を繰り返します。

確認

最終注液濃度を変更する場合（特に

エクストラニールを使用する場合）、

青いクランプの付い

たラインに最終注液

する透析液バッグを

接続します。
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手順7  透析液バッグのヒーターへの乗せ方

1. 透析液バッグのセット

● 赤いクランプのついた透析液バッグの表示
面を内側にして二つ折りにしてください。

● チューブが右側になるようにしてヒーター
の上に置き、右端まで透析液バッグをずら
してください。

2. 透析液バッグ位置の確認

● 透析液バッグのチューブ側の両端を持ち、
外側に引っ張り透析液バッグの端をトレイ
の端にそろえてください。

● 二つ折りにしていた透析液バッグをトレイ
全体に広げてください。

● 5Lバッグ以外の場合は透析液バッグをトレ
イ全体に広げ薬液注入部をくぼみに合わせ
てください。

3. 透析液バッグを広げる

5Lバッグ以外の場合 

くぼみ 

薬液注入部 

ダイアニールをご使用の方は「5.チューブをチューブガイドに入れる」に進んでください。

チューブを引っ張らないでください。
注 意
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交互に押す 

4. 

● 透析液バッグの上室･下室を交互に4～5回
押して隔壁が開通していることを再確認し、
透析液バッグをヒーターになじませてくだ
さい。

5. 

● 透析液バッグのチューブをチューブガイド
にしっかりと下まではめ込んでください。

ヒーターパネルに
なじませる

チューブをチューブガイド
に入れる

注 意

チューブは無理に引っ張らないで

ください。

透析液バッグの加温は、必ず本機

器のヒーターで行ってください。

本機器のヒーター以外のもの（電

子レンジ、ストーブ、電気毛布な

ど）で加温を行いますと、過度に

加温された透析液がお腹に注液さ

れる場合があります。

警 告

透析液バッグはヒーター上の温度

センサーを覆うように正しく置い

てください。特に小さいサイズの

透析液バッグを乗せるときには注

意してください。ただしく透析液

バッグを乗せていないと、温度が

低すぎる、または高すぎる透析液

が注液される可能性があります。

警 告
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○

● 1L、1.5Lバッグを使用しているときは、隔
壁部分に 用クリップを取り付けます。
バッグの上面のみ1枚をつまんでください。

用クリップを付ける
（1L、1.5Lバッグの場合）

2L以上のバッグでは 用クリッ
プを使用する必要はありません。

参考
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手順8  補液用スタンドの使用方法

1. スタンドの組み立て

止まるまでしっかり開き
ます。 

3“この面が一番下です”と書いて
あるシールのある面を下にして、
スタンドを開きます。 

2バンドの片方を外し
ます。 

1

“この面が一番下です”と 
書いてあるシール 

開かない 

交互に押す 

2. 隔壁開通の確認

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、交互に軽く押して隔壁が開通されてい
ることを確認します。（隔壁の両端は開かな
い部分があります）

3. 透析液バッグのセット

● 透析液バッグのチューブ側の両端を持ち、
外側に引っ張り透析液バッグの端をトレイ
の端にそろえてください。

ダイアニールをご使用の方は「手順9.回路のプライミング」に進んでください。
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4. 

● 透析液バッグを開き、上室に透析液が残ら
ないように数秒上室を立ててからスタンド
に立てかけます。

5Lバッグ以外の場合 
（1.5Lの例） 

巻き込む 

5. バンドで止める

● 上室が倒れないよう、バンドでしっかりと
めます。
このとき、バンドでバッグの端を巻き込ん
でとめてください。

※バンドでしっかり固定しないと、液が残り
少なくなった時にずり落ちてしまいます。

透析液バッグを
立てかける

1L、1.5Lバッグの場合、 用クリップ
を取り付けます。バッグの上面のみ1枚を
つまんでください。

隔壁を開通していないダイアニール-Nは、補液用スタンド上で立たないので、隔壁の開通
がなされたかわかるようになっています。参考

2.5Lバッグ以下のバッグは、補液用スタンドの上に2個乗せて使用できます。
参考

短い方 

短い方 

長い方 

長い方 

バンドのマジックテープは片方が長く、片方が短くなっ
ています。短い方を固定し、長い方を外すようにすると、
しっかりとめることができます。参考

P121-144  11.6.28 1:58 PM  ページ 127



128

55 -1 治療の開始

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

1. 接続部の確認

白クランプ 青クランプ 

排液タンクへ 

赤クランプ 赤クランプ 

赤いクランプの付いたラインが、ヒーターの上の透析液バッグに接続されている。

ダイアニール-Nの隔壁が全て開通している。

ヒーターの上の透析液バッグは、ヒーターになじんでいる。

ヒーターバッグのチューブが、チューブガイドにしっかり入っている。

赤クランプ以外のダイアニール-Nが補液用スタンドに確実に乗っている。

最終注液濃度を変更する場合、青いクランプの付いたラインが、濃度・種類の違う透析液バッグに接続されている。
最終濃度変更のない場合は赤以外どの色のクランプを使用しても大丈夫です。

排液ラインのキャップが外されていて、排液タンクにしっかり固定されている。

回路の各ラインが折れ曲がらないようにセットされている。

排液タンクは倒れないように注意して置いてある。

1L、1.5Lダイアニール-Nを使用している場合、隔壁に 用クリップが付いている。

ここで システムの接続の全体像を理解します。下記のことを確認します。ポイント ポイント 接続部の確認

手順9  回路のプライミング
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最終注液に濃度や種類の違う透析液（エクストラニールなど）を使うときには、青いクラン

プの付いたラインにつないでください。青いクランプの付いたラインに間違った種類の透析

液をつないでしまうと、除水量が多くなったり少なくなったりして、除水や排液関連のアラ

ームがなる可能性があります。

警 告

もし間違った透析液を使用したり、最終バッグラインに間違った透析液をつなげていること

を発見したら、かかりつけの病院にご連絡ください。警 告

●透析液バッグをつないだ後、コネクターラインのクランプを開け忘れたままにしておくと、

コネクターラインに空気が入ったままとなり、1サイクル目の注液でお腹に空気が入る可

能性があります。空気がお腹に入ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ健康被害に

つながることがあります。

「コネクターライン接続後→」と「コネクターライン確認」が交互に出ていて、コネクタ

ーラインのクランプがまだ閉じたままであることを発見したら、すぐには接続チューブを

つながずに、クランプを開けて「再プライミング」を行ってください。再プライミングは

222ページを参照願います。

●もし、接続チューブがつながっている状態でクランプが閉じていたことに気づいたら、お

腹に液があるか確認してください。

（a）お腹に液がある場合

強制排液をしてから治療を開始してください。強制排液の手順は254ページを参照願

います。

（b）お腹に液がない場合

新しい セットと透析液バッグで始めからやり直してください。

警 告
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2.プライミング前の注意（5Lバッグ使用時の注意）

4～5cm 

引き上げる 

ツバ 

5Lバッグをヒーターにのせて使う場合、コネクターラインのツバ（下図参照）をライン保持
盤の上部から約4～5cm上まで引き上げてください。2.5L以下のバッグの場合はその必要は
ありません。

プライミング開始時、回路を システムにセットするときに、プライミングが確実に行わ

れるように以下のことに注意してください。コネクターラインから液があふれ菌混入の原因

となります。

①5Lバッグをヒーターにのせて使う場合、コネクターラインのツバ（上図参照）をライン保

持盤の上部より4～5cmくらい高い位置に引き上げてください。2.5L以下のバッグの場合

はその必要はありません。

②プライミング中はヒーターの上には透析液バッグを1つだけ置くようにしてください。

③プライミング中はヒーター上の透析液バッグに圧力の加わるような行為は行わないでくだ

さい。

④液があふれた場合は、新しいものに交換し、始めからやり直してください。

注 意
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3. クランプを開ける

● 透析液バッグを接続したラインのクランプ
を開けます。

● 透析液バッグをつないでいないラインのク
ランプは開けないこと。

開ける 

4. 

● コネクターラインがライン保持盤の所定の場所
にセットされラインの先端がヒーター上の透析
液バッグより高い位置にあることを確かめます。

● コネクターラインのクランプを開けます。

● 開始ボタンを押します。 ● の場合、｢全ての隔壁は開通済?｣と
表示されます。

● の場合、｢プライミング中｣と表示
されます。

● 全ての隔壁が開通してあるか、もう一度確
認します。

コネクターラインのクランプが閉まってい

るとコネクターラインに液が充填されませ

ん。再プライミングを行ってください。注 意

コネクターラインの
クランプを開ける

プライミングとは回路内に透析液
を満たすことです。また、プライ
ミング中に回路の気密性の確認も
行っています。

参考

ダイアニールをご使用の方は「6.プライ
ミングを開始する」に進んでください。

全ての隔壁は開通済?

の場合

5. 隔壁を確認する

バッグ接続後　クランプ開け→ 

P121-144  11.6.28 1:58 PM  ページ 131



132

55 -1 治療の開始

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

● 開始ボタンを押します。 ● ｢プライミング中｣と表示され、プライミング
が自動的に始まります。約8分後、｢コネクタ
ーライン接続後→｣と｢コネクターライン確
認｣が交互に表示されます。

全ての隔壁は開通済?

の場合

6. プライミングを開始する

「コネクターライン接続後→」と「コネクターライン確認」表示が出るまで接続チュー
ブと セットをつながないこと。確認

プライミング中に停電等で電源が遮断された場合
停電から復帰した後で、 セットが システム内にある場合、全てのクランプを閉じて

から 開始ボタンを押して再開してください。これにより、「回路セット後→」の画面において、透
析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できなくて、自由に透析液が流れてし
まうことを防ぐことができます。制御が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる可
能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、過
注液の有無に特に注意してください。

プライミング中の電源遮断後に治療を再開する場合
① 全てのクランプを閉める
② 開始ボタンを押す

③ ｢回路セット後→｣の表示が出たら、再度 開始ボタンを押す
④ ｢バッグ接続後クランプ　開け→｣の表示が出たら、つながっているバッグのクランプを開ける
⑤ コネクターラインのクランプを開け、 開始ボタンを押す

1010

警 告

プライミング中 

P121-144  11.6.28 1:58 PM  ページ 132



133

システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

手順10   コネクターラインの接続

2. 

● コネクターラインをライン保持盤から外します。

1. コネクターラインのクランプを閉める

● ｢コネクターライン接続後→｣と｢コネクター
ライン確認｣が交互に表示されます。

閉める 

コネクターライン接続後→ 

● コネクターラインが透析液で満たされてい
ることを確認します。

● コネクターラインの白いクランプを閉めま
す。

コネクターライン接続後→

交互に表示されます

コネクターライン確認
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コネクターラインを接続する前に、コネ

クターラインが透析液で充填されている

か確認してください。

プライミング後に、コネクターライン先端近くまで透析液
が来ていない場合はおなかのチューブを接続しないでくだ
さい。空気が残った状態で接続すると、初回排液がない場
合、空気が腹腔に入ることになります。空気が腹腔に入る
と、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ健康被害につな
がることがあります。

正しくプライミングされたか確認するためには…
□コネクターラインの白いクランプがあいていること
□コネクターラインの先端がライン保持盤に正しく取り
付けられていること

コネクターラインを接続する前に
① コネクターラインの先端近くまで透析液が充填されて

いることを確認します。
② もし、コネクターラインの先端近くまで透析液が充填

されていない場合、再プライミングを行ってください。
再プライミングの手順は本冊子222ページを参照し
てください。

警 告

コネクターラインを
ライン保持盤から外す
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3. コネクターラインの
キャップを外す

● コネクターラインを持ち、指をキャップの輪
にかけ、引っ張り外します。

触れない 

● コネクターラインを持ったまま、接続チュー
ブを持ちます。

● ミニキャップを持ち回転させながら外します。

5. 

● コネクターラインと接続チューブを回転させ
ながらしっかり接続します。

触れない 

4. 接続チューブの
ミニキャップを外す

コネクターラインと接
続チューブの接続

キャップなどを外したコネクターライン

の先端や接続チューブの先端に手や物な

どが触れないように注意してください。

腹膜炎の原因になるおそれがあります。

接続チューブが汚染された場合には、

以下のことをすみやかに行ってください。

①ツイストクランプが閉まっていることを
確認してください。

②キャップをしてください。
③接続チューブのチューブ部分を縛ってく
ださい。

④かかりつけの医療機関へ連絡し指示に従
ってください。

コネクターラインが汚染された場合に

は、新しいものと交換してください。

警 告

清潔操作にて接続を行ってください。マスクを着用し、手洗いを確実に行ってください。
警 告

3～5までは連続した手技です。
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6. コネクターラインの
クランプを開ける

● コネクターラインの白いクランプを開けます。

開ける 開ける 

● 接続チューブのツイストクランプを図のように
持ち、ツイストクランプをひねって開けます。

7. 接続チューブのクランプを
開ける

●｢初回排液の限度｣がなし、または

少ない場合、｢初回排液限度｣の表

示が出ます。設定が正しいときは、

開始ボタンを押して治療を開始

します。

設定が正しくないときは、本冊子

245ページを参照してください。

注 意

ツイストクランプを操作する際に

は、必ずツイストクランプの水色部

分を片手で保持し、もう片方の手で

白色部分を回すようにして下さい。

注 意

水色部分
白色部分

8. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
｢初回排液｣と表示され、治療が開始します。

コネクタライン接続後→ 

初回排液 

コネクターライン接続後→ 

交互に表示 

コネクターライン確認 
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2. 初回排液量の確認

● ボタンを押し、初回排液量を確認します。

治療終了　除水量確認後→ 

初回排液量：2115P

136

55 -2 治療の終了

-2 治療の終了55

システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

手順1  結果の確認

1. 表示を確認

● 終了時、｢治療終了　除水量確認後→｣と表
示されます。

治療終了　除水量確認後→ 

清潔操作にて切り離しを行ってくだ

さい。マスクを着用してください。警 告

原則として除水量の確認は治療終了時｢治療
終了　除水量確認後→｣の表示のときに行い
ます。
治療終了時には、以下を確認しAPD記録ノ
ートに記入します。
●初回排液量
●総除水量
各サイクルごとの除水量（各サイクル
の除水量を確認することで除水の傾向

を見ることが可能です。）
●平均貯留時間
各サイクルの貯留時間（各サイクルの
貯留時間を確認することで治療内容を
知ることが可能です。）

●貯留時間の短縮・延長（貯留時間が予
定よりある程度長かったり、短かった
りした場合のみ表示されます。）

ポイント ポイント 治療終了時の確認事項
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もし治療が完了できなかったり、最終注液を行わなかったり、かかりつけの病院の指示通

り治療ができなかった場合は、その旨かかりつけの病院にお知らせください。何回か治療

を行わなかったり、完了できなかったりすると、貯留時間や治療時間が短くなり、尿毒症

になることがあります。

警 告
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4. 平均貯留時間の確認

● ボタンを押し、実際の平均貯留時間を確
認します。

● 各サイクルの貯留時間の確認は、 設定ボ
タンを押して行います。

● 各サイクルごとの貯留時間を確認したあと
は、 停止ボタンを押します。

総除水量 ： 894P

平均貯留時間 ： 1 ： 17　◇ 

3. 除水量の確認

● ボタンを押し、総除水量を確認します。
● 各サイクルの除水量の確認は、 設定ボタ
ンを押して行います。

● 各サイクルごとの除水量を確認したあと
は、 停止ボタンを押します。

初回排液量 ： 2115P

総除水量 ： 894P

治療終了時の「総除水量」が少なかったりマイナスだったりした場合、最終サイクル
の排液量が不十分でお腹にたくさんの液が残っている可能性があります。「最終注液
前　排液」が「アリ」であり、「目標除水量」の設定値が期待される除水量の70％く
らいであることを確認ください。期待される除水量の70％を出すのにお困りの場合、
「 -15 タイダール総除水量と、最終注液前排液の目標除水量を決める」をご参照く
ださい。また、最終注液前排液については 章をご参照ください。77

1215

確認
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「病院へ連絡してください」／「排液量過剰　ABC」表示は治療中に過注液が発生した記録

があったことを示しています。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「病院へ連絡してください」／「排液量過剰　ABC」に関しての詳細は「 困ったときの

対処方法（268ページ）」をご参照ください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1010

警 告

最終サイクルの除水量がいつも多い場合、治療中に除水量がお腹にたまりやすいのかもしれ

ません。
●CCPD／IPD療法の場合、排液の限度％が低すぎるかもしれません
●タイダール療法の場合、総除水量の設定が低すぎるのかもしれません

どちらの場合でも過注液の可能性があります。これらの場合に加えて、濃度の高い透析液を

使用するような場合、さらに過注液の可能性を高めます

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告

除水量 貯留時間
総除水量 平均貯留時間
2サイクル除水量：○○○P 2サイクル貯留時間：○：○○
1サイクル除水量：○○○P 1サイクル貯留時間：○：○○
｢治療終了　除水量確認後→｣ ｢治療終了　除水量確認後→｣

各サイクルごとの除水量、貯留時間を確認したあとは、 停止ボタンを押してください。
｢治療終了　除水量確認後→｣と表示されます。再度、始めから ボタンを押し次の表示に進ん
でください。
※確認の手順は覚えやすい順序で行ってください。

ポイント ポイント 各サイクルの除水量、各サイクルの貯留時間の確認方法
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7.

● 接続チューブのツイストクランプを図のよう
に持ち回転して閉めます。

● 回路のクランプをすべて閉めます。排液バッグを使
用している方は排液バッグのクランプも閉めます。

閉める 

6. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
● ｢クランプを閉じた後→｣と表示されます。

平均貯留時間 ： 1 ： 17　◇ 

クランプを閉じた後→ 

5. 貯留時間短縮・延長の確認

● ボタンを押し、貯留時間短縮または貯留
時間延長の確認をします。

平均貯留時間：1：17　◇ 

コネクターラインと接続チ
ューブのクランプを閉める

水色部分
白色部分

ツイストクランプを操作する際には、
必ずツイストクランプの水色部分を
片手で保持し、もう片方の手で白色
部分を回すようにして下さい。

注 意

全てのクランプを閉める前に、
開始ボタンを押さないでください。
これにより、「コネクターラインと

回路外した後→」／「クランプを閉じた後
→」表示の時に、透析液バッグ同士や、患
者様の接続チューブとの液の流れが制御で
きなくて、自由に透析液が流れてしまうこ
とを防ぐことができます。制御が行われて
いない場合、落差による液の流れで過注液
となる可能性があります。過注液は腹腔内
の違和感や、深刻な健康被害、または死に
至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタン
をすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順
は「 困ったときの対処方法（254ペー
ジ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方
（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意して
ください。

1010

警 告
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55 -2 治療の終了
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手順2  コネクターラインの切り離し

3. コネクターラインを切り離す

● 左手に接続チューブを持ち、右手でコネクタ
ーラインを持ちます。
コネクターラインを回転させながら外します。

触れない 

2. 新しいミニキャップを用意する

● 新しいミニキャップの使用期限と包装の破れ
を確認します。

● 表示面を上にして開封します。
このとき、ミニキャップが転がらないように
注意してください。

1. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
｢コネクターラインと回路外した後→｣と｢クラ
ンプを閉じた後→｣が交互に表示されます。

コネクターラインと回路外した後→ コネクターラインと回路外した後→ クランプを閉じた後→

感染を防ぐため、病院で指導を受けたよう
に清潔操作で行ってください。マスクをし、
手洗いをし、乾燥（または消毒）してくだ
さい。警 告

接続チューブの先端が手や机などに絶対触れないように注意し
てください。
腹膜炎の原因になるおそれがあります。万一接続チューブが汚
染された場合には、以下のことをすみやかに行ってください。

①ツイストクランプが閉まっていることを確認してください。
②キャップをしてください。
③接続チューブのチュ－ブ部分を縛ってください。
④かかりつけの病院へ連絡し指示に従ってください。

注 意

ミニキャップの破損やミニキャップの内側
が汚染されたなどの場合には必ず新しいも
のを使用してください。注 意
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システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

5. カセットを取り出す

● ハンドルを上げてドアを開け、カセットを
取り出します。

● 新しいミニキャップを接続チューブに回転さ
せながら取り付けます。
このときゆっくり閉めていき、強い抵抗感を
感じたところで止めます。

4. ミニキャップの装着
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すべてのクランプを閉じて切り離す前に、 開始ボタンを押さないでください。透析液バ

ッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず過注液となったり、感染の危

険性があります。
警 告
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6. 電源を切る

● ドアを閉めます。
開始ボタンを押します。

● ｢電源を切って下さい｣と表示されます。
確認して電源を切ります。

コネクターラインと回路外した後→ 

コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

電源を切って下さい 
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55 -2 治療の終了
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排液タンクは毎回きれいに洗
い、乾燥させて使用してくだ
さい。注 意

排液の性状（混濁の度合、沈殿物、浮遊物、色など）を確
認してから排液を捨てます。異常があるときはすみやかに
かかりつけの病院に連絡し、指示に従ってください。注 意

｢コネクターラインと回路外した後→｣の表示でドアが開かなくなりカセットが取り外せなくなっ

た場合の対応について

手順①　コネクターラインと接続チューブが切り離されていることを確認します。
手順②　図1の表示で、 停止ボタンを押します。
手順③ 開始ボタンを押します。
手順④ オクルーダーが開き、カセットが取り外しやすくなります。

確認
コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

図1

治療終了後、使用済みの セットや透析液バッグは廃棄してください。もし再利用する

と透析液や透析液の流路を汚染する可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染される

と、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。警 告

全てのクランプを閉じる前にドアを開けないでください。全てのクランプを閉じておくこと

により、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず、自由に透

析液が流れてしまうことを防ぐことができます。液の流れの制御が行われていない場合、落

差による液の流れで過注液となる可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健

康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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システムII用［システムII 5バッグ用セット／システムII 4バッグ用 少注液量セット］の場合 5 治療の手順 

手順3  治療終了時に除水量の確認ができなかった場合

3. 前回除水量の確認

● ボタンを押し、前回除水量を確認します。

2. 初回排液量の確認

● ボタンを3回押します。
｢初回排液量｣と表示されます。

● 初回排液量の確認をします。

1. 電源を入れる

● 電源を入れます。
自己診断後｢設定確認▽後　治療開始→｣と
表示されます。
｢体重：○○.○KG｣などの追加情報の表示と
なった場合、 停止ボタンを押し｢設定確認
▽後　治療開始→｣の表示にします。

設定確認▽後　治療開始→ 

上記1で ボタンを押せば、｢処方の

確認／変更◇｣、｢調整メニュー変更◇｣

のあと｢初回排液量：○○○○P｣と

表示されます。

行き過ぎてしまった場合は ボタン

を押すと前の表示に戻ります。

治療終了後に除水量を確認した場合、

｢総除水量：○○○○P｣は｢前回除

水量：○○○○P｣と表示されます。

確認

原則として除水量の確認は治療終了

時｢治療終了　除水量確認後→｣の画

面のときに行ってください。

前回の治療結果は、あらたな治療が

始まるまで記憶されています。
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設定確認▽後　治療開始→ 

初回排液量：2115P

初回排液量：2115P

前回除水量：894P◇ 
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55 -2 治療の終了

5. 最初の表示に戻す

● 停止ボタンを押します。
｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示に戻りま
す。

4. 各サイクルの除水量確認

● 設定ボタンを押します。
各サイクルの除水量表示が新しいサイクル
の除水量から表示されます。

● ボタンを押します。
ボタンを押して行くことで、各サイクルの

除水量を確認します。

各サイクルの表示から、｢平均貯留時

間：○：○○｣、｢アラームリスト｣な

どを確認したいときには、 停止ボ

タンを押し｢設定確認▽後　治療開始

→｣の表示に戻し ボタンを押して

ください。
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前回除水量：894P◇ 

3サイクル除水量：182P

1サイクル除水量：320P

設定確認▽後　治療開始→ 

3サイクル除水量：182P

2サイクル除水量：205P
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治療の手順 
6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

                   用［UVフラッシュ 5バッグ用セット 
／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 66

-1 治療の開始66

●適切な場所の確保
・清潔で十分な大きさのテーブルを準備してください。
・交換場所全体が明るく照明がゆきわたっていること。
・アースが接続できるコンセントがあること。くわしくは7ページを参照してください。

●環境の整備
・清掃のゆきとどいた部屋を使用します。
・子供やペット（犬・ネコ・小鳥など）のいない部屋を使用します。
・窓やドアは風などを防ぐために必ず閉めます。
・冷暖房器具の風が交換場所に直接当たらないようにします。
・機器類は、明るく清潔で、平らな所に置いてください。また、原則として機器がご使用者と
同じ高さになるように設置してください。排液不良の出やすい方は システムを体より低
くしてください。

・透析液バッグ接続のためのテーブルを用意してください。
・治療中、透析液バッグが落ちたりしないように注意してください。

バッグ交換に適した環境作り

手順1 治療開始の準備
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透析液バッグは平坦な安定したところにおいてください。透析液バッグが落ちないように、
透析液バッグを重ねて置いたりしないでください。透析液が落下すると、液漏れが発生す
ることがあります。液漏れは透析液や透析液が通るところを汚染したりします。透析液や
透析液が通るところを汚染すると腹膜炎になったり、思わぬ健康被害を受けたり、死に至
ることもあります。

警 告

「接地」についてご理解いただけない場合、
または システムが正しく設置されてい
るか分からない場合、お近くの電気店にご
相談ください。不適切な使用は感電の可能
性があります。

警 告

壁のコンセントに電源コードが
接続できない場合、プラグを交
換したりしないでください。電
気店に連絡して、適切に接地で
きるようにご相談ください。

警 告

本機器は接地して使用しなければなりません。電気的にショートが発生した場合、接地し
てあることにより電流を逃がすことができるため、感電のリスクを軽減できます。本機器
には接地線をつなげられる電源ケーブルを同梱しています。適切に「接地」されているこ
とを確認したコンセントに接続して使用してください。コンセントについてはかかりつけ
の病院または電気店にご相談ください。

警 告
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66 -1 治療の開始

機器類を設置する

冬期はプライミング中のアラーム発生をさけるためバッグ加温器で温めた透析液バ
ッグと回路をお使いください。
または治療30～60分前に機器の電源スイッチを入れ、ヒーター上に透析液バッグ
を乗せて温めておき、さらに回路はヒーターバッグの上に乗せておくことをおすす
めします。他の透析液バッグも加温器で温めてお使いください。

確認

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

透析液バッグや使い捨て回路を使用するときには、かかりつけの病院での指示通り、清潔

操作で行ってください。マスクをつけ、手洗いを十分に行い手は乾かす（または消毒する）

ようにしてください。警 告

機器の使用温度は15℃～36℃です。この範囲になるように環境を整えてください。

また、透析液・回路も同様に同じ範囲内で使用してください。注 意

ペットや動物が透析液バッグや器材をかむと、透析液や透析液の流路が汚染されます。透析液や

透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。こ

のようなことをさけるため、ペットや動物がいる部屋では治療を行わないでください。警 告
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

治療に必要な物品を用意する

-1 治療の開始66

3. 透析液バッグ

2. 回路

※4バッグの場合白いクランプのついたバッグラインは
2本です。

5. 排液タンク

8. カード
（ のみ）

4. UVフラッシュ
ディスコネクトキット

6. APD記録ノート 7. 排液確認用下敷

治療に必要な物品を用意します。
1. 
2. 回路
3. 透析液バッグ
4. UVフラッシュ ディスコネクトキット

5. 排液タンク
6. APD記録ノート
7. 排液確認用下敷
8. カード（ のみ）

9. 補液用スタンド

CAPD UVフラッシュセット 

UVフラッシュ ディスコネクトキット 
自己連続携行式腹膜灌流液交換セット 

輸入販売元 

バクスター株式会社 

1. 

手順2 物品の準備

UVフラッシュ
コネクターカバー
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9. 補液用スタンド
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キャップ 

テープ 

マスク 

UVフラッシュ ディスコネクトキット 

UVフラッシュ 
ディスコネクト接続チューブ 

UVフラッシュ コネクター 
（UVフラッシュ ディスコネクト接続チューブが 
コネクターラインに接続された図） 

ツバ 

スパイク 

コネクターライン 
の先端 

コネクターライン 

バッグライン 

スパイク先端部 

スパイクポート部 

キャップ 

コネクターライン 

ツイストクランプ 

UVフラッシュ コネクターカバー 
（以下コネクターカバーと略す） 

透析液 

コネクターラインの先端の形状は4バッグ用と 
5バッグ用で異なっています。 

CAPD UVフラッシュセット 

UVフラッシュ ディスコネクトキット 
自己連続携行式腹膜灌流液交換セット 

輸入販売元 

バクスター株式会社 

白色部分 

白色部分 
緑色部分 

必要な物品および各部の名称
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 
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1. 透析液バッグの確認

● 表示を確認する。
● 異常がないか確認する。

2. 外袋の開封

● 外袋を開封し、透析液バッグを取り出します。

ダイアニールをご使用の方は
「6.ヒーターに透析液バッグを乗せ
る」に進んでください。

透析液バッグの以下の点についてご確認願います。
●透析液が無色～微黄色の透明である
●先生の処方どおりの薬剤である
●透析液の糖濃度が正しい
●透析液の容量が正しい
●使用期限内である
●キャップと薬液注入部が正しく付いている
●液漏れがない

もし何か問題があったら、その透析液バッグは廃棄して新しい透析液バッグを使用してく

ださい。間違った透析液を使うと、不十分な透析になったり、問題がある透析液バッグを

使った場合汚染された液が注入されたりします。汚染された液が注入されると腹膜炎や健

康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。透析液バッグに何か問題があった場合

にはバクスターCAPDコールセンターか、かかりつけの病院までご連絡願います。

警 告

外袋内に水滴がみられることがあ

ります。必ず透析液バッグを押し

て液もれのないことを確認してく

ださい。

注 意
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3. 隔壁の確認

● 二つ折りになっている透析液バッグを広げ、
表示面を上にして机の上に置きます。

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、交互に軽く押して隔壁が開通されてい
ないかを確認します。

上室 

下室 

4. 隔壁の開通

● 透析液バッグ下室の中央を左右の手で握り、
両脇から強く絞り込みます（A）。これにより
隔壁が開通します。

※左記の方法で隔壁が開通できない場合、透
析液バッグ下室の手前を握り、上室に向かっ
て巻き込むように強く押します（B）。これに
より隔壁が開通します。

A

B
上室 

下室 
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 
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5. 透析液の混合

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、4～5回交互に押して2液を十分に混合
します。
（隔壁の両端は開かない部分があります）
● 両手で透析液バッグを押して液もれのない
ことを確認します。

開かない 

交互に押す 使用する全てのダイアニール-Nを1～5の
手順で確認と隔壁開通をします。

7. 電源コードをつなげる

● 電源コードを本体裏面の差し込み口に、もう
一方をコンセントに差し込みます。

6. ヒーターに透析液バッグを乗せる

● 透析液バッグは、ヒーター上の温度センサ
ーを確実に覆うように乗せてください。
表示面を上にして乗せてください。
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8. 電源を入れる

● 電源スイッチは機器の裏にあります。“Ｉ”で
電源が入り、自己診断を開始します。

9. ブザー音と表示確認

● 電源を入れたらブザー音が鳴ることを確認
してください。

● 表示の全ピクセルが明るくなった後、全て
消えることを確認してください。
（ここでのピクセルとは、表示部で光って
いる1つずつの点を意味し、文字や数字を
構成しているものです）

もし動作がおかしい場合、バクス

ターCAPDコールセンターまでお

電話ください。注 意

「病院へ連絡してください」表示と「排液量過剰」表示の画面が電源投入時に交互に出てい

る場合、昨日（前回）の治療で過注液があったことを示しています。過注液は腹腔内の違和

感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「 困った時の対処方法（269ページ）」を参照してください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困った時の対処方法（254ページ）」をご覧

ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1010

警 告
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

11. モード表示と「設定確認▽後 治療開始→」表示

● ｢設定確認▽後　治療開始→｣が表示される
前に、動作するモードが表示されます。（標
準モードまたは少液量モード（小児モード））

設定確認▽後　治療開始→ 体重：35.5KG

● システムの内部チェックが終わると、
｢設定確認▽後　治療開始→｣と表示されま
す。

標準モードで作動します
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9. 表示部の確認（ の場合）

をお使いの方のみの手順です。（9～10）

● 状態表示ランプが緑色に点灯していることを
確認します。

10. 追加情報の入力（ ：オプション）

● かかりつけの病院により入力指示のある項
目が表示されます。手順の詳細は本冊子55
ページの｢ -5 日常の手順｣を参照してくだ
さい。

33

体重：35.5 KG

では、カードが入っている
ことを確認します。確認

この「体重：○○.○KG」表示で入力する体重と、処方入力の「患者体重：〇〇キ
ログラム」表示で入力する体重には関連性がありません。 の場合、合計で2
回体重の入力が必要な場合があります。確認
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66 -1 治療の開始
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12. 処方の確認

● ボタンを押すと｢処方の確認／変更◇｣と
表示されます。 設定ボタンを押します。

ボタンを押して処方の確認を行います。

最終注液濃度変更：ナシ 設定確認▽後　治療開始→ 

● 停止ボタンを押します。サイクル数、貯
留時間などが自動的に表示されたあと、
｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示に戻り
ます。

ポイント ポイント 処方の変更方法

他の処方内容も入力の方法は同じです。

③ 設定ボタンを押して入力数値を確定し
ます。

① 設定ボタンを押すと表示の一部が点滅
します。

総注液量：200P

② ボタンで数値の変更を行います。

総注液量：200P

総注液量：8000P

④入力が終了したら 停止ボタンを押すと
最初の表示に戻ります。

総注液量：8000P
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

手順4  隔壁開通の確認
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● 開始ボタンを押します。
● の場合、｢全ての隔壁を開通した後→｣と
表示されます。

● の場合、｢回路セット後→｣と表示され
ます。

● 全ての透析液バッグの隔壁が開通してあること
を確認します。

｢標準モード｣で注液量が1000mL
以下の場合、｢少液量モードは無効｣

と表示され少液量モード（小児モード）での動
作でないことをお知らせします。 開始ボタン
を押して、次に進めてください。

ポイント ポイント 

設定確認▽後　治療開始→

ダイアニールをご使用の方は
「手順5.回路の準備」に進んでください。

「全ての隔壁を開通した後→｣の表示では
①全ての隔壁が開通してあることを確認
する。

までを行います。

ポイント ポイント 隔壁開通の確認（ の場合）

の場合

全ての隔壁を開通した後→回路セット後　　→ 

1. 開始ボタンを押す

設定確認▽後　治療開始→
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手順5  回路の準備

｢回路セット後→｣の表示では、
①回路の用意
② システムに回路を装着
③排液ラインの装着

までを行います。

排液採取ポートのクランプを閉めるのを忘
れがちです。数を数えながらクランプを閉
めるようにしてください。

ポイント ポイント 回路の用意

● 開始ボタンを押します。
｢回路セット後→｣と表示されます。

の場合

全ての隔壁を開通した後→

1. 開始ボタンを押す

設定確認▽後　治療開始→ 回路セット後→

もし回路のキャップが外れている

場合は使用しないでください。キ

ャップが外れていたり、しっかり付

いていないと、透析液や透析液の流

路が汚染される可能性があり、腹膜

炎となったり、健康被害を負ったり

死亡したりする恐れがあります。

警 告

セットを機器に装着する前
に、カセットやチューブに損傷が
ないことを確認してください。損
傷があるカセットを使用すると透
析液の流路が汚染されます。透析
液や透析液の流路が汚染されると、
腹膜炎や健康被害を負ったり死亡
したりする恐れがあります。
●カセットのやわらかい表面に傷や
穴など明らかな損傷がないか確認
してください

● セットのチューブ先端につい
ているキャップが損傷などなく、
正しく付いていることを確認して
ください。
もし損傷などがあれば、新しい
セットを使用してください。

セットのチューブには素材の
柔らかさゆえのちょっとした凹み
があることがあります。ちょっと
した凹みは外観上のもので製品の
機能に影響を与えるものではあり
ません。

警 告
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● 開始ボタンを押して治療を開始する前に、回路が システムに装着されている場合は、

必ず全てのクランプを閉めてください。
●クランプを閉めておけば、｢回路セット後→｣の表示で液の流れが発生しません。制御できな

い液が流れる場合、過注液となる可能性があります。
●過注液は腹部の不快感をもたらしたり、時には思わぬ重大な事故につながるおそれがありま

す。
●ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児など）に使用している場合

は、特にご注意ください。
●使用中に過注液が疑われるときには、｢強制排液｣を行ってください。（本冊子254ページを

参照してください）

警 告

2. 回路の用意

● 回路を袋から取り出し、すべてのクランプを
閉めます。
クランプの数は、5バッグ用セットでは7ヵ所、
4バッグ用では6ヵ所です。

3. ドアを開ける

● ハンドルを上げてドアを開けます。

メンブレン ガスケットには、機
器とカセットの密着性を高める
ために小さな穴が開いています。
性能上問題はありません。

確認
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｢回路セット後　→｣の表示のときにドアを
開けたり、閉めたりを繰り返しますと安全
機構が働き、オクルーダーが隆起しドア
が閉めにくくなります。
ドアが閉めにくいときには、 停止ボタ
ンを押し、そのあと 開始ボタンを押し
ます。
オクルーダーは元の状態に戻ります。オク
ルーダーが隆起していないことを確認して
からカセットを入れ、ドアを閉めてくだ
さい。

ポイント ポイント ドアを閉める

5. ドアを閉める

● ドアを閉めてハンドルを下げます。

4. カセットを装着

● 回路のラインを束ねている青色の紙テープ
をはがします。

● 回路のカセットを所定の場所にしっかりは
め込みます。

「コネクターライン接続後→」と「コ
ネクターライン確認」が交互に出て
から、お腹のチューブをつないでく

ださい。この画面が出る前にお腹のチュー
ブをつないでしまうと、お腹に空気が入っ
てしまうことがあります。空気がお腹に入
ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わ
ぬ健康被害につながることがあります。
また、もしお腹の中に透析液が残っている
状態で空気が入ってしまうと、過注液の可
能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被
害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタン
をすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順
は「 困ったときの対処方法（254ペー
ジ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用すると
きには、過注液の有無に特に注意してくだ
さい。

1010

警 告

P145-184  11.6.28 1:59 PM  ページ 158



159

6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

7. 排液ラインのセット

● 右端の排液ラインをライン保持盤から取りキ
ャップを外します。

● 排液タンクへセットします。
● キャップをとりつけます。
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6. ライン保持盤を取り付ける

● ライン保持盤をドア上部、さらにドア中央部
のフックに引っかけてから上の方向に引っ張
り、安定させます。

排液ラインの先端と排液タンク内

の排液との間には、空気の隙間を

作ってください。隙間を作ること

により、間違って操作した場合に

排液が逆流することを防ぎます。

一度排液タンクに出た排液は汚染

されていると考えられ、操作間違

いによって発生する逆流により透

析液の流路が汚染されると、腹膜

炎や健康被害を負ったり死亡した

りする恐れがあります。

警 告
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8. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。

バッグ接続後クランプ　開け→ 回路確認中 

●｢回路確認中｣と表示されます。（約2分間）

回路セット後→ 回路確認中
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161

手順6  透析液バッグの接続

2. マスク着用と手洗い

● 接続操作の前に、マスクを着用し、手洗いを
確実に行います。

1. バッグの接続

● ｢バッグ接続後クランプ開け→」と「クラン
プを開けてください」が交互に表示されま
す。

バッグ接続後クランプ　開け→ 

｢バッグ接続後クランプ 開け→｣と「クラ
ンプを開けてください」の表示では、
①使用するすべての透析液バッグとバッ
グラインの接続

②透析液を接続したラインのクランプを
開ける

③コネクターラインのクランプを開け
る

④排液バッグのクランプを開ける（排液
バッグ使用時）

のところまでを行います。

ポイント ポイント ｢バッグ接続後クランプ
開け→｣と「クランプを開
けてください」表示

このあとの操作より清潔操作が必要です。
これから清潔操作を行うという意識を常に
持つようにしてください。

ポイント ポイント マスクの着用・手洗い

透析液にへパリンなどの薬液を注入する場合

は、透析液バッグと回路を接続する前に行い

ます。

清潔操作にて接続を行ってくださ

い。マスクを着用し、手洗いを確

実に行ってください。
警 告
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3. 電源を入れる

● のフタが閉まっていることを
確認し、電源スイッチを約１秒間押します。

手動操作レバーロックが正しい位

置にあることを確認してください。
注 意

正しい位置 間違った位置

4. フタを開ける

● フタボタンを押してフタを右へすべらせ、止まる
までゆっくり開けます。
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● 赤いクランプの付いたヒーターラインをライ
ン保持盤から取り外します。

5. 6. ヒーターラインの装着

● ヒーターラインのスパイク部分を接続チュー
ブ固定具に装着し、ヒーターラインを指で上
からカチッと音がするまで確実に押します。

● ヒーターラインのチューブをチューブガイドに
通します。

フタが開いている状態で、フタの右

端を押さえつけないでください。
注 意

内部に異物が入った場合には異物

を取り除いてください。

極端に変形している器材は使用し

ないでください。

注 意
フタの裏側が高温になるため、手

を触れないでください。
注 意

ヒーターラインが浮かないように、

しっかり接続チューブ固定具に装

着してください。

装着するときは、反射板に手を触

れないようにしてください。

注 意

透析液バッグのスパイクポート部

に手や物が触れないように注意し

てください。腹膜炎の原因になる

おそれがあります。

汚染された場合には新しいものと

交換してください。

注 意
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ヒーターラインを
ライン保持盤から取り外す
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7. 透析液バッグを装着する

● 右溝に透析液バッグのスパイクポート部を装
着します。

● 白色キャップを外します。

接続中です 
接続完了 
です 

照射中です 
切離し中 

です 
交換を開始 

します 

8. フタを閉める

● フタの右側部分に手を置き左へすべらせて
から、すべり止め部分に手を置き下に押し
ながらゆっくり閉める。

● カチッと音がするまで押して閉めてくださ
い。自動的に切り離し操作、紫外線照射、
接続操作を行います。

66 -1 治療の開始
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紫外線照射中は、照射部に目を近

づけ光を見つめないでください。

器材の切り離し、接続時にはチュ

ーブが動きます。チューブに触れ

たり、体を無理に動かしたりしな

いでください。

注 意

・フタがしっかり閉まっていること

を確認してください。

・器材が正しくセットされていない

ときには、フタが閉められません。

・フタが閉まりにくいときは無理に

閉めないでください。右側の器材

のキャップが外れていない可能性

がありますので、確認してくださ

い。

注 意

開いている状態 しっかり閉まっている状態

左溝、接続チューブ固定具、チ
ューブガイドの3ヵ所にヒータ
ーラインが確実に入っているこ
とを確認してください。

確認

自動接続中の表示
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

9. 保護キャップを取り出す

● フタボタンを押してフタをゆっくり開けま
す。

● 左溝に残っている保護キャップを取り出しま
す。

10. ラインを取り出す

● 取り出しボタンを押し、スパイクを接続チュ
ーブ固定具から取り出します。

11. 電源を切る

● フタを閉めます。
● 電源スイッチを約1秒間押して電源を切ります。

使用するすべての透析液バッグ
に5～10の操作を繰り返します。

確認

最終注液濃度を変更する場合（特
にエクストラニールを使用する場

合）、青いクラ
ンプの付いたラ
インに最終注液
する透析液バッ
グを接続しま
す。
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手順7  透析液バッグのヒーターへの乗せ方

1. 透析液バッグのセット

● 赤いクランプのついた透析液バッグの表示
面を内側にして二つ折りにしてください。

● チューブが右側になるようにしてヒーター
の上に置き、右端まで透析液バッグをずら
してください。

2. 透析液バッグ位置の確認

● 透析液バッグのチューブ側の両端を持ち、
外側に引っ張り透析液バッグの端をトレイ
の端にそろえてください。

● 二つ折りにしていた透析液バッグをトレイ
全体に広げてください。

● 5Lバッグ以外の場合は透析液バッグをトレ
イ全体に広げ薬液注入部をくぼみに合わせ
てください。

3. 透析液バッグを広げる

5Lバッグ以外の場合 

くぼみ 

薬液注入部 

ダイアニールをご使用の方は「5.チューブをチューブガイドに入れる」に進んでください。

チューブを引っ張らないでください。
注 意
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交互に押す 

4. 

● 透析液バッグの上室･下室を交互に4～5回
押して隔壁が開通していることを再確認し、
透析液バッグをヒーターになじませてくだ
さい。

5. 

● 透析液バッグのチューブをチューブガイド
にしっかりと下まではめ込んでください。

ヒーターパネルに
なじませる

チューブをチューブガイド
に入れる

注 意

チューブは無理に引っ張らないで

ください。

透析液バッグの加温は、必ず本機

器のヒーターで行ってください。

本機器のヒーター以外のもの（電

子レンジ、ストーブ、電気毛布な

ど）で加温を行いますと、過度に

加温された透析液がお腹に注液さ

れる場合があります。

警 告

透析液バッグはヒーター上の温度

センサーを覆うように正しく置い

てください。特に小さいサイズの

透析液バッグを乗せるときには注

意してください。ただしく透析液

バッグを乗せていないと、温度が

低すぎる、または高すぎる透析液

が注液される可能性があります。

警 告
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○

● 1L、1.5Lバッグを使用しているときは、隔
壁部分に 用クリップを取り付けます。
バッグの上面のみ1枚をつまんでください。

用クリップを付ける
（1L、1.5Lバッグの場合）

2L以上のバッグでは 用クリッ
プを使用する必要はありません。

参考
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手順8  補液用スタンドの使用方法

1. スタンドの組み立て

止まるまでしっかり開き
ます。 

3“この面が一番下です”と書いて
あるシールのある面を下にして、
スタンドを開きます。 

2バンドの片方を外し
ます。 

1

“この面が一番下です”と 
書いてあるシール 

開かない 

交互に押す 

2. 隔壁開通の確認

● 透析液バッグの上室・下室に左右の手を置
き、交互に軽く押して隔壁が開通されてい
ることを確認します。（隔壁の両端は開かな
い部分があります）

3. 透析液バッグのセット

● 透析液バッグのチューブ側の両端を持ち、
外側に引っ張り透析液バッグの端をトレイ
の端にそろえてください。

ダイアニールをご使用の方は「手順9.回路のプライミング」に進んでください。

P145-184  11.6.28 1:59 PM  ページ 169



170

66 -1 治療の開始

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

4. 

● 透析液バッグを開き、上室に透析液が残ら
ないように数秒上室を立ててからスタンド
に立てかけます。

5Lバッグ以外の場合 
（1.5Lの例） 

巻き込む 

5. バンドで止める

● 上室が倒れないよう、バンドでしっかりと
めます。
このとき、バンドでバッグの端を巻き込ん
でとめてください。

※バンドでしっかり固定しないと、液が残り
少なくなった時にずり落ちてしまいます。

透析液バッグを
立てかける

1L、1.5Lバッグの場合、 用クリップ
を取り付けます。バッグの上面のみ1枚を
つまんでください。

隔壁を開通していないダイアニール-Nは、補液用スタンド上で立たないので、隔壁の開通
がなされたかわかるようになっています。参考

2.5Lバッグ以下のバッグは、補液用スタンドの上に2個乗せて使用できます。
参考

短い方 

短い方 

長い方 

長い方 

バンドのマジックテープは片方が長く、片方が短くなっ
ています。短い方を固定し、長い方を外すようにすると、
しっかりとめることができます。参考
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1. 接続部の確認

白クランプ 
青クランプ 青クランプ 

赤クランプ 赤クランプ 

排液タンクへ 

赤いクランプの付いたラインが、ヒーターの上の透析液バッグに接続されている。

ダイアニール-Nの隔壁が全て開通している。

ヒーターの上の透析液バッグは、ヒーターになじんでいる。

ヒーターバッグのチューブが、チューブガイドにしっかり入っている。

赤クランプ以外のダイアニール-Nが補液用スタンドに確実に乗っている。

最終注液濃度を変更する場合、青いクランプの付いたラインが、濃度・種類の違う透析液バッグに接続されている。
最終濃度変更のない場合は赤以外どの色のクランプを使用しても大丈夫です。

排液ラインのキャップが外されていて、排液タンクにしっかり固定されている。

回路の各ラインが折れ曲がらないようにセットされている。

排液タンクは倒れないように注意して置いてある。

1L、1.5Lダイアニール-Nを使用している場合、隔壁に 用クリップが付いている。

ここで システムの接続の全体像を理解します。下記のことを確認します。ポイント ポイント 接続部の確認

手順9  回路のプライミング
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最終注液に濃度や種類の違う透析液（エクストラニールなど）を使うときには、青いクラン

プの付いたラインにつないでください。青いクランプの付いたラインに間違った種類の透析

液をつないでしまうと、除水量が多くなったり少なくなったりして、除水や排液関連のアラ

ームがなる可能性があります。

警 告

もし間違った透析液を使用したり、最終バッグラインに間違った透析液をつなげていること

を発見したら、かかりつけの病院にご連絡ください。警 告

●透析液バッグをつないだ後、コネクターラインのクランプを開け忘れたままにしておくと、

コネクターラインに空気が入ったままとなり、1サイクル目の注液でお腹に空気が入る可

能性があります。空気がお腹に入ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ健康被害に

つながることがあります。

「コネクターライン接続後→」と「コネクターライン確認」が交互に出ていて、コネクタ

ーラインのクランプがまだ閉じたままであることを発見したら、すぐには接続チューブを

つながずに、クランプを開けて「再プライミング」を行ってください。再プライミングは

222ページを参照願います。

●もし、接続チューブがつながっている状態でクランプが閉じていたことに気づいたら、

お腹に液があるか確認してください。

（a）お腹に液がある場合

強制排液をしてから治療を開始してください。強制排液の手順は254ページを参照願

います。

（b）お腹に液がない場合

新しい セットと透析液バッグで始めからやり直してください。

警 告
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2.プライミング前の注意（5Lバッグ使用時の注意）

4～5cm 

引き上げる 

ツバ 

5Lバッグをヒーターにのせて使う場合、コネクターラインのツバ（下図参照）をライン保持
盤の上部から約4～5cm上まで引き上げてください。2.5L以下のバッグの場合はその必要は
ありません。

プライミング開始時、回路を システムにセットするときに、プライミングが確実に行わ

れるように以下のことに注意してください。コネクターラインから液があふれ菌混入の原因

となります。

①5Lバッグをヒーターに乗せて使う場合、コネクターラインのツバ（上図参照）をライン保

持盤の上部より4～5cmくらい高い位置に引き上げてください。2.5L以下のバッグの場合

はその必要はありません。

②プライミング中はヒーターの上には透析液バッグを1つだけ置くようにしてください。

③プライミング中はヒーター上の透析液バッグに圧力の加わるような行為は行わないでくだ

さい。

④液があふれた場合は、新しいものに交換し、始めからやり直してください。

注 意
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3. クランプを開ける

● 透析液バッグを接続したラインのクランプ
を開けます。

● 透析液バッグをつないでいないラインのク
ランプは開けないこと。

4. 

● コネクターラインがライン保持盤の所定の場所
にセットされラインの先端がヒーター上の透析
液バッグより高い位置にあることを確かめます。

● コネクターラインのクランプを開けます。

コネクターラインの
クランプを開ける

開ける 

コネクターラインのクランプが閉まってい

るとコネクターラインに液が充填されませ

ん。再プライミングを行ってください。
注 意

プライミングとは回路内に透析液
を満たすことです。また、プライ
ミング中に回路の気密性の確認も
行っています。

参考

● 開始ボタンを押します。 ● の場合、｢全ての隔壁は開通済?｣と
表示されます。

● の場合、｢プライミング中｣と表示
されます。

● 全ての隔壁が開通してあるか、もう一度確
認します。

ダイアニールをご使用の方は「6.プライ
ミングを開始する」に進んでください。

全ての隔壁は開通済?

の場合

5. 隔壁を確認する

バッグ接続後　クランプ開け→ 
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● 開始ボタンを押します。 ● ｢プライミング中｣と表示され、プライミング
が自動的に始まります。約8分後、｢コネクタ
ーライン接続後→｣と｢コネクターライン確
認｣が交互に表示されます。

全ての隔壁は開通済?

の場合

6. プライミングを開始する

プライミング中 

「コネクターライン接続後→」と「コネクターライン確認」表示が出るまで接続チュー
ブと セットをつながないこと。確認

プライミング中に停電等で電源が遮断された場合
停電から復帰した後で、 セットが システム内にある場合、全てのクランプを閉じて

から 開始ボタンを押して再開してください。これにより、「回路セット後→」の画面において、透
析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できなくて、自由に透析液が流れてし
まうことを防ぐことができます。制御が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる可
能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、過
注液の有無に特に注意してください。

プライミング中の電源遮断後に治療を再開する場合
① 全てのクランプを閉める
② 開始ボタンを押す
③ ｢回路セット後→｣の表示が出たら、再度 開始ボタンを押す
④ ｢バッグ接続後クランプ　開け→｣の表示が出たら、つながっているバッグのクランプを開ける
⑤ コネクターラインのクランプを開け、 開始ボタンを押す

1010

警 告
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手順10   コネクターラインの接続

清潔操作にて接続を行ってくださ
い。マスクを着用し、手洗いを確
実に行ってください。注 意

● コネクターラインが透析液で満たされている
ことを確認します。

● コネクターラインの白いクランプを閉めます。

1. コネクターラインのクランプを閉める

● ｢コネクターライン接続後→｣と｢コネクターラ
イン確認｣が交互に表示されます。

閉める 

コネクターライン接続後→ 

コネクターライン接続後→

交互に表示されます

コネクターライン確認

2. フタを開ける

● の電源を入れます。
● フタをゆっくり開けます。

コネクターラインを接続する前に、コネ

クターラインが透析液で充填されている

か確認してください。

プライミング後に、コネクターライン先端近くまで透析液
が来ていない場合はおなかのチューブを接続しないでくだ
さい。空気が残った状態で接続すると、初回排液がない場
合、空気が腹腔に入ることになります。空気が腹腔に入る
と、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ健康被害につな
がることがあります。

正しくプライミングされたか確認するためには…
□コネクターラインの白いクランプがあいていること
□コネクターラインの先端がライン保持盤に正しく取り
付けられていること

コネクターラインを接続する前に
① コネクターラインの先端近くまで透析液が充填されて

いることを確認します。
② もし、コネクターラインの先端近くまで透析液が充填

されていない場合、再プライミングを行ってください。
再プライミングの手順は本冊子222ページを参照し
てください。

警 告
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 
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・機器内部に異物があった場合には異
物を取り除いてください。

・コネクターラインの接続部分に指や
他の物が触れないように注意してく
ださい。万一触れた場合には、新しい
ものと交換してください。

注 意

3. 接続チューブの装着

● ツイストクランプが閉まっていることを確認します。
● 接続チューブ固定具に接続チューブを装着し、接続
チューブの水色と白色の部分を指で上から、カチッ
と音がするまで確実に押します。

● 接続チューブのチューブ部分をチューブガイドに通
します。

5. フタを開けキャップを捨てる

● 自動接続後フタをゆっくり開けます。
● 左溝にあるキャップを捨てます。

4. コネクターラインを装着する

● コネクターラインの白い紙テープを外します。
● ライン保持盤よりコネクターラインを外し、先
端に触れないようにキャップを外します。

● コネクターラインのツバの部分を右溝にきち
んと下まで装着します。

● フタを閉めます。

左溝、接続チューブ固定具、チュ
ーブガイドの3ヵ所に接続チュー
ブが確実に入っていることを確
認してください。

確認

・フタがしっかり閉まっていること

を確認してください。

・器材が正しくセットされていない

ときには、フタが閉められません。

・フタが閉まりにくいときは無理に

閉めないでください。右側の器材

のキャップが外れていない可能性

がありますので、確認してくださ

い。

注 意

開いている状態 しっかり閉まっている状態
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66 -1 治療の開始
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万一接続チューブが汚染された場合には、以下
のことをすみやかに行ってください。
①ツイストクランプが閉まっていることを確認。
②キャップをするか接続チューブのスパイク部
を清潔なガーゼで保護してください。

③接続チューブのチュ－ブ部分を縛ってください。
④かかりつけの病院に連絡し、指示に従う。

注 意

8.

● コネクターラインのクランプと接続チューブの
ツイストクランプを開けます。

7. コネクターカバーの装着

● コネクターカバーをコネクターラインと接続チ
ューブの接続部分に装着します。

コネクターラインと接続チューブ
のクランプを開ける

開ける 

合わせる 

●｢初回排液の限度｣がなし、または少ない

場合、｢初回排液限度｣の表示が出ます。

設定が正しいときは、 開始ボタンを

押して治療を開始します。

設定が正しくないときは、本冊子245ペ

ージを参照してください。

注 意

ツイストクランプを操作する際には、必
ずツイストクランプの緑色部分（コネク
ターカバー）を片手で保持し、もう片方
の手で白色部分を回すようにして下さい。

注 意

緑色部分
白色部分

6. 接続チューブを取り出す

● コネクターラインを保持します。
● 取り出しボタンを押し、ラインを接続チューブ
固定具より取り外します。

● フタを閉めます。

9. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
｢初回排液｣と表示され、治療が開始します。

コネクターライン接続後→ 

初回排液 

コネクターライン接続後→ 

交互に表示 

コネクターライン確認 
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-2 治療の終了66

手順1  結果の確認 清潔操作にて切り離しを行ってくだ

さい。マスクを着用してください。
警 告

原則として除水量の確認は治療終了時｢治療
終了　除水量確認後→｣の表示のときに行い
ます。
治療終了時には、以下を確認しAPD記録ノ
ートに記入します。
●初回排液量
●総除水量
各サイクルごとの除水量（各サイクル
の除水量を確認することで除水の傾向

を見ることが可能です。）
●平均貯留時間
各サイクルの貯留時間（各サイクルの
貯留時間を確認することで治療内容を
知ることが可能です。）

●貯留時間の短縮・延長（貯留時間が予
定よりある程度長かったり、短かった
りした場合のみ表示されます。）

ポイント ポイント 治療終了時の確認事項

1. 表示を確認

● 終了時、｢治療終了　除水量確認後→｣と表
示されます。

2. 初回排液量の確認

● ボタンを押し、初回排液量を確認します。

治療終了　除水量確認後→ 

初回排液量 ： 2115P

治療終了　除水量確認後→ 

6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

もし治療が完了できなかったり、最終注液を行わなかったり、かかりつけの病院の指示通

り治療ができなかった場合は、その旨かかりつけの病院にお知らせください。何回か治療

を行わなかったり、完了できなかったりすると、貯留時間や治療時間が短くなり、尿毒症

になることがあります。

警 告
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4. 平均貯留時間の確認

● ボタンを押し、実際の平均貯留時間を確
認します。

● 各サイクルの貯留時間の確認は、 設定ボ
タンを押して行います。

● 各サイクルごとの貯留時間を確認したあと
は、 停止ボタンを押します。

総除水量 ： 894P

平均貯留時間 ： 1 ： 17　◇ 

3. 除水量の確認

● ボタンを押し、総除水量を確認します。
● 各サイクルの除水量の確認は、 設定ボタ
ンを押して行います。

● 各サイクルごとの除水量を確認したあと
は、 停止ボタンを押します。

初回排液量 ： 2115P

総除水量 ： 894P

66 -2 治療の終了

治療終了時の「総除水量」が少なかったりマイナスだったりした場合、最終サイクル
の排液量が不十分でお腹にたくさんの液が残っている可能性があります。「最終注液
前　排液」が「アリ」であり、「目標除水量」の設定値が期待される除水量の70％く
らいであることを確認ください。期待される除水量の70％を出すのにお困りの場合、
「 -15 タイダール総除水量と、最終注液前排液の目標除水量を決める」をご参照く
ださい。また、最終注液前排液については 章をご参照ください。77

1215

確認
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 
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除水量 貯留時間
総除水量 平均貯留時間
2サイクル除水量：○○○P 2サイクル貯留時間：○：○○
1サイクル除水量：○○○P 1サイクル貯留時間：○：○○
｢治療終了　除水量確認後→｣ ｢治療終了　除水量確認後→｣

各サイクルごとの除水量、貯留時間を確認したあとは、 停止ボタンを押してください。
｢治療終了　除水量確認後→｣と表示されます。再度、始めから ボタンを押し次の表示に進ん
でください。
※確認の手順は覚えやすい順序で行ってください。

ポイント ポイント 各サイクルの除水量、各サイクルの貯留時間の確認方法

「病院へ連絡してください」／「排液量過剰　ABC」表示は治療中に過注液が発生した記録

があったことを示しています。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「病院へ連絡してください」／「排液量過剰　ABC」に関しての詳細は「 困ったときの

対処方法（268ページ）」をご参照ください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1010

警 告

最終サイクルの除水量がいつも多い場合、治療中に除水量がお腹にたまりやすいのかもしれ

ません。
●CCPD／IPD療法の場合、排液の限度％が低すぎるかもしれません
●タイダール療法の場合、総除水量の設定が低すぎるのかもしれません

どちらの場合でも過注液の可能性があります。これらの場合に加えて、濃度の高い透析液を

使用するような場合、さらに過注液の可能性を高めます

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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66 -2 治療の終了
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7. 

● 接続チューブのツイストクランプを図のよう
に持ち回転して閉めます。

● 回路のクランプをすべて閉めます。排液バッ
グを使用している方は排液バッグのクランプ
も閉めます。

● 接続チューブを切り離す前に 開始ボタン
をもう一度押さないでください

閉める 

6. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
● ｢クランプを閉じた後→｣と表示されます。

平均貯留時間 ： 1 ： 17　◇ 

クランプを閉じた後→ 

5. 貯留時間短縮・延長の確認

● ボタンを押し、貯留時間短縮または貯留
時間延長の確認をします。
この表示は貯留時間が予定よりある程度長かったり短かっ

たりした場合表示されます。それ以外は表示されません。

平均貯留時間：1：17　◇ 

コネクターラインと接続チ
ューブのクランプを閉める

ツイストクランプを操作する際には、
必ずツイストクランプの水色部分を
片手で保持し、もう片方の手で白色
部分を回すようにして下さい。

注 意

緑色部分
白色部分

全てのクランプを閉める前に、
開始ボタンを押さないでください。
これにより、「コネクターラインと

回路外した後→」／「クランプを閉じた後
→」表示の時に、透析液バッグ同士や、患
者様の接続チューブとの液の流れが制御で
きなくて、自由に透析液が流れてしまうこ
とを防ぐことができます。制御が行われて
いない場合、落差による液の流れで過注液
となる可能性があります。過注液は腹腔内
の違和感や、深刻な健康被害、または死に
至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタン
をすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順
は「 困ったときの対処方法（254ペー
ジ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方
（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意して
ください。

1010

警 告
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 
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2. 電源を入れる

手順2 コネクターラインの切り離し

2.フタを開ける

● の電源を入れます。
● フタをゆっくり開けます。

｢コネクターラインと回路外した後→｣と
｢クランプ閉じた後→｣ が交互に表示さ
れたら
①新しいキャップを用意し開封する
②コネクターラインを切り離し、キャップ
を装着する

③回路を取り出す
までを行います。

｢電源を切って下さい｣の表示では、オク
ルーダーが閉まっているのでハンドルが
固く、開けにくくなります。

ポイント ポイント カセットを取り出す

1. 開始ボタンを押す

● 開始ボタンを押します。
｢コネクターラインと回路外した後→｣と｢クラ
ンプを閉じた後→｣が交互に表示されます。

コネクターラインと回路外した後→ コネクターラインと回路外した後→ 

コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

クランプを閉じた後→

6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

感染を防ぐため、病院で指導を受け
たように清潔操作で行ってくださ
い。マスクをし、手洗いをし、乾燥
（または消毒）してください。

警 告
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2. 電源を入れる3. コネクターカバーを外す

● ツイストクランプがしっかりと閉まってい
ることを確認します。

● 緑色のコネクターカバーを外します。

確認 

5.キャップの装着

● 右溝にキャップをしっかりと押し込みます。
● 緑色のキャップを外します。

4.接続チューブの装着

● 接続チューブ固定具に接続チューブを装着し、
接続チューブの水色と白色の部分を指で上か
ら、カチッと音がするまで確実に押します。

● 接続チューブのチューブ部分をチューブガイド
に通します。

・機器の内部に異物が入った場合には異物を取り除いてください。
・縁色のゴムキャップを外したキャップの先端に手や物などが触れないようにしてください。
キャップが汚染された場合には新しいものと交換してください。警告
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6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 
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8. 接続チューブを取り出す

●接続チューブを取り出します。
●フタをゆっくり閉め、 の電源

を切ります。

万一接続チューブが汚染された場合には、以下のことをすみやかに行ってください。

①ツイストクランプが閉まっていることを確認。

②キャップをするか接続チューブのスパイク部を清潔なガーゼで保護してください。

③接続チューブのチュ－ブ部分を縛ってください。

④かかりつけの病院に連絡し、指示に従ってください。

警告

7.切り離した回路を取り出す

●自動切り離し、自動接続終了後にフタをゆっ
くり開けます。

●左溝に残っている回路を取り出します。

6. フタを閉める

●フタを閉めます。

・フタがしっかり閉まっていることを

確認してください。

・器材が正しくセットされていないと

きには、フタが閉められません。

・フタが閉まりにくいときは無理に閉

めないでください。右側の器材のキ

ャップが外れていない可能性があり

ますので、確認してください。

注 意

開いている状態 しっかり閉まっている状態
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9. カセットを取り出す

●ハンドルを上げてドアを開け、カセットを取
り出します。

10. 開始ボタンを押し電源を切る

●ドアを閉めます。
● 開始ボタンを押します。
｢電源を切って下さい｣と表示されます。
確認して電源を切ります。

コネクターラインと回路外した後→ 

コネクターラインと回路外した後→

交互に表示されます

クランプを閉じた後→

すべてのクランプを閉じて切り離す前に、 開始ボタンを押さないでください。透析液バ

ッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず過注液となったり、感染の危

険性があります。
警 告

P185-213  11.6.28 2:02 PM  ページ 186



187

6 治療の手順 くり～んフラッシュ用［UVフラッシュ 5バッグ用セット／UVフラッシュ 4バッグ用少注液量セット］の場合 

排液タンクは毎回きれいに洗い、

乾燥させて使用してください。
注 意

排液の性状（混濁の度合、沈殿物、

浮遊物、色など）を確認してから排

液を捨てます。異常があるときはす

みやかにかかりつけの病院に連絡

し、指示に従ってください。

注 意

｢コネクターラインと回路外した後

→｣の表示でドアが開かなくなりカ

セットが取り外せなくなった場合の

対応について

手順① コネクターラインと接続チュ
ーブが切り離されていること
を確認します。

手順② 図1の表示で　 停止ボタンを
押します。

手順③ 開始ボタンを押します。
手順④ オクルーダーが開き、カセッ

トが取り外しやすくなります。

確認
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コネクターラインと回路外した後→ 

交互に表示 

クランプを閉じた後→ 

図1

治療終了後、使用済みの セットや透析液バッグは廃棄してください。もし再利用する

と透析液や透析液の流路を汚染する可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染される

と、腹膜炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあります。警 告

全てのクランプを閉じる前にドアを開けないでください。全てのクランプを閉じておくこと

により、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず、自由に透

析液が流れてしまうことを防ぐことができます。液の流れの制御が行われていない場合、落

差による液の流れで過注液となる可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健

康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告

P185-213  11.6.28 2:02 PM  ページ 187



188

66 -2 治療の終了

各
部
の
説
明 

ゆ
め
プ
ラ
ス
に
つ
い
て 

治
療
の
手
順
 

手
動
・
ス
パ
イ
ク
式
用
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

治
療
の
手
順 

シ
ス
テ
ム
Ⅱ
用 

最
終
注
液
前 

排
液
の
手
順 

ゆ
め
カ
バ
ー
・
ゆ
め 

ク
リ
ッ
プ
の
使
用
方
法 

処
方
の
確
認 

・
変
更
方
法 

安
全
に
ご
使
用
 

い
た
だ
く
た
め
に
 

治
療
の
手
順 

く
り
〜
ん
フ
ラ
ッ
シ
ュ
用
 

手順3 治療終了時に除水量の確認ができなかった場合

3. 前回除水量の確認

● ボタンを押し、前回除水量を確認します。

初回排液量：2115P

前回除水量：894P◇ 

2. 初回排液量の確認

● ボタンを3回押します。
｢初回排液量｣と表示されます。

●初回排液量の確認をします。

設定確認▽後　治療開始→ 

初回排液量：2115P

1. 電源を入れる

●電源を入れます。
自己診断後｢設定確認▽後　治療開始→｣と
表示されます。
｢体重：○○.○KG｣などの追加情報の表示と
なった場合、 停止ボタンを押し｢設定確認
▽後　治療開始→｣の表示にします。

設定確認▽後　治療開始→ 

上記1で ボタンを押せば、｢処方の

確認／変更◇｣、｢調整メニュー変更◇｣

のあと｢初回排液量：○○○○P｣と

表示されます。

行き過ぎてしまった場合は ボタン

を押すと前の表示に戻ります。

治療終了後に除水量を確認した場合、

｢総除水量：○○○○P｣は｢前回除

水量：○○○○P｣と表示されます。

確認

原則として除水量の確認は治療終了

時｢治療終了　除水量確認後→｣の画

面のときに行ってください。

前回の治療結果は、あらたな治療が

始まるまで記憶されています。

確認
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5. 最初の表示に戻す

● 停止ボタンを押します。
｢設定確認▽後　治療開始→｣の表示に戻りま
す。

1サイクル除水量：320P

設定確認▽後　治療開始→ 

4. 各サイクルの除水量確認

● 設定ボタンを押します。
各サイクルの除水量表示が新しいサイクル
の除水量から表示されます。

3サイクル除水量：182P

2サイクル除水量：205P

前回除水量：894P◇ 

3サイクル除水量：182P

● ボタンを押します。
ボタンを押して行くことで、各サイクル

の除水量を確認します。

各サイクルの表示から、｢平均貯留時

間：○：○○｣、｢アラームリスト｣な

どを確認したいときには、 停止ボ

タンを押し｢設定確認▽後　治療開始

→｣の表示に戻し ボタンを押して

ください。

確認
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ポイント ポイント 

77 -1 最終注液前排液の仕組み

最終注液前 排液の手順 
7 最終注液前 排液の手順 

77
-1 最終注液前 排液の仕組み77

ナシ

0mL以上の任意の数値を設定

目標除水量：○○mLより実
際の除水量が多い場合

目標除水量：○○mLより
実際の除水量が少ない場合

最終注液前排液

アリ

目標除水量*

アラームを鳴らしますか イイエ

ハイ

最終注液を行い システムは治療
を終了します。

目標除水量の設定値と、実際の除水量
を比較して システムは最終注液を
待つか、最終注液を行うかを決めます。

システムは一時停止せず最
終注液を行い治療を終了します。

｢目標除水量が出ていません｣
の表示になり、 システム
は最終注液を待ちます。

目標除水量＞実際の除水量の場合
｢目標除水量が出ていません｣の表示は
されますが、最終サイクルの排液終了
時にアラームは鳴りません。

目標除水量＞実際の除水量の場合
｢目標除水量が出ていません｣の表示と
ともに、アラームが鳴り最終サイク
ルの排液が終了したことを教えます。

最終注液の前に排液を行いたい時に使用します（初期設定はアリです）。
この機能を使用しますと目標とする除水量が出ない場合、最終の排液が終了した時点で システム
は最終注液を行うのを待ちます。最終注液量が0mLでもこの機能は動作します。
設定の詳細は「 調整メニュー（282ページ）」を参照してください。1212

●設定方法は 調整メニューを参照してください。1212
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77 -2 最終注液前排液の操作方法7 最終注液前 排液の手順 

-2 最終注液前 排液の設定方法77

1. を押す

2. を押す

3. を押す

4. を7回押す

「最終注液前 排液：アリ」で良ければ8.まで進
んでください。
「最終注液前 排液」を変更したいときは5.に進
んでください。

5. を押す

6. を押して
設定を変える

7. を押して
確定する

ボタン操作 表示

開始 停止 設定

設定確認▽後　治療開始→
8.「最終注液前 排液：アリ」の場合

を押して
9.に進む

または
「最終注液前 排液：ナシ」の場合

を押す

9. を押す

10. を押す

11. を押す

12. を押す

13. を押す

14. を押す

15. を押す

16. を押す

ボタン操作 表示

目標除水量：1200P

アラームを鳴らしますか：イイエ

アラームを鳴らしますか：イイエ

アラームを鳴らしますか：ハイ

アラームを鳴らしますか：ハイ

設定確認▽後　治療開始→

処方の確認/変更 ◇

調整メニュー変更 ◇

表示部明るさ調整

最終注液前 排液：ナシ

最終注液前 排液：ナシ

目標除水量：　　0P

最終注液前 排液：アリ

最終注液前 排液：アリ

目標除水量：1200P

設定変更します。

確定します。

設定変更します。

確定します。

目標除水量：0mL

設定確認▽後　治療開始→

（アリ／ナシが点滅）

（数字が点滅）

（点滅が止まる）

（イイエ／ハイが点滅）

（点滅が止まる）（点滅が止まる）
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77 -3 「目標除水量が出ていません」の基本操作方法7 最終注液前 排液の手順 

-3 「目標除水量が出ていません」の基本操作方法77

ポイント ポイント 目標除水量に達している時には自動的に最終注液に移ります。
設定した目標除水量に達していない時には、再度｢目標除水量が出ていません｣の表示に
なります。
同じ操作を繰り返し行うことができます。

開始 停止 設定

を押す
交互に表示

を押す

※｢アラームを鳴らしますか：ハイ｣を
設定した時にはアラームが鳴ってい
ます。

ボタン操作 表示 備考

目標除水量が出ていません

目標除水量が出ていません

排液中：○／○

排液中：○／○

「目標除水量」を初めて設定するときの推奨値は期待される除水量の70％です。期待される

除水量の70％を計算するのに「 -15 タイダール総除水量と、最終注液前排液の目標除

水量を決める」の表（302～303ページ）を参照してください。

もし最終サイクルの排液が終わるまでの夜間の除水量が「目標除水量」より少なかった場合、

治療は停止して「目標除水量が出ていません」アラームが表示されます。

1515

警 告

目標除水量の設定が低すぎると、最終サイクルの排液が完全に終了せず、お腹の中に除水量

分の透析液がたまってしまいます。その次の注液にそのまま移行すると、過注液となること

があります。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」

を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご

覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときに

は、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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-4 ｢目標除水量が出ていません｣を回避する方法77

開始

ポイント ポイント 
目標除水量に達していない時の｢バイパス｣｢治療強制終了｣につきましては、担当医師の
指示に従ってください。

停止 設定

を押してアラーム
を止めます 交互に表示

を押す 現在までに出た排液量

を押す 排液の限度（mL）

を押す 現在までの除水量

を押す 排液が終わっていない表示
バイパスをなるべく回避していただくた
めの注意です。

を押す

を押す

ボタン操作 表示 備考

お腹に透析液が残っていない時（最終注液を行い終了したい時）

バイパスの操作方法

目標除水量が出ていません

目標除水量が出ていません

排液中：○／○

排液量：○○○○P

排液の限度：○○○○P

現在の除水量：○○○○P

排液は終了していません

バイパス　◇

最終注液 最終注液量が0mLの場合、「治療終了
除水量確認後→」の表示となり治療は
終了します

7 最終注液前 排液の手順 

193
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77 -4 ｢目標除水量が出ていません｣を回避する方法

194

交互に表示

を押す 排液量を確認します

交互に表示

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押して確定します ※治療終了操作は、ご使用の回路別
の -2、 -2、 -2を参照してくだ
さい。

665544

開始 停止 設定

を押してアラーム
を止めます

システムの電源スイッチを切り
再び入れます

ボタン操作 表示 備考

お腹に透析液が残っている時（最終注液せずに終了したい時）

治療強制終了の操作方法

目標除水量が出ていません

目標除水量が出ていません

排液中：○／○

排液量：○○○○P

を押してアラーム
を止めます

電源が復帰しました

電源が復帰しました

排液中：○／○

排液量：○○○○P

初回排液量：○○○○P

現在の除水量：○○○○P

平均貯留時間：○○：○○◇

治療を終了します

クランプを閉じた後→
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　　 カバー・　　 用クリップの使用方法 
8 　　カバー・　　用クリップの使用方法 

88
-1 カバーの使用方法88

冬季に室温が使用環境条件（15℃）を下回る場合、治療中に「加温中」アラームが発生することが
あります。このようなときに カバーをアラーム発生防止用の保温カバーとしてご使用ください。

（1）保温カバーとして使うときは…

通常通り システムの治療準備を行います。

コネクターラインと接続チューブを接続し、クランプを開けます。

開始ボタンを押します。
治療が開始され、 システムの表示が「初回排液」になったことを確認します。

「初回排液」の表示を確認したあと、 カバーを図のようにかぶせます。
● 透析液バッグが完全におおわれるようにかぶせてください。
● カバーが システムの表示部にかからないようにかぶせてください。

治療終了後、コネクターラインからの切り離し操作を行う前に カバーを取り外し
ます。

貯留中：2／4

透析液バッグを 
しっかりとおおいます 

表示部が 
見えるようにします 

接続チューブとコネクターラインをつなぐ前に カバーをかぶせないでください。

コネクターライン接続時の清潔操作に影響を及ぼす可能性があります。
注 意

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5
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88 -1 カバーの使用方法

普段 システムを使用しない時に、目隠し用のカバーとして使用します。

（2）目隠しカバーとして使うときは…

システムの治療を通常通り終了し、電源を切ります。

カバーを図のようにかぶせます。

システムの治療を行うときには取り外します。

手順 1

手順 2

手順 3
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8 　　カバー・　　用クリップの使用方法 88 -2 用クリップの使用方法

-2 用クリップ（1Lおよび1.5Lのダイアニール-N用）の使用方法88

（1）ヒーターバッグヘの取り付け方

通常通りヒーターにバッグを乗せます。

ダイアニール-Nの上室・下室を交互に
4～5回押し、透析液バッグをヒーター
になじませます。

隔壁部分に 用クリップを取り付けます。
バッグの上面のみ1枚をつまんでください。

（2）補液バッグヘの取り付け方

通常通りスタンドにバッグを乗せます。

隔壁部分に 用クリップを取り付けます。
バッグの上面のみ1枚をつまんでください。

ベルトで固定します。

2L以上のバッグでは 用ク
リップを使用する必要はありま
せん。確認

手順 1

手順 2

手順 3

手順 1

手順 2

手順 3
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システムの処方等の設定について

病院では、患者様の処方と機器の設定値を決めます｡ システムでは、これらの処方内容や
機器の設定値を見ることができます｡設定値を変える必要がなくても、それらの値を確認する必
要が出てくるかもしれません｡初期値については「 -16 初期設定値」を参照してください。

処方の内容は、病院で｢ システム治療内容｣またはPDリンクの｢PD処方レポート｣に内容を
記載してもらってください｡ の場合、処方が変更されたら新しいカードを受け取って
ください。カードの処方の転送方法は本冊子52ページの「 -4 退院後・受診後の手順」を参
照してください。

なお、一度処方の入力を行えば、電源を切っても処方内容は記憶されています。

33

1215

療法の定義

各療法(APD、CCPD、IPD…)については、この取扱説明書巻末の用語集を参照してください｡

処方変更の手順と例

この取扱説明書では3つの例をとりあげています。最初の2つの例では、標準モードあるいは
少液量モード（小児モード）のCCPD／IPD療法を載せています。三番目の例では、標準モード
あるいは少液量モード（小児モード）のタイダール療法を掲載しています｡

特に最初の例では、エクストラニールを使用する処方に変更になった時を例にあげています。エ
クストラニールは通常、昼間の貯留に使いますので、 システムでは「最終注液」に該当し
ます。そのため、「処方の確認／変更 ◇」で「最終注液量」に先生に指示された注液量を、また
「最終注液濃度変更」を「アリ」に変更する必要があります。

処方の確認・変更方法 
9 処方の確認・変更方法 

99
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9 処方の確認・変更方法 

-1 処方の確認・変更の基本手順99

設定ボタンを押し、変えたい項目を選びます。変えたい値が点滅します。

を使って調節します。

設定ボタンを押し、値を確定します。点滅は止まります。

を押し、次のパラメーターに進みます。

システムでは、次のステップに従って非常に簡単に処方の確認･変更を行うことができます。入
力値は、 設定ボタンと を使って選んでいきます。処方の確認･変更は、治療開始前、治療中
（タイダール療法は除く）いずれも可能です。

処方を確認または変更するには、まず｢処方の確認／変更◇｣というメッセージが出ている時に 設定
ボタンを押します。このメッセージは治療準備中または、停止中に表示されます。

｢処方の確認／変更◇｣プログラムを終わりたい時には、 停止ボタンを押します。もし最終注液量に
変更がなければ、サイクル数と貯留時間などが入力された数値に基づき自動計算され、表示部に表示
されます。タイダール療法では、サイクル毎のタイダール量と除水量も計算します。最終注液量に変
更があれば、｢初回排液量確認｣アラームが出て 停止ボタンを押せば、｢初回排液の限度｣の画面が出
るので、その値に合うように初回排液の限度を調節できます。この時設定された処方は、次回変更す
るまで記憶されます。

治療中の処方内容の確認は、治療を中断することなしに行うことができます。
注液、排液または貯留中に を操作して｢処方の確認◇｣というメッセージを表示し、 設定ボタン
を押します。ここでは処方内容の確認は可能ですが、変更はできません。確認が終わったら 停止ボ
タンを押し、元の表示に戻ります。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 ボタン操作

処方内容が保護されている場合（この操作はナースメニューで行えます）、｢処方の確
認／変更◇｣のメッセージはすべて｢処方の確認◇｣と表示されます。確認

CCPD／IPDからタイダールに設

定を変更すると、タイダール量

（％）と総除水量が初期値になっ

てしまいます。もしお使いの システ

ムの設定値が初期値に変わってしまった

場合、かかりつけの病院に連絡をして正

しい設定値をご確認ください。

この章の手順で使用している値は推奨値ではなく単なる例です。
「処方の確認／変更」で最初に出てくるものが「療法」で、以下
の4つの選択肢があります。
●CCPD／IPD
●タイダール
●ハイブリッドCCPD
●ハイブリッドタイダール
それぞれの定義は316～321ページ用語解説をご参照ください。

警 告 注 意
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99 -1 処方の確認・変更の基本手順

医療従事者の指示なしで治療の設定を変更しないでください。不適切な設定で使用すると、溢

水などの望ましくない兆候や、尿毒症につながる場合があります。不適切な使用は、患者様の

健康被害や、死に至ることもあります。警 告

「 -13 注液量の最大値とを決める」の表にあるように、注液量、夜間注液量、最終注液量、

昼間注液量は患者様の体重を基準にある一定の値を超えることは出きません。もしこの注液量

を超える場合、かかりつけの病院と連絡を取り注液量を減らすようにお願いしてください。こ

の一定の値を超えて注液量を設定してしまうと、過注液の可能性があります。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を

行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧く

ださい。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、

過注液の有無に特に注意してください。

1010

1215

警 告

総除水量の設定が低すぎると、治療中にお腹の中に除水量がたまってきて、過注液の可能性が

あります。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を

行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧く

ださい。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、

過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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9 処方の確認・変更方法 

-2 CCPD/IPD療法の設定99

総注液量 1回（１日）の治療で使用する透析液の総量、最終注液量も含
まれます。

治療時間 1回（１日）の治療にかかる時間です。初回排液の時間も含ま
れます。

注液量 各サイクルごとに注入される透析液の量です。
「患者体重」の設定と関連しています。表15-3を参照してください。

最終注液量 治療終了時にお腹の中に貯留される透析液の量です。

最終注液濃度変更 最終注液の透析液の濃度または種類を変えるかどうかを指定
します。
最終注液量が0mLの場合、このメッセージは表示されません。最終注液を
0mLから変更した場合｢ナシ｣になっていますので透析液の濃度または種類
を変更するときには、｢アリ｣と入力してください。

体重単位 患者さんの体重の単位です。

患者体重 注液量が体重から計算される最大許容注液量以内であるか確
認するために使用します。
この値によって「注液量」の最大値が決まります。表15-3を参照してく
ださい。

項　目 内　容

工場出荷時の設定は、処方が組み込まれないまま誤った設定で治療が行われないように、そのまま治療
を開始するとアラームが鳴る設定にしてあります。
定期点検、故障などで機器の交換が行われた場合には、304ページの初期値に設定された機器がかか
りつけの病院またはご使用者のもとに届けられます。

処方の項目

最終注液量の設定値を変更した場合、「初回排液の限度」の設定値が最終注液量の70％
に自動的に変更になります。しかし、「初回排液の限度」があらかじめ最終注液量の
70％以上であれば変更はありません。そのため、最終注液量を変更するときには最適な
「初回排液の限度」を設定するためかかりつけの医療機関にご相談ください。

確認
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99 -2 CCPD/IPD療法の設定

サイクル数 最終注液を除いた全サイクル数です。
注液・貯留・排液モードの１セットが１サイクルになりま
す。

貯留時間 各サイクルで、透析液をお腹の中に貯留しておく時間で
す。１サイクル終わるごとに、ご使用者の実際の注・排
液速度から、時間を計算して貯留時間を決めています。

項　目 内　容

自動計算項目

次の処方項目は、処方内容の入力後 停止ボタンを押すと自動計算され表示されます。

本機器は、処方内容やアラームの出現によってサイクル数が変わることがあります。

サイクル数の計算方法についての注意事項

本機器は、注液・貯留・排液を1セットとしてその回数を示します。（したがって最終注液はサイ

クル数に数えません）

総注液量－最終注液量
サイクル数＝――――――――――――

注液量

割り切れなかった場合、最終サイクルの注液量が1回注液量の85％以上あれば1サイクルとして考えます。

確認

注液量についての注意事項
①「患者体重」の設定値によっては入力ができない値があります。 -13（300ページ）を参

照してください。

②各サイクルの注液量は、原則として処方で｢注液量｣として処方された注液量に従って注液され

ますが、１サイクル目と最終サイクルおよび最終注液の注液量が変わることがあります。

1．1サイクル目の注液は、ヒーターバッグに１回分の液量が残っていない場合、設定値の

90％以上の透析液を注入し終えたら貯留に移ります。

2．最終注液がないときの最終サイクル、および最終注液は、設定値の75％以上の注液量が

あれば貯留に移ります。

1215注 意
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下の表は、それぞれの項目につき、設定範囲と変更の幅を示しています。

項目の設定範囲

総注液量：0000mL 200mL 200～80,000mL 200～2,000mL 50mLごと
2,000～5,000mL100mLごと

5,000～80,000mL500mLごと
200mL 200～80,000mL 200～2,000mL 50mLごと

2,000～20,000mL100mLごと
20,000～80,000mL500mLごと

治療時間：00時間00分 10分 10分～48時間 10分ごと

注液量：0000mL 250mL 100～3,000mL 100～500mL 10mLごと
500～1,000mL 50mLごと

1,000～3,000mL100mLごと
250mL 60～1,000mL 60～100mL 1mLごと

100～500mL 10mLごと
500～1,000mL 50mLごと

最終注液量：0000mL 100mL 0mLおよび 100～500mL 10mLごと
100～3,000mL 500～1,000mL 50mLごと

1,000～3,000mL100mLごと
0mL 0mLおよび 60～100mL 1mLごと

60～1,000mL 100～500mL 10mLごと
500～1,000mL 50mLごと

最終注液濃度変更： ナシ アリ／ナシ

体重単位： キログラム キログラム／ポンド

患者体重： 1キログラム 1～990キログラム 1～200キログラム 1キログラムごと
200～990キログラム 5キログラムごと

標準モード

標準モード

少液量モード

標準モード

項　目 初期値 設定範囲 変更幅

＊用意する透析液は回路のプライミング量（200～300mL※）を考慮し、設定した総注液量より多め
にしてください。

※ナースメニューで洗浄を選択している場合には数値が異なります。

少液量モード
（小児モード）

少液量モード
（小児モード）

9 処方の確認・変更方法 
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99 -2 CCPD/IPD療法の設定

を押す 「処方の確認/変更◇」を表示させます。

を押す

を押す 総注液量を表示させます。

を押す 数字が点滅します。

を押す を押して点滅している数字を変更
し、処方の数字を入れます。

を押す 値を確定します。点滅が止まります。

を押す 治療時間を表示させます。

を押す 注液量を表示させます。

を押す 最終注液量を表示させます。

を押す 数字が点滅します。

を押す を押して点滅している数字を変更
し、処方の数字を入れます。

を押して確定します 値を確定します。点滅が止まります。

開始 停止 設定

電源を入れます

ボタン操作 表示 説明

設定確認▽後　治療開始→

処方の確認/変更 ◇

療法：CCPD/IPD

総注液量：8000P

総注液量：8000P

総注液量：10000P

総注液量：10000P

治療時間：8時間 00分

注液量：2000P

最終注液量：0P

最終注液量：0P

最終注液量：1800P

最終注液量：1800P

CCPD/IPD療法を手で入力する（標準モード：最終注液を追加する場合）

ここでは右ページの「現在設定されている処方」のうち、4つの項目を変更する例を示します。
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を押す 最終注液濃度変更を表示させます。

を押す ナシが点滅します。

を押す を押してアリに変更します。

を押す 確定します。点滅が止まります。

を押す 体重の単位を表示させます。

を押す 体重の設定値を表示させます。

を押す 数字が点滅します。

を押す を押して点滅している数字を変更
し、処方の数字を入れます。

を押す 値を確定します。点滅が止まります。

を押して 最終注液量に変更がある場合、アラーム
とともに表示されます。
｢初回排液の限度」設定方法は本冊子
282～285ページを参照ください。

を押す アラーム音が止まり、数字が点滅します。

を押す を押して点滅している数字を変更します。

を押す 値を確定します。点滅が止まります。

ボタン操作 表示 説明

最終注液濃度変更：ナシ

最終注液濃度変更：ナシ

最終注液濃度変更：アリ

最終注液濃度変更：アリ

体重単位：キログラム

患者体重：1キログラム

患者体重：1キログラム

患者体重：60キログラム

患者体重：60キログラム

初回排液量確認

初回排液の限度：1400P

初回排液の限度：2000P

初回排液の限度：2000P

（例） 処方項目 現在、設定されている処方 変更する内容
療法 CCPD/IPD
総注液量 8000mL 10000mL
治療時間 8時間00分
注液量 2000mL
最終注液量 0mL 1800mL
最終注液濃度変更 ナシ アリ
体重単位 キログラム
患者体重 1キログラム 60キログラム

初回排液の限度 1400mL 2000mL

9 処方の確認・変更方法 
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99 -2 CCPD/IPD療法の設定

を押す

治療を開始するときは を押してくださ
い。

ボタン操作 表示 説明

一度処方の入力を行えば、電源を切っても、処方内容は記憶されています。
次回からは処方の入力は不要です。
処方の各項目の変更方法は本冊子199ページを参照してください。

サイクル数：4

貯留時間：1時間28分

設定確認▽後　治療開始→
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CCPD/IPD療法を手で入力する（少液量モード）

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

最終注液量が0mLの時は表
示されません。

を押す

を押す

を押す ①か②のどちらかとなります。

①最終注液量に変更がない場合、
（＊2）のように表示されます。

②最終注液量に変更がある場合、
アラームとともに｢初回排液量確
認｣が表示されます。｢初回排液
の限度｣については本冊子284ペ
ージを参照してください。

ボタン操作 表示 ボタン操作 表示

を押す

アラーム音が止まり、数字
が点滅します。

を押す

を押して点滅してい
る数字を変更します。

を押す

値を確定します。

を押す 標準モードの場合、次の3つ
のステップはありません。

/ を押す

変更するとき と
ボタンで変更します。

を押す

値を確定します。

を押す （＊2）

*1

*1

*1

処方の確認/変更 ◇

療法：CCPD/IPD

総注液量：○○○○P

治療時間：○時間○○分

注液量：○○○○P

最終注液量：○○○○P

最終注液濃度変更：ナシ

初回排液量確認

患者体重：○○キログラム

体重単位：キログラム

初回排液の限度：○○○○P

初回排液の限度：○○○○P

初回排液の限度：○○○○P

初回排液時間：　○○：○○

初回排液時間：　○○：○○

初回排液時間：　○○：○○

サイクル数

貯留時間：○時間○○分

設定確認▽後　治療開始→

99 -2 CCPD/IPD療法の設定

ここでは少液量モードでのCCPD/IPD療法の入力の流れを示します。

9 処方の確認・変更方法 

「初回排液の限度」および「初回
排液時間」に修正が不要で、全
設定値が システムで受け付
けられると「設定確認▽後　治

療開始→」となります。
「初回排液の限度」および「初回排液時間」
に修正が必要なときは次に従ってください。

処方の各項目の変更方法は本冊子199ページを参照してください。
注意 *1：｢初回排液時間｣は少液量モード（小児モード）のみで表示されます。

確認
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-3 タイダール療法の設定99

処方の項目

総注液量 1回（1日）の治療で使用する透析液の総量、最終注液量も含
まれます。

治療時間 1回（1日）の治療にかかる時間です。初回排液の時間も含ま
れます。

注液量 １サイクル目に入る量
「患者体重」の設定と関連しています。表15-3を参照してください。
注液量をもとに各サイクルのタイダールの注液量が計算されます。

タイダール量（％）各サイクルで注液される透析液の量で、注液量に対する割合
で示されます。

総除水量 1回（1日）の治療で得たい除水量です。（予測値）
各サイクルごとの除水量は、自動計算されます。
除水量とタイダール量を合わせたものが、各サイクルの排液量
となります。

項　目 内　容

99 -3 タイダール療法の設定9 処方の確認・変更方法 

・CCPD／IPDからタイダールに処方の設定を変更すると、総除水量が初期値（標準モードで1000mL、
少液量モードで400mL）になってしまいます。

・総除水量をあまり高い値に設定すると「排液量不良」アラームの頻度を高めてしまうことがあります。
・通常治療で出てくる除水量の70％が最適な除水量を得るための推奨する最初の設定値です。70％から
変更したい場合、 -15を参照してください。

・今まで使用していた透析液と違うものをタイダール療法で使用する場合、総除水量の設定値を変更する
必要があるかもしれません。そのような場合適切な値はかかりつけの病院にお問い合わせください。

・総除水量の設定値で0mLは無効の値です。

1215

確認

●CCPD／IPDからタイダールに処方の設定を変更すると、タイダール量（％）が初期値
95％になってしまいます。

●タイダール量（％）×注液量を95mL以上に設定しないと「タイダール量を確認」アラ
ームが鳴ります。265ページを参照してください。

確認

総除水量の設定が低すぎると、治療中にお腹の中に除水量がたまってきて、過注液となることが
あります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、
過注液の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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最終注液量 治療終了時にお腹の中に貯留される透析液の量です。

最終注液濃度変更 最終注液の透析液の濃度または種類を変えるかどうかを指定
します。
最終注液量が0mLの場合、このメッセージは表示されません。
最終注液量を0mLから変更した場合｢ナシ｣になっていますので透析液の濃
度または種類を変更するときには、｢アリ｣と入力してください。

中間排液 治療中の中間排液（全量排液）の頻度を指定します。
この選択はナースメニューの｢タイダール中間排液：アリ｣を指
定した場合に表示されます。

体重単位 患者さんの体重の単位です。

患者体重 注液量が体重から計算される最大許容注液量以内であるか確認する
ために使用します。
この値によって「注液量」の最大値が決まります。表15-3を参照してく
ださい。

項　目 内　容

工場出荷時の設定は、処方が組み込まれないまま誤った設定で治療が行われないように、そのまま治療
を開始するとアラームが鳴る設定にしてあります。
定期点検、故障などで機器の交換が行われた場合には、304ページの初期値に設定された機器がかか
りつけの病院またはご使用者のもとに届けられます。

9 処方の確認・変更方法 

最終注液量の設定値を変更した場合、「初回排液の限度」の設定値が最終注液量の70％
に自動的に変更になります。しかし、「初回排液の限度」があらかじめ最終注液量の
70％以上であれば変更はありません。そのため、最終注液量を変更するときには最適な
「初回排液の限度」を設定するためかかりつけの病院にご相談ください。

確認

もしタイダールサイクル数が多い場合、治療中に一回以上中間排液を行うようにしてく
ださい。これにより除水量を少なく見積もりすぎて過注液になったり、除水量を多く見
積もりすぎてアラームが発生したりすることを防ぎます。確認
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99 -3 タイダール療法の設定

自動計算項目

次の処方項目は、処方内容の入力後 停止ボタンを押すと自動計算され表示されます。

サイクル数 最終注液を除いた全サイクル数です。
注液・貯留・排液モードの１セットが１サイクルになります。

貯留時間 各サイクルで、透析液をお腹の中に貯留しておく時間です。
１サイクル終わるごとに、ご使用者の実際の注・排液速
度から、時間を計算して貯留時間を決めています。

タイダール量 設定したタイダール量（％）×初回注液量です。
実際の液量が表示されます。

除水量 入力された総除水量の値÷サイクル数です。

項　目 内　容

本機器は、処方内容やアラームの出現によってサイクル数が変わることがあります。

注液量についての注意事項
①「患者体重」の設定値によっては入力ができない値があります。 -13（300ページ）を参

照してください。

②各サイクルの注液量は、原則として処方で｢注液量｣として処方された注液量に従って注液され

ますが、１サイクル目と最終サイクルおよび最終注液の注液量が変わることがあります。

1．1サイクル目の注液は、ヒーターバッグに１回分の液量が残っていない場合、設定値の

90％以上の透析液を注入し終えたら貯留に移ります。

2．最終注液がないときの最終サイクルおよび最終注液は、設定値の75％以上の注液量があ

れば貯留に移ります。

1215注 意
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下の表は、それぞれの項目につき、設定範囲と変更の幅を示しています。

総注液量：0000mL 200mL 200～80,000mL 200～2,000mL 50mLごと
2,000～5,000mL 100mLごと

5,000～80,000mL 500mLごと
200mL 200～80,000mL 200～2,000mL 50mLごと

2,000～20,000mL 100mLごと
20,000～80,000mL 500mLごと

治療時間：00時間00分 10分 10分～48時間 10分ごと
注液量：0000mL 250mL 100～3,000mL 100～500mL 10mLごと

500～1,000mL 50mLごと
1,000～3,000mL 100mLごと

250mL 60～1,000mL 60～100mL 1mLごと
100～500mL 10mLごと

500～1,000mL 50mLごと
タイダール量：％ 95％ 40～95％ 5％ごと
総除水量：000mL 1,000mL 10～10,000mL 10～1,000mL 10mLごと

400mL 1,000～10,000mL 100mLごと
最終注液量：0000mL 0mL 0mLおよび 100～500mL 10mLごと

100～3,000mL 500～1,000mL 50mLごと
1,000～3,000mL 100mLごと

0mL 0mLおよび 60～100mL 1mLごと
60～1,000mL 100～500mL 10mLごと

500～1,000mL 50mLごと
最終注液濃度変更： ナシ アリ／ナシ
中間排液：00サイクルごと 3 1～99 入力したサイクル数ご

とに全量排液・注液が
行われます。

体重単位： キログラム キログラム／ポンド
患者体重： 1キログラム 1～990キログラム 1～200キログラム1キログラムごと

200～990キログラム 5キログラムごと

標準モード

標準モード

標準モード

少液量モード

標準モード

項　目 初期値 値設定範囲 変更幅

項目の設定範囲

少液量モード
（小児モード）

少液量モード

少液量モード
（小児モード）

9 処方の確認・変更方法 

1 ｢タイダール中間排液：アリ｣と設定した状態でのタイダール療法の治療中は処方の変更
は行うことはできません。

＊用意する透析液は回路のプライミング量（200～300mL※）を考慮し、設定した総注液
量より多めにしてください。※ナースメニューで洗浄を選択している場合は数値が異なります。

2入力可能なタイダール量：注液量×タイダール量（％）が95mL以上であること。

確認
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99 -3 タイダール療法の設定

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

ボタン操作 表示 ボタン操作 表示

を押す

を押す

最終注液量が0mLの時は表
示されません。

を押す

を押す

を押す

を押す

最終注液量に変更がない場
合、この様に表示されます。

最終注液量に変更がある場
合、アラームとともに表示
されます。｢初回排液の限
度｣については本冊子284
ページを参照してください。

タイダール療法を手で入力する

処方の確認/変更

療法：CCPD/IPD

療法：CCPD/IPD

療法：タイダール

療法：タイダール

総注液量：○○○○P

治療時間：○時間○○分

注液量：○○○○P

CCPD/IPD療法からタイダール療法
に処方を変更すると、タイダール量と
総除水量がそれぞれ初期値（95％、
1000mL）に変わります。処方変更
する場合、それらの値を正しく設定す
るようにしてください。

体重単位：キログラム

患者体重：○○キログラム

貯留時間：○時間○○分

タイダール量：○○○○P

除水量：○○○P

サイクル数

初回排液量確認

初
期
値

タイダール量：95％

初
期
値総除水量：1000P

初
期
値

中間排液：3サイクル毎

最終注液量：○○○○P

最終注液濃度変更：ナシ

「初回排液の限度」および「初回排
液時間」（小液量モードのみ）に修
正が不要で、全設定値が シス
テムで受け付けられると「設定確
認▽後　治療開始→」となります。
「初回排液の限度」および「初回
排液時間」に修正が必要なときは
次に従ってください。

確認
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初回排液の限度：○○○○P

初回排液時間：　○○：○○

初回排液の限度：○○○○P

初回排液の限度：○○○○P

初回排液の限度：○○○○P

*1

*1
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を押す

アラーム音が止まり、数字
が点滅します。

を押す

を押して点滅してい
る数字を変更します。

を押す

値を確定します。

を押す 標準モードの場合、次の3つ
のステップはありません。

/ を押す

変更するとき と
ボタンで変更します。

を押す

値を確定します。

ボタン操作 表示

タイダール療法を手で入力する

を押す

ボタン操作 表示

処方の各項目の変更方法は本冊子199ページを参照してください。
注意 *1：｢初回排液時間｣は少液量モード（小児モード）のみで表示されます。

貯留時間：○時間○○分

タイダール量：○○○○P

除水量：○○○P

設定確認▽後　治療開始→

サイクル数

99 -3 タイダール療法の設定9 処方の確認・変更方法 

初回排液時間：　○○：○○ *1
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214

ご使用者からのお問い合わせの多い順番に、アラーム発生時の対応やその他の対応手順についてご説明
します。

新しい回路セット後→ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥239
新しいバッグと回路セット後→ ‥‥‥‥‥239
アラームの種類 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥215
液温調整中 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥253

カードが入っていません ‥‥‥‥‥‥‥‥258
カードの空き容量なし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥258
カードの使用中止 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥260
カードの処方使用中止 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥260
カード不良 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥257
カード読み取りエラー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥259
カードリーダー使用不可 ‥‥‥‥‥‥‥‥261
回路を再セット後→ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥237
加温中 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥242
過注液が疑われるとき ‥‥‥‥‥‥‥‥‥269
カセットが入らない／カセットが取り外せない ‥221
患者体重確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
強制排液の手順 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥254
緊急時切り離し ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥270
傾斜異常 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥262
コネクターライン確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥220
コネクターラインが充填されない ‥‥‥‥222
コネクターライン流速不良 ‥‥‥‥‥‥‥243

最終バッグライン確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥240
最終注液前排液 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥252
最終注液量確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
再プライミングの手順 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥222
システムエラー‥‥‥‥‥‥‥‥‥223～226
自動回避アラーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥215
手動回避アラーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥215
少液量モードは無効 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥263
初回排液限度： ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥245
初回排液限度：設定なし ‥‥‥‥‥‥‥‥244
初回排液量確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
除水量が上限を超えました ‥‥‥‥‥‥‥264
処方は無効 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥257

総除水量を確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
装置の位置確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥256
総注液量を確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265

タイダール量を確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
注意：除水不良 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥250
注液は終了していません ‥‥‥‥‥‥‥‥266
注液量確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
治療時間を確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
治療強制終了の手順 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥227
停電時の操作‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥246～249
電圧低下 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥247
電源が復帰しました ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥246

排液は終了してません ‥‥‥‥‥‥‥‥‥266
排液ライン確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥240
排液ライン流速不良 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥243
排液量過剰ABC‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥268
排液量不良 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥216
バイパスの手順‥‥‥‥‥‥‥‥‥229～236
バッグライン確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥240
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ヒーターライン流速不良 ‥‥‥‥‥‥‥‥243
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昼間注液量確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265
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夜間注液量確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥265

ラインとバッグの確認 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥219
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 　　システムは治療中、治療が問題なく行われているか、また機器内部のシステムが正しく機能しているかを、 

常に診断しています。これによって問題が見つかった場合、　　システムは次のことを行います。 

アラーム発生時の対応 

アラームの種類 

アラームには3種類あります。 

1． 自動回避アラーム（鳴り止むアラーム） 
     アラーム発生の原因が体動などで自動的に解除されたとき、ボタン操作をせずに鳴 
     り止むアラームです。 
　  まず、アラームが3回鳴り、　　システムが自力で問題解決を図ろうとします。回避 
　  できない場合はアラームが6回鳴り、それでも回避できないときは手動回避アラー 
     ムになり手動での回避が必要になります。 

2．手動回避アラーム（鳴り止まないアラーム） 
     このアラームは連続的に鳴り、ボタン操作で回避する必要があります。 
     基本的な手順は、まず    でアラームを止め、表示部のアラーム情報を元に問題箇所 
　  を直してから    を押して治療に戻ります。 

3． システムエラー（鳴り止まないアラーム） 
     主に、機器内部の問題によって起こされるアラームです。 
     基本的な手順は、まず    でアラームを止め、表示部のシステムエラーの番号を書き 
     取ります。 
     次に、バクスターCAPDコールセンターへ連絡し、専任スタッフの指示に従ってください。 

機器についてのお問い合せは 

バクスターCAPDコールセンター（24時間通話無料）  

0120-506440
コ　　ー　　ル　　し　　よ　　う　 

＊ アラームを鳴らす。 

＊ 透析液の移動を止める。 

＊ アラームの種類を表示する。 

＊ 　　カードにアラームを記録する。（　　　　の場合） 
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表 示  

原 因  

排液量不良

・カテーテル内の障害物
・カテーテルの位置異常
・ システムの位置が高すぎる

治療中にこのアラームが継続する場合、または定期的にこのアラームが発生
する場合
・排液される液量に対して「初回排液の限度」の設定値が高すぎる
・お腹が空の状態で治療を開始しているのに「初回排液の限度」の設定値が
高すぎる

・カテーテルの位置異常やフィブリンによる閉塞

原因1の対処の手順：

体の向きを変えたりして、排液を出やすくします。

コネクターラインにつぶれがないか確認します。

見つけた問題点を修正します。自動回避アラーム状態であれば、ボタンを押す
必要はありません。

または

手順1

手順2

手順3

原因2の対処の手順：

以下の手順に従って、排液量と初回排液の限度の設定値を確認します。

かかりつけの病院と連絡を取り、「初回排液の限度」の値が適切か確認します。フ
ィブリンによる閉塞の場合、フィブリン管理のための投薬について相談してくだ
さい。バイパスしたいのであればどのような場合安全かご相談ください。
どうしても排液量不良をバイパスしたい場合は233ページを参照してください。

手順1

手順2

手動回避アラームになってしまったら：

停止ボタンを押してアラーム音を止めます。

体の向きを変えたり、 システムの位置を15cm位低くします（またはご使
用者の就寝位置を高くします）。

開始ボタンを押して治療を再開します。

手順1

手順2

手順3

【自動回避アラーム】→【手動回避アラーム】

原因1

原 因  原因2
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停止ボタンを
押す

停止ボタンでアラーム音を消します。

を押す 排液量を見ます。

を押す この画面は初回排液中には表示されません。
初回排液量が不十分だと、お腹に透析液が
残った状態になります。その場合、実際の除
水量が、表示される除水量より少なくります。

を押す

このサイクルで出てきてほしい排液量を表
示します。

を押す 現在までの最新の除水量を表示します。

を押す 排液関連のアラーム名が表示されます。
｢排液は終了していません」は現在の排液サ
イクルで出なければならない排液量が出て
いない場合表示されます。バイパスをなる
べく回避していただくための注意です。
｢注意：除水不良」は現在のサイクルまたは
蓄積されたサイクルにおいて注液量の一定
割合以上お腹に液が残っているときに表示
されます。

を押す

排液量を見たいときには…
ボタン操作 表示 備考

排液量不良

排液量不良

排液中：2／5

排液量：○○○P

初回排液量：○○○P

初回排液の限度：○○P

現在の除水量：○○○P

排液は終了していません

注意：除水不良

バイパス◇

排液の限度：○○○P

タイダール排液量：○○○P

交互に表示 

「注意：除水不良」を発生させないためにはここで表示される液量以上排液する必

要があるかもしれません。

「排液量不良」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となることがある
ので、過注液の可能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排
液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ペ
ージ）」をご覧ください。ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、
乳幼児や小児）に使用するときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

または

または

または
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1010 困ったときの対処方法

218

A
バイパスしたくない場合、 開始ボタンを
押して排液に戻ります。
この手順を推奨します。

開始ボタンを 排液に戻ります。
押す。

B

強制排液が出るまで ボタンを押します。

強制排液が出たら 設定ボタンを押します。

を押す

C 次で「排液量不良」をバイパスすると、次の注液は全量注液となります。

ここで 設定ボタンを押してバイパスする
と、次の注液は全量注液となってしまいま
す。
どうしてもバイパスしたいときには、ここ
で　 開始ボタンを押していったん排液に戻
ってからバイパスを行い、「部分注液」にし
てください（「排液中」のバイパス方法は
230～231ページを参照してください）。

「排液量不良アラーム」をバイパスし、部分
注液する方法は「 「排液量不良」アラー
ムのバイパス方法（233ページ）」を参照し
てください。

55

次のA、B、Cどれかを選んでください
ボタン操作 表示 備考

バイパス◇

排液中：2／5

バイパス◇

強制排液◇

排液量：○○○P

バイパス◇

除水量がマイナスの場合や、排液量が通常より少ない場合や、お腹が空ではないと

思うときにはバイパスしないでください。

透析液を体内に再吸収していないのであれば、排液を再開するか、または強制排液

を選択してください。排液を再開することによりアラームが再発するかもしれませ

ん。強制排液を複数回行えば、アラーム音の発生を抑えることができます。

バイパスを選ぶと、治療の安全範囲を超えてしまいます。「注意：除水不良」ではな
い限り、 システムはお腹が空であると考えて、次の注液に移ってしまいます。
またはいったん排液に戻ってからバイパスを行い「部分注液」にしてください。「注
意：除水不良」の対応については250ページを、「部分注液」をするバイパス方法は
233ページを参照してください。

を押す
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表 示  

原 因  

ラインとバッグの確認

①1本または複数のラインが閉塞していたり、透析液バッグが空だったり、ど

このラインに問題が起こっているのか、特定できないときに発生します。

②プライミング中に総注液量が6000mLをこえる設定で、ヒーターライン以

外のバッグラインが閉まっているとき、アラームが鳴ります。

次のことを調べます。

1．ラインの折れ曲がり

2．クランプが確実に開いている

3．透析液バッグの接続部（システムⅡの透析液バッグを使用している場合、

フランジブルシールの不確実な折れ）

4.  コネクターラインのクランプが確実に開いている

問題箇所を直します。

＊システムⅡの透析液バッグを使用している場合、フランジブルシールの間

（約3mm）を十分に開けるようにしてください。

対 処  

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

ラインなどを調べ、問題箇所を直します。

を押して、処方に戻ります。

【手動回避アラーム】

治療中に、空になった透析液バッグを新しい透析液バッグに交換したり、切り離し

た透析液バッグをつないだりしないでください。透析液や透析液の流路を汚染する

可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を負

ったり死亡したりする恐れがあります。

治療中に透析液バッグが外れた場合、「治療強制終了の手順（227ページ）」に従っ

て使用していた回路および透析液バッグを捨ててください。その後かかりつけの医

療機関にご相談ください。
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1010 困ったときの対処方法

表 示  

原 因  

コネクターライン確認

①ラインの折れ曲がりやつぶれ、クランプが閉まっている、透析液バッグが空
であるなどの理由で、ラインに透析液が流れません。

②プライミング中に「コネクターライン接続後→」と交互に表示されます。コ
ネクターラインに透析液が満たされていることを確認したあと、接続してく
ださい。これはアラームではなく注意を促す表示です。

上記①の場合には次のことを調べます。
1．ラインの折れ曲がり、つぶれ（下着のずれなどでカテーテルがつぶれている）

がないか
2．ラインがドア上部に挟まっていないか
3．クランプが確実に開いているか
4．フィブリンの詰まりがあるか
5．透析液バッグの接続部（システムⅡの透析液バッグを使用している場合、

フランジブルシールが約3mm以上あいているか）に問題がないか

問題箇所を直し、そのまま待ちます。ボタン操作は必要ありません。

＊システムⅡの透析液バッグを使用している場合、フランジブルシールの間
（約3mm）を十分に開けるようにしてください。

自動的に治療に復帰できなかった場合のアラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

ラインの問題箇所を直します。

を押して、治療に戻ります。

対処  

問題箇所を直しているにもかかわらず、アラームが鳴る場合は、アラーム名を書き取り、当社
CAPDコールセンターに連絡してください。

【自動回避アラーム】

治療中に、空になった透析液バッグを新しい透析液バッグに交換したり、切り離し

た透析液バッグをつないだりしないでください。透析液や透析液の流路を汚染する

可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や健康被害を負

ったり死亡したりする恐れがあります。

治療中に透析液バッグが外れた場合、「治療強制終了の手順（227ページ）」に従っ

て使用していた回路および透析液バッグを捨ててください。その後かかりつけの医

療機関にご相談ください。
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現 象  

原 因  

①治療の準備中
「回路セット後→」の表示でカセットが入りづらくなった。

②治療終了後
「コネクターラインと回路外した後→」と「クランプを閉じた後→」の交互
の表示で、ドアが開かなくなりカセットが取り外せなくなった。

ドアを開けて、ある一定時間経過すると、安全のためオクルーダーが閉じるため。

対処方法：（治療終了後）

2つの表示が交互に表示されます。
コネクターラインと接続チュー
ブが切り離されていることを確認
します。

停止ボタン
を押す

を押す しばらくすると、オクルーダーが
開きます。
カセットを取り出します。

を押す 電源を切ります。

手順 ボタン操作 表示 備考

手順1 コネクターラインと回路外した後→

クランプを閉じた後→　

コネクターラインと回路外した後→

クランプを閉じた後→　

電源を切って下さい

手順2

手順3

手順4

対処方法：（治療の準備中）

「回路セット後→」と表示されて
いるにもかかわらず、カセットが
入れにくい場合の操作です。

停止ボタン
を押す

を押す しばらくすると、オクルーダーが
開きます。
カセットを入れます。

を押す 回路確認を行います。

手順 ボタン操作 表示 備考

手順1 回路セット後→

回路セット後→

回路確認中

手順2

手順3

手順4

カセットが入らない／カセットが取り外せない

交互に表示 

交互に表示 

P214-281  11.6.28 2:05 PM  ページ 221



表
示
部
の
説
明 

調
整
メ
ニ
ュ
ー 

ナ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー 

仕
　
様 

排
液
の
採
取
方
法 

旅
行
に
際
し
て 

お
手
入
れ
方
法 

点
検
手
順
と
注
意 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

222

1010 困ったときの対処方法

現象  

原 因  

プライミングが終了し｢コネクターライン接続後→」の表示になっているにも

かかわらず、コネクターラインに透析液が満ちていない。

コネクターラインのクランプが開いていなかった。

コネクターラインに透析液が満ちる前にカセット内のバルブが閉まってしまった。

対処方法：

を押す 「停止：準備中」にします。

を押す

を押す ライン保持盤にコネクターライン
があることを確認します。
コネクターラインのクランプが
開いていることを確認します。

を押す 再プライミングが始まり通常の動
作に移ります。
プライミングが終わったら、透析
液がコネクターラインの先端近く
まで満ちていることを確認してく
ださい。
プライミングが正しく終わるま
で、手順1～4を繰り返してくだ
さい。

手順 ボタン操作 表示 備考

コネクターライン接続後→

コネクターライン確認

停止：準備中

コネクターラインの再プライミング◇

ライン保持盤にコネクターライン有→

プライミング中

手順1

手順2

手順3

手順4

交互に表示されます。

再プライミングの手順（コネクターラインが充填されない）
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表 示  

原 因  

システムエラー：2240

システムエラー：2267

システムが回路内に空気を検出し排液ラインに流しました。このシステ

ムエラーは下記の原因が考えられます。

・バッグや回路の液もれ

・バッグの接続忘れ

・接続部のゆるみ

・不十分なプライミングにより、充分な透析液がコネクターラインに満た

されていない

・未使用のバッグラインのクランプ閉じ忘れ

・トレーニング時に患者模擬バッグに空気が入った状態で使用

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

手順4

手順5

手順6

手順7

を押し、表示されている値を点滅させます。

治療がどこまで進んでいるかと、システムエラー番号を書き留めます。

電源スイッチを切り、2～3秒後に入れなおします。システムエラー2367が表
示されます。

もう一度電源スイッチを切り、2～3秒後に入れなおします。「設定確認▽後　治
療開始→」の表示になります。

全てのクランプを閉じます。

セットから接続チューブを切り離します。使用していた回路と透析液バッ
グを システムから取り外します。

バクスターCAPDコールセンターか、かかりつけの病院までご連絡ください。

【手動回避アラーム】
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1010 困ったときの対処方法
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使用済みの回路や透析液バッグは使用しないで下さい。透析液や回路が汚染されてい
る可能性があります。腹膜炎などになる可能性があります。

アラームを直すための操作がわからない場合、24時間通話無料の
バクスターCAPDコールセンター（0120-506-440）までご連絡ください。

＊再度、治療を開始する場合は、新しい透析液と新しい回路で準備しなおしてください。
＊システムエラー2240/2267は機械の故障ではありません。

全てのクランプを閉じる前にドアを開けないでください。全てのクランプを閉じて

おくことにより、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御

できず、自由に透析液が流れてしまうことを防ぐことができます。液の流れの制御

が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる可能性があります。過

注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010
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表 示  システムエラー：○○○○

電源スイッチがあまりにも早く入り切りされました。

機器内部で現在のサイクルかまたは継続したサイクルでの異常を検出しまし

た。

【手動回避アラーム】

原 因  原因1

原 因  原因2

原因1の対処の手順：

電源スイッチを切ります。

10秒後にもう一度電源スイッチを入れます。

手順1

手順2

原因2の対処の手順：

停止ボタンを押しアラーム音を止めます。

治療がどこまで進んでいるかとシステムエラー番号を書き留めます。（例：「注
液中：2／4」「システムエラー2240」）

バクスターCAPDコールセンターか、かかりつけの病院までご連絡ください。

コールセンタースタッフの指示に従ってください。システムエラーの番号によ
って行う作業が変わります。

手順1

手順2

手順3

手順4
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システムエラーは、電源の切り入り操作で復帰することが多くあります。機器の交換は
回路を交換して行っても同じシステムエラーが再現する場合に行います。

システムエラー番号

2042、2044、2046

2065～2071、2098、2265

2240、2267、2367

他のシステムエラー

上記手順の次に行うこと

接続チューブを セットの接続する前であれば、
「回路を再セット後→」と同じ手順に従ってください。

セットと接続してしまった後であれば、他のシス
テムエラーの対応をとってください。

全てのクランプを閉じてください。電源スイッチを切
ってからもう一度入れ、治療を中断してください。

システムエラー2240／2267／2367のページを参
照してください。

以下のどれかを行ってください。
1．治療を継続する
2．治療を中断する
3．その状態をバイパスする
4．強制排液を行う

電源を切り入りする場合には必ずすべてのクランプを閉めてください。
正しくクランプが閉まっていないと、透析液の流れが制御できない場合があります。

システムエラーの対処方法

全てのクランプを閉じる前にドアを開けないでください。全てのクランプを閉じて

おくことにより、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御

できず、自由に透析液が流れてしまうことを防ぐことができます。液の流れの制御

が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる可能性があります。過

注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010
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治療強制終了の手順
治療を強制的に途中で終了する方法です。

どんな理由にせよ、治療を強制終了した場合は、お腹には通常より多い透析液が残っている可

能性があります。そのような場合、次回の治療の「初回排液の限度」の値が低すぎるかもしれ

ません。過注液を防ぐため、次回治療を行うときには以下のどちらかを行ってください。

・治療開始して接続チューブをつないだ後に「初回排液限度：○○mL」が表示されたら、

停止ボタンを押してから ボタンで初回排液限度の設定値を現在お腹の中にあると思わ

れる液量の70％以上まであげてください。

または

・「初回排液限度：○○mL」が表示されなかったら、 停止ボタンを押してから ボタンで

「強制排液」を表示してください。 設定ボタンで強制排液を行ってください。強制排液が

終了すると、 システムは「停止：排液中」が表示されます。強制排液は何度でもアラ

ーム音を鳴らさずに実施できます。排液に戻ると、アラーム音が鳴ることがあります。

治療強制終了の手順：

電源スイッチを切る システムはライン内の液の流
10秒程度お待ちください。 れを止めます。

電源スイッ
チを入れる

アラームが鳴ります。

を押す アラーム音を止めます。
2つの表示が交互に表示されます。

を押す 現在の治療状況を記録します。

を押す 初回排液量を記録します。

を押す 除水量を記録します。「総除水量」が
表示されている場合 を押し、各
サイクルの除水量を確認できます。

手順 ボタン操作 表示 備考

しばらくお待ちください手順2

手順1

電源が復帰しました

電源が復帰しました

○○中：○／○

手順3

注液量：○○○P手順4

排液量：○○○P

または

貯留残り時間：○○：○○
または

または

初回排液量：○○○P手順5

手順6 総除水量：○○○P◇

現在の除水量：○○P
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を押す 平均貯留時間を記録します。 を
押し、各サイクルの実際の貯留時
間を確認します。

を押す

を押す ※治療終了操作は、ご使用の回路
別の -2、 -2、 -2を参照し
てください。

665544

手順7 平均貯留時間：○：○○◇

治療を終了します

クランプを閉じた後→

手順8

手順9

貯留時間が短縮された場合「治療を終了します」のあとに「貯留時間短縮：○時間○○分」が表
示される場合もあります。

何回も治療をうまく終えられなかったり治療の一部を飛ばした場合、貯留時間や治

療時間が短くなり、尿毒症の原因となることがあります。
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停止ボタン アラーム音を止めます。2つの表
を押す 示が交互に出ます。

開始ボタン
を押す
または

ボタンを押す

手順 ボタン操作 表示 備考

排液量不良

排液量不良

初回排液　　　　　

初回排液

排液量：○○P

手順1

手順2

バイパスの手順
アラームを回避したり、次の動作に移る場合に行います。安全をよく確認してから行ってください。

ここでは以下の6つの場合について詳しく説明します。それぞれの場合に表示内容が異なります。
①初回排液のバイパス
②初回排液中の「排液量不良」アラームのバイパス
③排液中のバイパス
④「排液は終了していません」のバイパス
⑤「排液量不良」アラームのバイパス
⑥「注意：除水不良」アラームのバイパス
⑦補液中の「バッグライン確認」アラームのバイパス
なお、排液中にバイパスを行った場合の注液（全量と部分注液）については297ページを参
照してください。

①初回排液のバイパス
過注液にならないようにするため、初回排液中のバイパスは、「排液量不良」アラームが出て
いない限り、できないようになりました。
初回排液中の「排液量不良」アラームのバイパスについては下記を参照してください。

②初回排液中の「排液量不良」アラームのバイパス方法：
ここでは初回排液中の「排液量不良」アラームのバイパス方法を説明します。
いつなら安全にバイパスできるかについてはかかりつけの病院にご相談ください。

「排液量不良」を初回排液中にバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液とな

ることがあるので、治療の後半で過注液の可能性があります。体の位置を変えたり

立ち上がったりして排液ができるように工夫してください。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

体の位置を変えて 開始ボタンを
押して初回排液を再開してください。
または

ボタンを押して排液量を表示
します。
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ボタンを押す バイパスが表示されます。

以下A、B、C 3つの手順よりどれかを選択してください。

A

B

C

バイパス

バイパス

初回排液

バイパス

注液中：1／○

排液量：○○P

手順5

手順6

「強制排液」を表示してください。
この手順を推奨します。

設定ボタンを押すと強制排液
が始まります。

バイパスしたくない場合は 開
始ボタンを押し「初回排液」に戻
ってください。

設定ボタンを押してバイパス
を行ってください。1サイクル目
の注液に移ります。（全量注液）

ここで「バイパス」を選択すると、 システムはお腹が空であると判断します。
そのため、次の注液は全量注液となります。

流速が遅かったり、流速がなくなったりすると「排液量不良」と「初回排液」の表

示が交互に出ます。

③排液中のバイパス方法：
ここでは初回排液以外の排液中のバイパス方法を説明します。
いつなら安全にバイパスできるかについてはかかりつけの病院にご相談ください。

排液をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となることがあるので、過注
液の可能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強
制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法
（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

初回排液の限度：○○P手順3

排液は終了していません手順4

ボタンを押す

設定ボタン
を押す

開始ボタン
を押す

設定ボタン
を押す

バイパス

強制排液
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ボタンを押す 排液量がどの程度増えれば注液に
移るかの基準値が表示されます。

ボタンを押す 現在までの除水量が表示されます。

ボタンを押す 現在までの排液量が手順3で示され
た基準値より出ていない場合、「排
液は終了していません」の表示が
出ます。バイパスをなるべく回避
していただくための注意です。

ボタンを押す バイパスが表示されます。

設定ボタン 設定ボタンを押してバイパス
を押す を行ってください。

次の注液に移ります。注液量はお
腹に残っていた液量に従った部分
注液になります。
もし現在までの排液量が手順3で
示された基準値より出ていない場
合、「排液は終了していません」
の表示が出ます。「排液は終了し
ていません」をバイパスしたい場
合は下記④を参照してください。
｢注意：除水不良」が出ることが
あります。その場合、本章の「注
意：除水不良」250ページを参照
してください。

現在の除水量：○○P手順4

排液は終了していません

バイパス

手順5

手順6

手順7

「注意：除水不良」アラームを回避するため、この基準値よりも多く排液する必要が

あるかもしれません。

バイパス

注液中：3／5

排液は終了していません

または

注意：除水不良

または

④「排液は終了していません」のバイパス方法：
ここでは「排液は終了していません」のバイパス方法を説明します。
いつなら安全にバイパスできるかについてはかかりつけの病院にご相談ください。

排液の限度：○○P

タイダール排液量：○○P

手順3
または

停止ボタン
を押す

ボタンを押す ボタンを押して排液量を表示
します。

手順 ボタン操作 表示 備考

排液中：2／5

停止：排液中手順1

排液量：○○P手順2
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停止ボタン 停止ボタンでアラーム音を止
を押す めます。

ボタンを押す ボタンを押して現在の排液量を
表示します。次のサイクルの注液
量は、一回注液量からこの排液量を
引いた値で注液されます。初回排
液のときにはこの表示は出ません。

ボタンを押す 今実施している治療の「初回排液
の限度」または「初回排液量」が
表示されます。

ボタンを押す

ボタンを押す 現在までの除水量が表示されます。

ボタンを押す ｢排液は終了していません」の表示
が出ます。バイパスをなるべく回
避していただくための注意です。

ボタンを押す バイパスが表示されます。

設定ボタン 設定ボタンを押して「排液は
を押す 終了していません」をバイパスし

てください。次の注液に移ります。
注液量はお腹に残っていた液量に
従った部分注液になります。

排液は終了していません

排液中：2／5

手順1

排液量：○○P手順2

初回排液の限度：○○P手順3

排液の限度：○○P

タイダール排液量：○○P

手順4

現在の除水量：○○P手順5

排液は終了していません手順6

バイパス手順7

または

初回排液量：○○P

「注意：除水不良」アラームを回避するため、この基準値よりも多く排液する必要が

あるかもしれません。

バイパス

注液中：3／5

手順8

「排液は終了していません」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液とな
ることがあるので、過注液の可能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強
制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法
（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意してください。

バイパスをしようとしたときに、
現在の排液量が排液の限度以上出
ていないときに、「排液は終了し
ていません」の表示が出ます。

手順 ボタン操作 表示 備考

排液は終了していません

「排液量不良」をそのままバイパスすると全量注液となります。

排液量がどの程度出れば注液に移
るかの基準値です。

または

1010
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⑤「排液量不良」アラームのバイパス方法（次回注液は部分注液となります）：
「排液量不良」アラームは、流速から見てお腹が空であると判断した結果出たのですが、最低
限出なければならない排液量が出てきていないというアラームです。ここでは「排液量不良」
アラームのバイパス方法を説明します。
いつなら安全にバイパスできるかについてはかかりつけの病院にご相談ください。

「排液量不良」をそのままバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となるこ
とがあるので、治療の後半で過注液の可能性があります。「排液量不良」をバイパ
スする前に、体の位置を変えたり立ち上がったりして排液ができるように工夫して
ください。どうしてもバイパスする必要がある場合には以下の手順に従って一度
「排液中」に戻ってからバイパスを行ってください。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強
制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法
（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

を押す アラーム音を止めます。2つの表
示が交互に出ます。

を押す 「排液中」に戻します。

ボタンを押す 再度、動作を停止させ、そのあと、
バイパスを行います。

ボタンを押す ボタンを押して排液量を表示し
ます。

を押す 排液量がどの程度増えれば注液に
移るかの基準値が表示されます。

を押す 現在までの除水量が表示されます。

を押す もし現在までの排液量が手順5で示
された基準値より出ていない場合、
「排液は終了していません」の表示
が出ます。バイパスをなるべく回
避していただくための注意です。

を押す 「バイパス」が表示されます。

手順 ボタン操作 表示 備考

排液量不良

排液量不良

排液中：2／5

手順1

排液中：2／5

停止：排液中

手順2

手順3

排液量：○○P手順4

排液の限度：○○P

現在の除水量：○○P

タイダール排液量：○○P

手順5

手順6

排液は終了していません手順7

バイパス手順8

または

「注意：除水不良」アラームを回避するため、この基準値よりも多く排液する必要が

あるかもしれません。
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停止ボタン アラーム音を止めます。2つの表
を押す 示が交互に出ます。

を押す 設定ボタンを押してバイパスを行
ってください。次の注液に移ります。
注液量はお腹に残っていた液量に従
った部分注液になります。
もし現在までの排液量が手順5で示
された基準値より出ていない場合、
「排液は終了していません」の表示が
出ます。バイパスをなるべく回避し
ていただくための注意です。「排液は
終了していません」をバイパスした
い場合は231ページを参照してくだ
さい。
「注意：除水不良」が出ることがあり
ます。その場合、本章の「注意：除
水不良」アラームのバイパス方法
（下記）のページを参照してください。

バイパス手順9
注液中：3／5

排液は終了していません

または

注意：除水不良

または

⑥「注意：除水不良」アラームのバイパス方法：

「注意：除水不良」はかかりつけの病院の指示がない限りバイパスしないでください。

「注意：除水不良」は前のサイクルでバイパスされていたらもうバイパスはできません。
「注意：除水不良」アラームを安全にバイパスできると思うときには以下の手順に従
ってください。
いつなら安全にバイパスできるかについてはかかりつけの病院にご相談ください。

「注意：除水不良」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となることが
あるので、過注液の可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被
害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強
制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法
（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

注意：除水不良

注意：除水不良

排液中：2／5

手順1

「注意：除水不良」の基準の初期値は注液量の50％です。

少液量モードの場合、「注意：除水不良」の基準値は注液量の20～60％で設定でき

ます。

手順 ボタン操作 表示 備考
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ボタンを押す ボタンを押して排液量を表示し
ます。

ボタンを押す 現在の治療の初回排液のときに出
てきた排液量が表示されます。

ボタンを押す 排液量がどの程度出れば注液に移
るかの基準値が表示されます。

ボタンを押す 現在までの除水量が表示されます。

ボタンを押す もし排液の限度まで排液されていな
い場合、「排液は終了していません」
が表示されます。バイパスをなるべ
く回避していただくための注意です。

ボタンを押す バイパスが表示されます。

以下A、B、C3つの手順よりどれかを選択してください。

A

開始ボタン
を押す

B

C

排液量：○○P

初回排液量：○○P

手順2

手順3

排液の限度：○○P手順4

現在の除水量：○○P手順5

排液は終了していません手順6

「注意：除水不良」は、一回注液量からこの排液量を引いた液量を、前回のサイクル

までの総除水量から引いた値に対して計算されます。

「注意：除水不良」アラームを回避するため、この基準値よりも多く排液する必要が

あるかもしれません。

タイダール排液量：○○P
または

バイパス

バイパス

排液中：2／5

バイパス

強制排液

排液量：○○P

バイパス

注液中：3／5

手順7

手順8

設定ボタンを押して強制排液
を行ってください。

バイパスしたくない場合は 開始
ボタンを押し排液に戻ってください。

設定ボタンを押してバイパス
を行ってください。次サイクルの
注液に移ります。注液量は部分注
液となります。

ここで「バイパス」を選択すると、 システムはお腹が空になったと判断します。

次の注液はお腹に残っている液を差し引いた部分注液となります。

排液を出やすくするため、体の位置を変えてください。カテーテル近くで出にくくな

っている透析液が出てくることも考えられます。

ボタンを押す

設定ボタン
を押す

設定ボタン
を押す

ボタンを押して「強制排液」
を選択してください。
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「注意：除水不良」アラームをバイパスすると一時的に「排液の限度％」の値を無効

にして動作します。「排液の限度％」が無効の状態は総除水量が「注意：除水不良」

アラームの限度（通常は注液量の50％）を超えるまで継続します。

⑦補液中の「バッグライン確認」アラームのバイパス方法：
治療中に予定外の補液が発生し、さらにバッグラインからの液が不足したときアラームが発生しま
す。このアラームはそのままではバイパスできません。注液に戻る場合この手順に従ってください。

停止ボタン 停止ボタンを押します。2つの
を押す 表示が交互に出ます。

開始ボタン 開始ボタンを押してヒーター
を押す バッグを補液中に戻します。

停止ボタン
を押す

ボタンを押す 注液量が表示されます。

ボタンを押す バイパスが表示されます。

設定ボタン 設定ボタンを押してバイパスを
を押す 行ってください。その後「補液は

終了していません」の表示となり
ます。バイパスをなるべく回避し
ていただくための注意です。

停止ボタン 停止ボタンを押すとこの2つの
を押す 表示が交互に出ます。

ボタンを押す 注液量が表示されます。

ボタンを押す 初回排液量が表示されます。

ボタンを押す 総除水量が表示されます。

ボタンを押す バイパスが表示されます

設定ボタン 注液に戻ります。
を押す

バッグライン確認

バッグライン確認

ヒーターバッグを補液中

手順1

しばらくお待ちください

ヒーターバッグを補液中

手順2

停止：補液中手順3

注液量：○○P手順4

バイパス手順5

しばらくお待ちください

補液は終了していません

手順6

補液は終了していません

ヒーターバッグを補液中

手順7

注液量：○○P手順8

初回排液量：○○P手順9

総除水量：○○P手順10

バイパス手順11

注液中：○／○手順12

手順 ボタン操作 表示 備考

の表示の後
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表 示  

原 因  

回路を再セット後→○○○ クランプを閉じた後→

カセットが正しくセットされていないか、システムに何か問題が考えられます。

詳しい原因については次ページの表を参照してください。

【手動回避アラーム】

交互
に表示

アラーム対処の手順：

停止ボタンを押してアラーム音を止めます。表示されている3桁の番号を書
き留めます。

全てのクランプを閉めます。

ドアを開けます。

カセットを取り外します。

もういちどカセットを入れなおします。

次ページのようにチューブを本体側に曲げながらドアを閉めます。

開始ボタンを押します。
これで、表示が「バッグ接続後　クランプ開け→」と「クランプを開けてくだ
さい」を交互に表示します。

必要なクランプを開けます。

開始ボタンを押し、再度プライミングが行われます。

手順1

手順2

手順3

手順4

手順5

手順6

手順7

手順8

手順9

カセットを出し入れするときに、オクルーダーが短時間の間出てきてしまうことが

あるかもしれません。その場合、カセットが入れにくくなります。必要に応じ

て 停止ボタンを押してから 開始ボタンを押すことにより、オクルーダーを引

っ込めることができます。

全てのクランプを閉じる前にドアを開けないでください。全てのクランプを閉じておくことにより、透
析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの液の流れが制御できず、自由に透析液が流れてしまうこ
とを防ぐことができます。液の流れの制御が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる
可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行ってく
ださい。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、過注液
の有無に特に注意してください。

1010

警 告
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「回路を再セット後→　163」が繰り返し発生した場合には、以下のことを行います。カ
セットの四隅を押し、カセットを確実に入れます。カセットが確実に入っていることを
確認したあと、ラインを下図のように本体側に折り曲げるようにしながらドアを閉めて
ください。

回路を再セット後の番号

143、163、165-169

134-137、156、157

201

200、202、203

その他の番号

考えられる原因

以下の理由により、オクルーダーがチューブを閉めることができなかった
・低温
・カセットのチューブが重なり合っていた、またはどこかにぶつかってい
た

チューブが折れ曲がっていた、またはクランプされていた

・カセットがうまく入らなかったことによるカセットとドア内部との間で
の空気漏れ

・カセット外側のゴミ
・カセットのシートの穴

・カセットがうまく入らなかったことによるカセットとドア内部との間で
の空気漏れ

・カセット外側のゴミ
・カセットのシートの穴

カセットがうまくドアに入っていないか、カセットの異常

回路を再セット後→　アラームの原因

「回路を再セット後→　201」が発生しコネクターライン
から透析液があふれた場合、お腹に空気が入ることを防ぐ
ため、新しい セットと透析液バッグを使ってもう一度
やり直してください。

使用の前には常に、カセットのごみや傷、割れ目、穴がな
いか確認してください。

使用の前には常に、カセットのごみや傷、割れ目、穴がな
いか確認してください。

ヒーターバッグとカセットを治療開始前にヒーターの上に
おいておくとこのアラームの発生を抑えることができます。

P214-281  11.6.28 2:05 PM  ページ 238



困ったときの対処方法 10

表
示
部
の
説
明 

調
整
メ
ニ
ュ
ー 

ナ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー 

仕
　
様 

排
液
の
採
取
方
法 

旅
行
に
際
し
て 

お
手
入
れ
方
法 

点
検
手
順
と
注
意 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

239

表 示  

原 因  

新しい回路セット後→

新しいバッグと回路セット後→

準備中に発生するアラームです。

「新しい回路セット後→」と「クランプを閉じた後→」の交互表示は回路確認

中までの間に出現し、「新しいバッグと回路セット後→」と「クランプを閉じ

た後→」の交互表示はプライミング終了までに出現するアラームです。

使用中の回路になんらかの問題があると考えられます。

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

手順4

手順5

手順6

手順7

手順8

を押し、アラーム音を止めます。

回路のすべてのクランプを閉めます。（必ず閉めてください）

電源スイッチを切ります。

3～5秒後に電源スイッチを入れます。

（ では、必要に応じて追加情報を入力した後で）「設定確認▽後　治療開
始→」が表示されたら を押します。
「回路セット後→」と表示されます。

新しい透析液と回路を用意します。
現在の回路を取り外し、新しい回路をセットします。
（このときにこぼれた透析液が付着していれば清潔な布などできれいにふき取っ
てください）

を押します。

「バッグ接続後クランプ開け→」が表示されたら、クランプを開け、 を押します。
再度プライミングが行われます。

すでにコネクターラインに透析液が満たされている場合にドアを開けるときは、コネク
ターラインのクランプおよび開いているクランプは閉めてください。透析液がこぼれ
る原因となります。

【手動回避アラーム】

クランプを閉じた後→
交互
に表示

クランプを閉じた後→
交互
に表示
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表 示  最終バッグライン確認

排液ライン確認

バッグライン確認

ヒーターライン確認

ラインの折れ曲がりやつぶれ、クランプが閉まっている、透析液バッグが空であ

るなどの理由で、ラインに透析液が流れません。

次のことを調べます。

1．ラインの折れ曲がり、つぶれ（下着のずれなどでカテーテルがつぶれている）がないか

2．ラインがドア上部に挟まっていないか

3．クランプが確実に開いているか

4．フィブリンの詰まりがないか

5．透析液バッグの接続部（システムⅡの透析液バッグの場合、フランジブル

シールが約3mm以上あいているか）に問題がないか

問題箇所を直し、そのまま待ちます。ボタン操作は必要ありません。

ヒーターライン確認が1サイクルの注液中に発生する場合

・カセットがヒーターラインから液を引っ張ることができなかったか、全く

液がなくて排液ラインに液を流すことができなかった

・ヒーターラインまたは排液ラインが閉塞していた

1．ヒーターラインとヒーターバッグのチューブに閉塞がないか確認する

2．排液ラインと排液タンクに閉塞がないか確認する

3．もし直らなければ、バクスターCAPDコールセンターに電話ください。

＊「バッグライン確認」と「ヒーターバッグ補液中」の表示が交互に表示された場合は、使用

していないラインに補液バッグを追加し、以下の　　　～　　　に従ってください。

「○○○○ライン確認」
アラームが出ていると
きはバイパスは行えま
せん。

【自動回避アラーム】

原 因  原因1

原 因  原因2

原 因  対処1

原 因  対処2

手順1 手順3

「ヒーターライン確認」というアラームであっても、排液ラインが

原因であることがあります。

P214-281  11.6.28 2:05 PM  ページ 240



困ったときの対処方法 10

表
示
部
の
説
明 

調
整
メ
ニ
ュ
ー 

ナ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー 

仕
　
様 

排
液
の
採
取
方
法 

旅
行
に
際
し
て 

お
手
入
れ
方
法 

点
検
手
順
と
注
意 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

241

自動的に治療に復帰できなかった場合のアラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

ラインの問題箇所を直します。

を押して、治療に戻ります。

・治療中に空になった透析液バッグを新しいものと交換したり、外した透析液バッグ
を再度接続したりしないでください。透析液および透析液の流れる経路が汚染し腹
膜炎の原因となることがあります。

・治療中に透析液バッグが外れた場合、「治療強制終了の手順」（本冊子227ページ参
照）に従って、使用していた回路および透析液バッグを捨ててください。

＊プライミング中に「最終バッグライン確認」が表示された場合には、処方の「最終注液濃度変

更：」を確認してください。医師の処方が「ナシ」であるにもかかわらず「アリ」になっている

場合は「ナシ」に直してください。（処方の変更方法につきましては、本冊子198ページを参

照してください。）「アリ」であれば青いクランプのついた最終バッグラインに指定された濃

度の透析液を接続してください。

＊システムⅡの透析液バッグを使用している場合、フランジブルシールの間（約3mm）を十分

に開けるようにしてください。
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表 示  

原 因  

加温中

本機器のヒーターの温度センサーが33℃より低い値を検出したためです。

この場合、注液はされません。ヒーターバッグを温めるために「加温中」の表示

となります。「加温中」が表示されてから45分以内は、33℃に達して5分経過

したら自動的に「注液中」に移ります。45分経過しても33℃より低い値を検

出した場合、アラーム音が鳴ります。この時点で手動回避アラームとなります。

アラーム音が鳴った場合のアラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

ヒーター上の透析液バッグが、機器の温度センサーとヒーターをしっかり覆って
いることを確認します。

を押して治療に戻ります。再び「加温中」の表示となり透析液を適温に温めま
す。機器の温度センサーが適温を検知したら、治療再開となります。

「加温中」が長時間続いた場合、治療時間に影響することがあります。 システムの
使用温度は15℃～36℃です。この範囲になるように環境を整えてください。また透
析液、回路も同様に同じ範囲内で使用してください。

ポイント ポイント 
冬期は、治療30～60分前に システムの電源スイッチを入れヒーター上に透析液
バッグを、その上に セットを乗せて温めておきます。他の透析液バッグは加温器
で温めたものを使用してください。

【自動回避アラーム】
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表 示  

原 因  

対 処  

コネクターライン流速不良

排液ライン流速不良

バッグライン流速不良

ヒーターライン流速不良

流速が著しく遅いため、貯留時間つまり重要な透析時間を短くするおそれがあ

るので、アラーム音が鳴りました。ラインの折れ曲がりやつぶれ、クランプが

きちんと開いていないことが考えられます。

次のことを調べます。

1．ラインの折れ曲がり、つぶれ（下着のずれなどでカテーテルがつぶれている）

がないか

2．クランプが確実に開いているか

3．フィブリンの詰まりがあるか

4．透析液バッグの接続部（システムⅡの透析液バッグを使用している場合、

フランジブルシールが約3mm以上あいているか）に問題がないか

問題箇所を直し、そのまま待ちます。ボタン操作は必要ありません。

＊システムⅡの透析液バッグを使用している場合、フランジブルシールの間

（約3mm）を十分に開けるようにしてください。

自動的に治療に復帰できなかった場合のアラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

ラインの問題箇所を直します。

を押して、治療に戻ります。

問題箇所を直しているにもかかわらず、アラームが鳴る場合は、アラーム名を書き取り、バクス
ターCAPDコールセンターに連絡してください。

【自動回避アラーム】

「排液ライン流速不良」はバイパス出来ません。
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表 示  

原 因  

初回排液限度：設定なし

治療開始時に初回排液の限度が「設定なし」となっています。

対処の手順：

手順1

手順2

電源スイッチを切り、2～3秒後に入れなおします。

調整メニュー（本冊子284ページ）で「初回排液の限度」を「設定なし」では
ない適切な値に変えてください。

調整メニューでこの変更を行えば､それ以降の治療の「初回排液の限度」の設定値が書
き換わります。

「初回排液の限度」を不用意に下げたり「設定なし」にすると、完全に排液を終了

しないで1サイクルの注液に移ってしまうため過注液となることがあります。過注

液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「 調整メニュー」の284ページにある「初回排液の限度」を始めて設定すると

きの推奨値を参考に設定してください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1212
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表 示  

原 因  

初回排液限度：○○○P

治療開始時に「初回排液の限度」が低く設定されています。

対処の手順：

手順1

手順2

手順2

を押し、表示されている値を点滅させます。

または で「初回排液限度」の値を変えます。
（この書き換えでは今回の治療の設定値が一回だけ書き換わります）

を押して入力後、 で初回排液に戻ってください。

治療開始時に値を変えることにより、今回行う治療の「初回排液の限度」のみ書き換
わっています。今後の設定値を変えたい場合は、調整メニュー（本冊子284ページ）
で「初回排液の限度」を「設定なし」ではない適切な値に変えてください。

「初回排液の限度」を不用意に下げたり「設定なし」にすると、完全に排液を終了

しないで1サイクルの注液に移ってしまうため過注液となることがあります。過注

液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

「 調整メニュー」の284ページにある【「初回排液の限度」を始めて設定すると

きの推奨値】を参考に設定してください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1212
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1010 困ったときの対処方法
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表 示  

原 因  

電源が復帰しました

停電が発生し、電源が30分以上2時間以内※注1に復帰した場合および電源が30

分以内に復帰した場合でも電圧低下中にボタン操作をした場合は、アラーム音

が鳴り「電源が復帰しました」と表示されます。

ただし、電圧低下中にボタン操作をせずに電源が約30分以内に復帰すると、

アラーム音は鳴らずに自動的に治療は継続されます。

を押してアラーム音を止め、 を押すと治療が継続されます。対処  

連続したアラーム音が鳴ります。

を押す

を押す 治療が継続されます。

アラーム音が鳴り電源が復帰したときのボタン操作：

ボタン操作 表示 備考

電源が復帰しました

電源が復帰しました

注液中：2／5

しばらくお待ちください

注液中：2／5

2時間以上経過してから電源が復帰した場合は、治療の続行は不可能になります。2時間以上経
過してから電源が復帰すると「治療終了　除水量確認後→」が表示されますので治療終了操作
を行ってください。アラーム音は鳴りません。

※注1 バッテリーの充電状態により“2時間”は短くなることがあります。

「初回排液」を開始するまでの間に停電が発生した場合には、電源が復帰すると、「設定
確認▽後　治療開始→」が表示されます。停電時に回路が機器にセットされている場合
には、すべてのクランプを必ず閉めてください。正しくクランプが閉まっていないと、
透析液の流れが制御できない場合があります。
誤って使用者と接続すると重大な事故につながるおそれがあります。過注液が疑われ
る場合には、本冊子269ページを参照してください。

2つの表示が交互に表示されます。
治療データを見たいときは を押しま
す。

【手動回避アラーム】
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表 示  

原 因  

電圧低下

停電、またはコンセントや本体から電気コードがはずれた場合に発生します。

電源コードがコンセントまたは、機器本体から外れていないか確認します。

停電の場合は電気が復帰するのを待つか、強制終了を行います。
対 処  

1．電圧低下（停電）が起きた場合の機器の対応
・電圧低下が起きたとき、治療は中断し､表示部も消えます。

2．30分以内に電源が復帰した場合
・ システムはアラームを鳴らさずに治療を再開します。

・停電が発生してから30分を経過するまでの間は、どのキーを押しても「電圧低下」が表示され、治

療データの確認ができます。もし、治療データを確認した場合は、電源が復帰した場合に「電源が復

帰しました」アラームが表示されるので / を押して治療に戻ります。

3．30分以内に電源が復帰しない場合
・停電発生後30分を経過すると「電圧低下」アラームが鳴ります。

・ でアラームを止めてください。

4．約2時間以内に電源が復帰した場合
・停電が発生した所から治療を再開できます。電源が復帰した場合、「電源が復帰しました」アラーム

が鳴ります。

・ / で治療を再開できます。

5．約2時間以内に電源が復帰しない場合
・「治療終了　除水量確認後→」となりますので、治療を終了してください。

・かかりつけの病院に連絡を取り、指示を仰いでください。最初から治療をやり直すか、治療を変更し

て行うかしてください。

・もし長時間にわたり停電が継続する場合、ツインバッグで交換する必要があるかもしれません。

・ で治療データを確認することができます。

停電時の操作：

【手動回避アラーム】
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1010 困ったときの対処方法

248

停電から復帰した後で、 セットが システム内にある場合、全てのクラン

プを閉じてから 開始ボタンを押して治療を開始してください。これにより、「回

路セット後→」の画面において、透析液バッグ同士や、患者様の接続チューブとの

液の流れが制御できず、自由に透析液が流れてしまうことを防ぐことができます。

制御が行われていない場合、落差による液の流れで過注液となる可能性があります。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010
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どれかボタンを 「電圧低下」と「○○中：○／○」が交互に
押します 表示されます。

を押す 現在のサイクルの状態を表示します。

を押す 現在の治療の初回排液量

を押す 前回排液までの総除水量または現在までの

除水量

を押す 現在の実際の平均貯留時間

を押す 治療を終了したい場合は、 を押します。
を押すと「クランプを閉じた後→」と表

示されます。

電圧低下時の治療データの確認および対処方法：

ボタン操作 表示 備考

電圧低下

注液中：3／5

貯留中：3／5

排液中：3／5

注液量：50P

貯留残り時間：0：52

排液量：100P

初回排液量：1200P

現在の除水量：○○○P

総除水量：450P◇

平均貯留時間：1：29◇

治療を終了します

または

または

または

または

または

または

「初回排液」になるまでの間の治療準備中に停電またはコンセントや本体から電気コー
ドが外れたり、電源スイッチが切れたりした場合は、 システムはオクルーダーを
閉め表示が消えます。電源が再度入った場合、 システムは「設定確認▽後 治療
開始→」の表示になります。全てのクランプを閉じてください。

1．停電中にボタンを操作して「電圧低下」アラームが発生した場合は、停電中ですの
で を押しても、治療は再開しません。

2．バッテリーの充電状態により「約2時間以内」の条件は変わります。
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1010 困ったときの対処方法

250

表 示  

原 因  

注意：除水不良

お腹に残っている液量が非常に多いというアラームです。
つまり、あるサイクルの排液が終了した時点で、それまでの総注液量から総
排液量を差し引いた値が、1回注液量の50％（標準モード）※以上お腹の中
に残っている時、発生するアラームです。
※少液量モード（小児モード）では20％～60％の間で設定できます。

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

手順4

を押し、アラーム音を止めます。

下記の手順に従って「現在の除水量」を確認し、アラームを解除します。

体の向きなどを変えます。

を押して、治療に戻ります。

このアラームが連続して発生したときには、必ずかかりつけの医療機関に連絡してください。
医療機関の指示なしにバイパスしないでください。CCPD/IPD療法およびタイダール療法の
とき、バイパスは1回のみ行えます。またハイブリッドCCPD療法およびハイブリッドタイダ
ール療法のとき、バイパスは昼間1回、夜間1回のみ行えます。バイパスの手順は本冊子229～
236ページを参照してください。

「注意：除水不良」アラームをむやみにバイパスしないでください。
・お腹の中に前回までの残液と次の注液量が入り過注液となる恐れがあります。バイパス
を行うときは、過注液を避けるために部分注液となる方法でバイパスを行ってください。

・部分注液となるバイパス方法につきましては本冊子234 ページを参照してください。
・過注液が疑われる場合には本冊子269ページを参照してください。

を押す アラーム音を止めます。
2つの表示が交互に表示されます。

を押す 現在のサイクルの排液量

を押す 現在の治療の初回排液量

を押す このサイクルで出てきてほしい排液量を表
示します。

除水量を見たいときには‥‥‥
ボタン操作 表示 備考

注意：除水不良

注意：除水不良

排液中：○／○

排液量：○○○P

初回排液量：○○○P

【手動回避アラーム】

排液の限度：○○○P

タイダール排液量：○○○P
または
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を押す 現在までの最新の除水量を表示します。

を押す 排液関連のアラーム名が表示されます。
「排液は終了していません」は現在の排液サイ
クルで出なければならない排液量が出ていない
場合表示されます。バイパスをなるべく回避し
ていただくための注意です。
「注意：除水不良」は現在のサイクルまたは蓄
積されたサイクルにおいて注液量の一定割合以
上お腹に液が残っているときに表示されます。

注意：除水不良

A

B

C

次のA、B、Cどれかを選んでください
ボタン操作 表示 備考

バイパス◇

バイパス◇

強制排液◇

排液量：○○○P

バイパス◇

注意：除水不良

注液中：3／5

排液中：2／5

または

「注意：除水不良」を発生させないためにはここで表示される液量以上排液する必

要があるかもしれません。

ここでバイパスを選択すると、お腹に残った液を基準に次の注液は部分注液を行い
ます。

「注意：除水不良」は同じ治療中に2回バイパスできません。

透析液を体内に再吸収していないのであれば、排液を再開するか、または強制排液
を選択してください。排液を再開することによりアラームが再発するかもしれませ
ん。強制排液を複数回行えば、アラーム音の発生を抑えることができます。

「注意：除水不良」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となることが
あるので、過注液の可能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制
排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法
（254ページ）」をご覧ください。ご自分で異常を訴えることができない方（意識の
ない方、乳幼児や小児）に使用するときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

現在の除水量：○○○P

排液は終了していません

バイパスしたくない場合、 開始ボタン
を押して排液に戻ります。
この手順を推奨します。

設定ボタンを押してアラームをバイパ
スしてください。
「注意：除水不良」が一瞬出た後、次の注液
に移ります。部分注液となります。

開始ボタン
を押す

を押す

を押す

を押す

強制排液が出たら 設定ボタンを押します。

強制排液が出るまで ボタンを押します。

排液を始めます。
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252

表 示  

原 因  

目標除水量が出ていません

最終注液前排液を「ハイ」に設定した場合で、夜間の除水量が設定した「目標除

水量」に達しなかったときに発生します。これは手動回避アラームです。

アラーム対処の手順：

を押します。（「アラームを鳴らしますか：ハイ」に設定したときには、アラー
ムが鳴っています。）

を押し「排液中」に戻るか を押して他の項目を選びます。

さらに を押して、1.「排液量に関する情報」2.「バイパス」3.「強制排液」を選
びます。

手順1

手順2

手順3

「目標除水量が出ていません」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となる
ので、過注液の可能性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制
排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ペ
ージ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用する
ときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

｢最終注液前排液」をご使用になるときは、医師の指示に従ってください。

最終注液前排液について

最終注液を行う前に排液を行う方法です。
あらかじめ調整メニューにて処方を入力しておきます。（動作の仕組み、処方入力につきまして
は本冊子190ページを参照してください。）
設定した目標除水量に達しているときには、自動的に最終注液に移り、治療を終了します。
設定した目標除水量に達していないときには、再度「目標除水量が出ていません」の表示になり
ます。何度でも同じ操作を行うことができます。
目標除水量に達していないが「最終注液」に移りたいときや、最終注液を行わずに終了したい
ときには、「バイパス」を行ってください。（本冊子229～236ページを参照してください。）

【手動回避アラーム】
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表 示  

原 因  

液温調整中

ヒーターバッグの液温センサーが40℃（標準モードの場合：少液量では

39℃）より高い値を検出したため発生しました。室温と、 システムが発

生する熱とが相まって液温を高くしていると考えられます。安全のため、本機

器はこの温度より下がったことを確認後、注液を行います。

液温調整中に時間がかかった場合、治療時間に影響が出ることがあります。 シス
テムの使用温度は15℃～36℃です。この範囲になるように環境を整えてください。
また、透析液・回路も同様に同じ範囲内で使用してください。

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

電源スイッチを切って、 システムをさましてください。

ヒーターバッグの温度を下げる方法には下記のような方法があります。

＊扇風機を システムに向かって廻す。

＊ システムの電源を切り、ヒーター部またはプレートより透析液バッグ

をおろしてぬれタオル、アイスノンなどで冷やす。（冷やし過ぎないように

ご注意ください）
ヒーターバッグの液量が少なければ短い時間でさますことができます。

電源スイッチを入れます。「電源が復帰しました」が表示されます。
を押してから を押します。

液温が40℃（標準モードの場合：少液量では39℃）より下がっていれば治
療を再開します。

もし「液温調整中」が出る場合、もう一度電源を切り、手順1から再度行っ
てください。

【自動回避アラーム】
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強制排液の手順

排液量を表示します。 システム

が排液を感知しなくなる（流速が

12mL／分を下まわり1分間以上経

過または3mL／分を下まわり1分間

以上経過（少液量モード））と強制排

液が終了します。次に、 を押す

と治療が再開します。注液中に強制

排液を 停止したら、もう一度強制

排液を行い強制排液が終了するまで

お待ちください。

強制排液は、治療を停止し排液中にする操作です。治療終了後も強制排液を行うことができます。

対処方法：

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

手順 ボタン操作 表示 備考

停止：注液中手順1

注液量：○○○P手順2

総除水量：○○○P

バイパス◇

手順3

処方の確認／変更◇

手順4

調整メニュー変更◇

手順5

強制排液◇

手順6

強制排液量：○○○P

手順7

手順8

どの状態で停止したのか、表示されます。

注液中に強制排液を行っている場合は、停止したりバイパスしたりしないでくださ

い。過注液となることがあるためです。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は上記をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

P214-281  11.6.28 2:05 PM  ページ 254



困ったときの対処方法 10

表
示
部
の
説
明 

調
整
メ
ニ
ュ
ー 

ナ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー 

仕
　
様 

排
液
の
採
取
方
法 

旅
行
に
際
し
て 

お
手
入
れ
方
法 

点
検
手
順
と
注
意 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

255

過注液が疑われるときには以下に従ってくだ
さい。
1. 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを

押して「強制排液」を行ってください。
「強制排液」の手順は右記を参照ください。
また過注液が疑われる場合「 困った時
の対処方法（269ページ）」を参照してく
ださい。

2. 腹腔から完全に排液し終えたら、かかりつ
けの病院にご連絡をお願いします。

3. その際に、過注液についてだけには限らず、
どのような苦情や症状が認められたかにつ
いてもご相談願います。

4. この手順を行うにあたってサポートが必要
な場合、24時間通話無料のバクスター
CAPDコールセンター（0120-506440）
までご連絡願います。

5. もし過注液の症状が疑われ、しかもかかり
つけの病院やバクスターCAPDコールセン
ターに連絡がつかない場合、119番に連
絡して救急車を依頼するか、緊急対応がで
きる近くの病院に連絡してください。

1010

ポイント ポイント 強制排液を行ったときの排液量の記録について

1. 治療中に強制排液を行った場合　強制排液を行ったサイクルの排液として計算さ
れます。

2. 治療終了後に強制排液を行った場合
治療終了後に強制排液を行った場合、治療結果リストには「治療後強制排液量」は表示
されません。また、強制排液回数にも加算されません。PDリンクでも表示されません。
＊最終注液量の設定が0mLより大きいとき
「治療後強制排液量：○○○P」と表示され、治療終了時および、電源を入れ直した
時に表示を確認することができます。

＊最終注液量の設定が0mLのとき
治療終了後の強制排液量は最終サイクルの排液量および除水量に含まれます。

・治療中、強制排液終了後は「停止：○○中」と表示されます。 を押して、強制排液前の操

作にもどります。

「停止：○○中」表示のままで約30分経過すると機器が停止中であることをアラームが連

続して鳴り、知らせます。 でアラームを止め を押して治療を再開してください。

・治療終了後の強制排液では、 を押さずに を押して強制排液の表示を出します。強制排

液が終了すると「治療終了　除水量確認後→」と表示されます。

・強制排液を行ったときには、サイクル数が減ることがあります。

・強制排液をするときの圧は通常の圧と同じです。

現在の注液のサイクル
が表示されています
1． を押す
2． を押す
3． を押す
4． を押す
5． を押す
6． を押す
7． を押す
8． を押す

排液量を表示します。 シス
テムが排液を感知しなくなると
強制排液が終了します。

9． で注液に
戻ります

10． もし注液途中で止まっていたら、
再度「強制排液」を行ってくだ
さい。

強制排液の手順 表示

注液中：3／5注液中：3／5

停止：注液中

注液量：○○○P
総除水量：○○○P

バイパス

処方の確認／変更◇

調整メニュー変更◇

強制排液◇

強制排液量：○○○P

停止：注液中

注液中：3／5
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表 示  

原 因  

装置の位置確認

注液時、機器の位置が30cm以上※注1ご使用者より低い位置にあるなど、注液が

行われにくいときに発生します。

※注1 高さは患者さんによって、あるいは状態によって変わることがあ

ります。

次のことを調べます。

1．機器の位置またはご使用者の位置

2．ラインの折れ曲がり

3．フィブリンの詰まり

問題箇所を直し、そのまま待ちます。ボタン操作の必要はありません。

自動的に治療に復帰できなかった場合のアラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

機器の位置、ご使用者の位置、ラインなどを調べ、問題箇所を直します。

を押して、治療に戻ります。

対処  

【自動回避アラーム】

このアラームが発生しているときにクランプを開けると、腹腔内に空気が入ること

があります。空気が腹腔に入ると、肩の痛みやおなかの痛みなど、思わぬ傷害につ

ながることがあります。さらに、初回排液を完了する前にお腹に透析液が残ってい

る状態で、空気が腹腔内に入ってしまうと、過注液となることがあるためです。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010
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表 示  

カードに何らかの問題が見つかりました。
・今お使いになろうとしている には、過注液のリスクを減らす新し
い機能が追加され、そのため今 カードに記録されている処方が無効と
判断された可能性があります（＊）。この場合、 カードの治療内容ではな
く に入っている治療内容で は動作しようとします。もし
設定が入っていない機械であれば、初期設定が使用されます。

（＊） システムバージョン10.4では、タイダール量5～35％、総除水量：10mLを受け付けなくなりました。

カードの内容が空白のままか、情報が破損しているか、カード自体が破損し
ていることが考えられます。

状態表示ランプ：

黄色点灯

カード不良 処方は無効

「カード不良」／「処方は無効」を発生させないために…
・カードを抜き差しをするときは、 本体の電源を切ってから5秒以上経過して
からにしてください。

（電源を切った直後で、漢字表示が消えた後でも、カードへのアクセスは数秒間継続しています。その間にカード
の抜き差しをされるとデータが消えてしまうことがあります。）
・カードの金色の電極部分には素手でさわらないようにしてください。
・カードには、病院で貼られたシール以外のものを張りつけないでください。
・病院へお持ちになるときは、かならず専用のケ－スに入れてください。

〈病院の方へ〉
・PDリンク用パソコンから、フラッシュパスアダプターを抜くときは、フロッピードライブの
動作中ランプが消えてからにしてください。

かかりつけの病院に連絡し新しいカードを受け取るまで
開始ボタンを押して「設定確認▽後　治療開始→」表示にします。

カードは使用できないため、手動で処方の確認を行ってください。処方の確認方法は本冊子
198ページを参照してください。
処方の内容がわからない場合には、かかりつけの病院に連絡して処方内容を確認してください。この
アラームが出た場合、治療の結果が記録されないこともありますので、記録ノートに治療の結果
を書き留めてください。

原 因  原因1

原 因  原因2

対処の手順：

かかりつけの病院に電話して新しいカードを作ってもらう

「処方は無効」画面で 設定ボタンを押してください。

「処方の確認／変更」画面および「調整メニュー」画面にて病院で指示された処
方内容が入っているか確認してください。

治療開始前に、病院から指示を受けた設定になっているか必ず確認してください。設定になっ
ていない場合、電話または直接病院と連絡を取り手で入力してください。
このアラームが解決されないと、治療結果が記録できません。

手順1

手順2

手順3

または
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カードが入っていません 

この状態が回避できない場合は　 開始ボタンを押すと次の操作に進めます。 

このとき、治療結果は記録されません。かかりつけの病院に連絡し、指示に従ってください。 

状態表示ランプ： 

黄色点滅 

（　　　　  のみ） 

カードの空き容量なし 

状態表示ランプ： 

黄色点滅 

（　　　　  のみ） 

治療結果の内容がかかりつけの病院で読まれていないため、カードの書き込

み部分が一杯になっています。 

 

カードをかかりつけの病院に持参し、「カードの書き込み部分が一杯になって

いる」ことを伝えカードの内容を読み取っていただいてください。 

電源を入れたとき、治療が終了するとき又は停電から復帰したときに、カー

ドが差し込まれていないかまたは正しく差し込まれていない場合に表示さ

れます。 

 

電源を切ってください。再度カードを正しく差し込んで電源を入れてください。 

正しく差し込まれていることが確認できると、状態表示ランプは緑色に変わり

表示が消えます。 

かかりつけの病院でカードの記録を読み取るまで 
　 開始ボタンを押して次に進めることができます。 

次の治療結果は、記録することができますが、新しい治療結果を記録すると上

書きされ、古い治療結果は順に消されます。 

表示  

表 示  

原 因  

原 因  

対 処  

対 処  

P214-281  11.6.28 2:05 PM  ページ 258



困ったときの対処方法 10

表
示
部
の
説
明 

調
整
メ
ニ
ュ
ー 

ナ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー 

仕
　
様 

排
液
の
採
取
方
法 

旅
行
に
際
し
て 

お
手
入
れ
方
法 

点
検
手
順
と
注
意 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

259

表 示  

原 因  

カード読み取りエラー

本機器の「カード読み取り器」（カードリーダー）部分でなんらかの問題が見つ

かりました。

このエラーは、電源スイッチを入れたときに表示され、アラームが一度だけ鳴

ります。

バクスターCAPDコールセンターに連絡してください。

停止ボタンを押すと「設定確認▽後　治療開始→」になり、次に進むことが

できます。

ただし、治療結果はカードに記録されません。

記録ノートに治療の結果を書き留めてください。

状態表示ランプ：

対 処  

黄色点灯
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カードの使用中止 

状態表示ランプ： 

消　灯 

（　　　　  のみ） 

新しい　　 　　に初めてカードを入れて電源を入れた後、「カード内容を確

認◇」「氏名」「ID番号」の表示をしている間に、　 停止ボタンを押した場合、

この表示がでます。 

約5秒後に「設定確認▽後　治療開始→」の表示となります。 

①表示されていた「氏名」がご使用者のものである場合 

一度電源を切った後、もう一度電源を入れてください。その後、本冊子52

ページの「　 -4 退院後・受診後の手順」の手順に従ってカードの内容を

　　　　に転送してください。 

②表示されていた「氏名」がご使用者のものでない場合 

当日の治療は病院の指示に従って、処方を手で入力してから行ってくださ

い。また、病院に連絡し、新しいカードを受け取ってください。 

カードの処方使用中止 

状態表示ランプ： 

消　灯 

（　　　　  のみ） 

「処方の変更内容を確認◇」およびその後の各処方内容の表示をしている

間に、　 停止ボタンを押した場合、この表示がでます。 

約5秒後に「設定確認▽後　治療開始→」の表示となります。 

①表示されていた処方内容が先生の指示と同じ場合 

一度電源を切った後、もう一度電源を入れてください。その後、本冊子42

ページの「　 -4 退院後・受診後の手順」の手順に従ってカードの内容を

　　　　に転送してください。 

②表示されていた処方内容が先生の指示と違う場合 

カードは入れたまま、当日の治療は病院の指示に従って、処方を手で入力し

てから行ってください。装置にカードが入っていれば、治療終了時に治療結

果が記録されます。また、病院に連絡し、新しいカードを受け取ってください。 

表 示  

表 示  

原 因  

原 因  

対 処  

対 処  

33

33
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表 示  

原 因  

カードリーダー使用不可

かかりつけの病院でカードを使用できない設定にしています。

かかりつけの病院に連絡して「カードが使用できないようにしている」のかを

確認してください。

開始ボタンを押すと「設定確認▽後　治療開始→」になり、次に進むことが

できます。治療を開始するときは、処方内容を必ず確認するか処方を入力し

てください。

記録ノートに治療の結果を書き留めてください。

状態表示ランプ：

消　灯

対 処  
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表示  

原 因  

対 処  

傾斜異常

システム本体が傾いています。または システム本体の異常も考えら

れます。

治療開始前、治療終了後は手動回避アラームです。

治療中は自動回避アラームです。

アラーム発生後、機器の設置場所を平らに直すかまたは平らな場所へ移してく

ださい。

そのまま待ちます。ボタン操作は必要ありません。

自動的に治療に復帰できなかった場合のアラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

機器の設置場所を平らに直すかまたは平らな場所へ移してください。

を押して、治療に戻ります。

【手動回避アラーム】
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表 示  

原 因  

少液量モードは無効

「標準モード」で作動しているが、注液量が1000mL以下で治療を開始しようと

したため発生しました。「少液量モード」（小児モード）では動作していないと

いう意味です。

これは特殊なお知らせで、 開始ボタンで次に進みます。

対処の手順：

手順1 を押して、「回路セット後→」へ進みます。

「少液量モード」（小児モード）に変更したい場合は、かかりつけの病院にお問い合せく
ださい。
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表 示  

原 因  

除水量が上限を超えました

総排液量から総注液量を差し引いた値が、「除水量 上限：○○○P」の設定値

を超えました。

つまり、予想より除水が多かったか、または「除水量上限」の設定値が予想より

低いかのどちらかで発生します。

なお、「除水量上限：○○○P」の設定範囲は0～5000mLです。

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

「バイパス」が出るまで、 を押します。

を押して、バイパスします。

これにより、バイパスできて治療が継続します。連続してこのアラームが出る場合は、かかり
つけの病院に連絡して、指示をいただいてください。
設定値が適切でないか、または透析液の種類が適切でないかのどちらかが原因と考えられます。

少液量モード（小児モード）のみ

【手動回避アラーム】
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表 示  

原 因  

総注液量を確認

総除水量を確認

治療時間を確認

タイダール量を確認

初回排液量確認

注液量確認

夜間注液量確認

昼間注液量確認

最終注液量確認

患者体重確認

処方設定で入力した数値が適切ではありません。このアラームは処方設定時

に発生します。

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

手順4

を押し、アラーム音を止めます。
入力し直さなくてはならない数値が表示部に自動的に点滅します。

または を押して、数値を入力し直します。

を押して、数値を確定します。

を押して、「処方の確認／変更◇」のメニューを終了します。

｢治療時間を確認」について
システムは貯留時間の間にヒーターバッグに補液（330mL／分）を行います。

補液量に応じた貯留時間が確保できないとき、および必要な注排液時間が確保できない
ときに「治療時間を確認」のアラームが鳴ります。

【手動回避アラーム】
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ポイント ポイント 

排液をバイパスした場合
排液量が「排液の限度％」以下 次の注液は部分注液となります。
排液量が「排液の限度％」以上 次の注液は全量注液となります。
＊「排液の限度％」の初期設定値は85％です。

表 示  

原 因  

注液は終了していません

排液は終了していません

補液は終了していません

アラームや各モードの途中でバイパスしようとしたため、再度確認するため

にアラームが鳴りました。

アラーム対処の手順：

手順1

手順2

手順3

を押し、アラーム音を止めます。

バイパスしても安全かどうか、かかりつけの医療機関に確認してください。

バイパスしたい場合は、「バイパス」が表示されるまで を押し続けます。（バ

イパスを中止する場合は、 を押すと元のモードが再開します。）

を押してバイパスします。
バイパスすると、次のサイクルまたはモードに移ります。

排液中をバイパスしたとき、次回のサイクルの注液量が設定量と異なることがあります。

【手動回避アラーム】

排液をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となるので、過注液の可能性

があります。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010
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表 示  

原 因  

バッテリー電圧不足

機器を長期間使用しなかったために、バッテリーが消耗しているまたはバッテ

リーに寿命が来ています。

アラーム音は鳴りません。

そのまま使用します。

システムの電源スイッチが入っている間（100Vが来ているとき）は充電されています。
治療終了後、8時間程度電源を入れた状態にしておくと、充電が完了します。

対 処  

次回の治療時（日数を空けていない）にも出現するときには、バクスターCAPDコールセンター
（0120-506-440）へ電話して指示に従ってください。
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表 示  

原 因  治療中のどこかで、大量の排液量があった場合に表示されます。現在の治療
であれば治療の終了時に、また治療を中断した場合は、電源を入れなおした
最初に出てきます。
「大量の排液量」とは、標準モードの場合、注液量の最大値（注液量、夜間注液
量、昼間注液量、最終注液量のうちどれか大きい方）の200％を超えて排液さ
れた場合です。少液量モードの場合、注液量の最大値（注液量、夜間注液量、昼
間注液量、最終注液量のうちどれか）の190％を超えて排液された場合です。
「排液量過剰」の後に表示される数字は「いつ」排液量が大量だったのかを示
しています。

1桁目の数字（A） 2・3桁目の数字（BC）
0＝昼間交換時の排液 昼間交換のサイクル数
1＝夜間交換時の排液 夜間交換のサイクル数
2＝強制排液 強制排液の回数（回目）

例えば、「排液量過剰　105」が出た場合、夜のサイクルの5サイクル目に、
注液量の200％以上の排液が観察されたことを意味します。

アラーム対処の手順：

停止ボタンを押してアラーム音を止めます。

病院またはバクスターCAPDコールセンターに電話して、どうしたらこのアラ
ームを鳴らさずに済ませるかの可能性について相談してください。

このアラームが継続するのであれば、かかりつけの病院にご相談ください。
場合によっては、過注液の危険性を減らすため、処方内容を変更する必要があ
ります。

手順1

手順2

手順3

「病院へ連絡してください」「排液量過剰　ABC」表示は治療中に過注液が発生し

た記録があったことを示しています。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

病院へ連絡してください 排液量過剰　ABC
交互
に表示
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強制排液の手順：

過注液が発生したり、排液量が十分でない場合、腹腔内に排液が多く残り、過注液とい
われる状況になります。過注液は腹膜透析療法に固有のリスクです。症状が現れない方
もいらっしゃいますが、多くの場合以下のような症状をもたらします。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには以下に従ってください。
1． 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行ってください。
「強制排液」の手順は右記を参照ください。また過注液が疑われる場合「 困った
時の対処方法（269ページ）」を参照してください。

2．腹腔から完全に排液し終えたら、かかりつけの病院にご連絡をお願いします。
3．その際に、過注液についてだけには限らず、どのような苦情や症状が認められたか

についてもご相談願います。
4．この手順を行うにあたってサポートが必要な場合、24時間通話無料のバクスター

CAPDコールセンター（0120-506440）までご連絡願います。
5．もし過注液の症状が疑われ、しかもかかりつけの病院やバクスターCAPDコールセ

ンターに連絡がつかない場合、119番に連絡して救急車を依頼するか、緊急対応が
できる近くの病院に連絡してください。

1010

・満腹感、膨張感や、過注液感
・お腹の痛みや不快感
・お腹の拡張感
・嘔吐感、唾液過多
・食事がしにくい
・PDカテーテル周りや下腹部、鼠蹊部、
性器の部分的なふくらみ

・PDカテーテル出口部からの液漏れ
・呼吸困難
・腹部の“おかしい感じ”（小児）
・泣く（小児）
・血圧の上昇

対 処  

過注液が疑われるとき現 象  

現在の注液のサイクルが表示されています。

ボタンを押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す

を押す 排液量を表示します。 システムが排液
を感知しなくなると強制排液が終了します。

を押す 注液に戻ります。

もし注液途中で止まっていたら、再度
「強制排液」を行ってください。

注液中：3／5

停止：注液中

注液量：○○○P
手順1
手順2

総除水量：○○○P手順3
バイパス手順4

処方の確認／変更◇手順5
調整メニュー変更手順6

強制排液手順7
強制排液量：○○○P

停止：注液中

手順8

注液中：3／5手順9
手順10

手順 ボタン操作 表示 備考

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児
や小児）に使用するときには、過注液の有無に注意してください。
「 安全にご使用いただくために」の過注液の部分により詳しい
注意事項をまとめていますのであわせてご参照ください。
11
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緊急時の切り離し方法
この手順では緊急時に短時間切り離す方法についてのみ説明しています。長時間に

わたって システムから離れる場合は貯留時間が長くなってしまいます。もし貯

留時間が30分以上続くと、治療終了時に「貯留時間延長」アラームが表示されます。

感染を防ぐため、病院で指導を受けたように清潔操作で行ってください。マスクを

し、手洗いをし、乾燥（または消毒）させてください。

感染を防ぐため、病院で指導を受けたように清潔操作で行ってください。マスクを

し、手洗いをし、乾燥（または消毒）してください。

システムへの再接続：

マスクをして手を洗います。

接続チューブと セットを接続します。
それぞれの接続チューブの接続手順に従って再接続を行います。

接続が完了したら、コネクターラインと接続チューブのクランプを開けます。

開始ボタンを押して治療を再開します。

使用済みのキャップは廃棄します。

治療に戻ります。

システムからの切り離し：

停止ボタンを押します。「停止：○○○中」が表示されます。貯留中に停止
になると、貯留時間がゼロになるまでカウントされます。

コネクターラインと接続チューブのクランプを閉めます。

清潔操作で切り離しの準備をします。

新しいミニキャップ、UVフラッシュディスコネクトキット、APDキット、UV
APDキットを用意します。

接続チューブを セットから切り離し、それぞれのキャップをします。
それぞれの接続チューブの切り離し手順にしたがって切り離します。
APDキットとUV APDキットの場合、 セットのコネクターライン先端にも
該当するキャップを取り付けます。

切り離しが終了したらそこから離れることができます。

手順1

手順2

手順3

手順4

手順5

手順6

30分経過すると、 システムはアラームを鳴らします。治療を再開しないので

あれば、「治療の強制終了」の手順に従ってください。

手順1

手順2

手順3

手順4

手順5

手順6
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表示部の説明 11
表示部の説明 11

11
システムでは準備中、治療中を通じて、いろいろな表示を見ることができます。 システム表

示部の中に、下のような表示のリストが隠れていると考えてください。このリストの一部が、表示部

に表示されています。

を操作することにより、リストの一つ上や下の表示を見ることができます。

を押し続け、表示が変わらなくなったらリストの一番下まで行きついたということになります。

もう一度その表示を見たいときには、 で戻る必要があります。

表示の最後に◇マークがついているものは、 を押すことによりさらに詳しい情報を得ることがで

きます。 を押すともとのリストの一番上の表示に戻ります。

「表示部の説明」目次

-1 治療開始時の表示 …………………272
-2 治療中の表示

（CCPD/IPD･タイダール療法の場合）
（1）初回排液中 ……………………274
（2）注液中 …………………………275
（3）貯留中 …………………………276
（4）排液中 …………………………277

-3 治療終了時の表示 …………………278

-4 治療停止中の表示 …………………279
（1）注液中／貯留中 ………………279
（2）初回注液中／排液中 …………280

-5 アラーム発生時の表示 ……………281

注液量：1800P

初回排液量：1200P

総除水量：25P◇ 

平均貯留時間：1：17◇ 

処方の確認◇ 

午後10：25

終了時間：午前6：52

注液量：1800P

表示のリスト 

リスト中の 
表示 

この部分が表示 
されています 

ゆめシステムの表示部 

［例］ 

1111 1111

1111

1111

1111
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1111 -1 治療開始時の表示

機器の電源を 治療開始の準備をします。
入れます。 （ で追加情報を入力する場合、「体

重：　」等の表示が出ます）

を押す を押すと現在記憶されている処方を確認
または変更できます。
（病院の設定によっては「処方の確認◇」と
表示される場合があります）

を押す を押すと表示部の明るさ、音量、スリープ
機能、時刻、年月日、初回排液の限度、注液温
度、最終注液前排液を調整できます。

を押す 前回の治療で得られた初回排液量です。
お腹の中が空の場合マイナスの表示が出るこ
とがあります。

を押す 前回の治療で最終注液を治療終了後強制排液
したときにだけ表示されます。最終注液後の
強制排液で得られた排液量です。

を押す 前回の治療で得られた総除水量
を押すと各サイクルごとの除水量が表示

されます。
もしこの値が通常より少なかったり、マイナ
スだったら、治療開始時の「初回排液限度：
○○P」の表示で一時的に初回排液の限度を
上げることにより、初回排液を完全に終了す
ることができます。「 困ったときの対処方
法」の「初回排液の限度（245ページ）」を
参照してください。

を押す 前回治療での実際の貯留時間を1サイクルの
平均で出したものです。

を押す を押すと、最高20項目まで過去に発生し
たアラームを見ることができます。アラーム
が発生していなければ「リストはありません」
と表示されます。

1010

-1 治療開始時の表示

ボタン操作 表示 備考

設定確認▽後　治療開始→

処方の確認/変更◇

治療後強制排液量：200P

初回排液量：1950P

調整メニュ－変更◇

前回除水量：1350P◇

平均貯留時間：1：34◇

アラームリスト◇

標準モード※注1で作動します

1111

※注1 少液量モード（小児モード）の場合、「少液量モード」と表示します。
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治療中に、空になった透析
液バッグを新しい透析液バ
ッグに交換したり、切り離
した透析液バッグをつない

だりしないでください。透析液や透析
液の流路を汚染する可能性があります。
透析液や透析液の流路が汚染されると、
腹膜炎や健康被害を負ったり死亡した
りする恐れがあります。

治療中に透析液バッグが外れてしま
ったら、治療の強制終了に従ってく
ださい。その後かかりつけの医療機
関にご相談ください。
治療終了後、使用済みの セットや

透析液バッグは廃棄してください。もし再利用する
と透析液や透析液の流路を汚染する可能性があり
ます。透析液や透析液の流路が汚染されると、腹膜
炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあり

治療中に透析液バッグが外れてしま
ったら、治療の強制終了に従ってく
ださい。その後かかりつけの医療機
関にご相談ください。
治療終了後、使用済みの セットや

透析液バッグは廃棄してください。もし再利用する
と透析液や透析液の流路を汚染する可能性があり
ます。透析液や透析液の流路が汚染されると、腹膜
炎や健康被害を負ったり死亡したりする恐れがあり
ます。

を押す を押すと治療終了の結果を5～6回分確認
することができます。

を押す をご使用時に表示されます。（現在
この機能は使用できません）

を押す 現在時刻が表示されます。

を押す ソフトウェアバージョンが表示されます。

治療結果リスト◇

モデム確認◇

午後9：30

バージョン：10.4XX

この取扱説明書は システムのバージョンが10.4XX（XXは2桁の数字）のものに

ついて適用します。
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1111 -2 治療中の表示［CCPD/IPD・タイダール療法の場合］

-2 治療中の表示［CCPD/IPD・タイダール療法の場合］
治療中には次の表示を見ることができます。

（1）初回排液中
治療を開始すると、

が表示されます。治療は必ず排液から始まります。機器による第1回目の排液のことを初回排液と呼びます。
初回排液に関して詳しい情報を得たい場合は、下の手順に従います。
もし前回の治療が何らかの理由で早く終わっていたり、 システムを使わない交換を行ったりした場合、
通常より多い液量がお腹に残っている場合があります。そのような場合、設定されている「初回排液の限
度」の設定値が低すぎる場合があります。過注液をさけるため以下のどちらかの手順に従ってください。
・治療開始時に「初回排液限度：○○P」表示が出たら、 停止ボタンを押し ボタンで「初回排液
限度」の今回だけの設定値を、予想されるお腹の液量の70％以上に変更してください。
または

・治療開始時に「初回排液限度：○○P」表示が出なければ、 停止ボタンを押して ボタンで「強制
排液◇」を表示してください。そして 設定ボタンで強制排液を行ってください。

強制排液が終了すると「停止：排液中」表示が出ます。アラーム音を鳴らさずに何度でも強制排液が可能
です。通常の「排液」に戻すとアラームがなることがあります。

システムは、初回排液の終了時点でお腹の中が空になったと判断します。もしご自分で空ではないと
思われた場合、お腹の中の液体が過注液につながることがあります。
初回排液が始まってから治療を中断したい場合、治療強制終了（227ページ）の手順をご参照ください。

初回排液

初回排液で出てくる排液の混
濁を確認してください。排液
の混濁がある場合、かかりつ
けの病院にお電話してくださ
い。排液の混濁は腹膜炎の可
能性を示しています。

「排液量不良」を初回排液中にバ
イパスするとお腹に透析液を残し
たまま注液となることがあるので、
治療の後半で過注液の可能性があ

ります。体の位置を変えたり立ち上がったり
して排液ができるように工夫してください。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、
または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンを
すぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を
行ってください。「強制排液」の手順は「
困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧
ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意
識のない方、乳幼児や小児）に使用するとき
には、過注液の有無に特に注意してください。

1010

・｢排液量不良」アラームが出
ない限り、初回排液はバイパ
スできません。

・排液が流れていないにもかかわらず、ま
だお腹に液が残っていると思われるとき
は、姿勢を変えてください。排液が出に
くいところに液が残っているのであれば
姿勢を変えることにより出てくることが
あります。

1111

を押す 現在の排液量が表示されます。

を押す を押すと現在の治療の処方内容を確認す
ることができます。

を押す 現在時刻です。

を押す 治療が終了する予定の時間です。
リストの一番下の画面です。

ボタン操作 表示 備考

排液量：50P

処方の確認◇

午後10：25

終了時間：午前6：52
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過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

を押す 現在の注液量が表示されます。

を押す 現在の治療の初回排液量です。
お腹の中が空の場合マイナスの表示が出るこ
とがあります。

を押す 治療を始めてから前回排液までの総除水
量。 を押すとサイクルごとの除水量を見
ることができます。

を押す その治療の実際の平均貯留時間です。
を押すとサイクルごとの貯留時間を見る

ことができます。

を押す を押すと現在の治療の処方内容を確認す
ることができます。

を押す 現在時刻です。

を押す 治療が終了する予定の時間です。
リストの一番下の画面です。

（2）注液中
初回排液が終わると注液が始まります。 システムはヒーターバッグから患者様のお腹に透

析液を注入します。

注液中は、

が表示されます。これは5サイクル中の1サイクル目の注液中という意味です。注液中に関し

て詳しい情報を得たい場合は、下の手順に従います。

ボタン操作 表示 備考

注液量：50P

初回排液量：1200P

総除水量：252P◇

平均貯留時間：1：32◇

処方の確認◇

午後11：25

終了時間：午前6：52

注液中：1／5
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を押す 現在サイクルの貯留時間の残り時間です。

を押す 現在の治療の初回排液量です。
お腹の中が空の場合マイナスの表示が出るこ
とがあります。

を押す 治療を始めてから前回排液までの総除水
量。 を押すとサイクルごとの除水量を見
ることができます。

を押す その治療の実際の平均貯留時間です。
を押すとサイクルごとの貯留時間を見る

ことができます。

を押す を押すと現在の治療の処方内容を確認す
ることができます。

を押す 現在時刻です。

を押す 治療が終了する予定の時間です。
リストの一番下の画面です。

（3）貯留中
1サイクル目の注液が終わると貯留中になります。貯留中に腹膜から透析液の中に老廃物と余

分な水分が移動していきます。また、 システムは次回の注液のための透析液をヒーターバ

ッグにくみあげ温めます。

貯留中は、

が表示されます。これは5サイクル中の1サイクル目の貯留中という意味です。貯留中に関し

て詳しい情報を得たい場合は、下の手順に従います。

ボタン操作 表示 備考

貯留残り時間：0：52

初回排液量：1200P

総除水量：125P◇

処方の確認◇

平均貯留時間：1：32◇

午前1：02

終了時間：午前6：52

貯留中：1／5

貯留中に 停止ボタンを押してから 開始ボタンを押すと、 システムは透析
液の移動を止めるのでノイズが減ります。ところが、それにより液量の測定精度が
下がって、特にサイクル数が多くなりがちなタイダール療法を行っている患者様や、
注液量が少ない患者様においてお腹の中の液がだんだん増えることにより、過注液
となることがあります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強
制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法
（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す
るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

1111 -2 治療中の表示［CCPD/IPD・タイダール療法の場合］
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排液をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注液となることがあるので、過注

液の可能性があります。

過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強

制排液」を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法

（254ページ）」をご覧ください。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用す

るときには、過注液の有無に特に注意してください。

1010

を押す 現在サイクルの排液量が表示されます。

を押す 現在の治療の初回排液量です。
お腹の中が空の場合マイナスの表示が出るこ
とがあります。

を押す 治療を始めてから現在までの総除水量。
を押すとサイクルごとの除水量を見ることが
できます。

を押す その治療の実際の平均貯留時間です。

を押すとサイクルごとの貯留時間を見る

ことができます。

を押す を押すと現在の治療の処方内容を確認す
ることができます。

を押す 現在時刻です。

を押す 治療が終了する予定の時間です。
リストの一番下の画面です。

（4）排液中
貯留中が終わると排液中になり、1つのサイクルが終了します。

排液中は、

が表示されます。これは5サイクル中の1サイクル目の排液中という意味です。排液中に関し

て詳しい情報を得たい場合は、下の手順に従います。

ボタン操作 表示 備考

排液量：100P

初回排液量：1200P

平均貯留時間：1：32◇

現在の除水量：125P

処方の確認◇

午前1：02

終了時間：午前6：52

排液中：1／5

1111 -2 治療中の表示［CCPD/IPD・タイダール療法の場合］
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1111 -3 治療終了時の表示

-3 治療終了時の表示
最終サイクルまたは最終注液が終わると システムは治療終了となります。

治療終了時、

が表示されます。治療を終了する前に、以下の操作を行います。

治療終了 除水量確認後→

を押す 現在の治療の初回排液量です。お腹の中が空
の場合マイナスの表示が出ることがあります。

を押す 最終注液後に強制排液したときにだけ表示さ
れます。強制排液で得られた排液量です。

を押す 一回の治療の除水量の合計です。 を押す
とサイクルごとの除水量が見られます。

を押す 治療を通じての実際の平均貯留時間です。
を押すと、サイクルごとの貯留時間が見られ
ます。

を押す 処方設定により表示される貯留時間より短か
った（または長かった）場合の時間を表示し
ます。総貯留時間が短かった（または長かっ
た）場合で確認をしなかったときには、アラ
ームが鳴り自動的に表示されます。

を押す を押すと、強制排液を行うことができます。

を押す を押すと、最高20項目まで過去に発生し
たアラームを見ることができます。リストの
一番下の画面です。

ボタン操作 表示 備考

初回排液量：1200P

治療後強制排液量：200P

総除水量：850P◇

治療後、表示を確認せずに電源を切った場合
次の治療が開始される前であれば電源を入れて「設定確認▽後　治療開始→」を表示させ、
を押すことによリ前回の初回排液量、治療後強制排液量、前回除水量、平均貯留時間の表示を見
ることができます。

平均貯留時間：1：32◇

貯留時間短縮：1時間12分

貯留時間延長：1時間12分

強制排液◇

アラームリスト◇

または

1111

以下のようなことがあった場合、かかりつけの医療機関にご相談ください
・治療を完了できなかった
・最終注液を飛ばした（実行しなかった）
・1サイクルまたはそれ以上の排液をバイパスした
・かかりつけの病院から指導を受けたことと違う状況になった
何回も治療をうまく終えられなかったり治療の一部を飛ばした場合、貯留時間や治療時間が短く
なり、尿毒症の原因となることがあります。
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-4 治療停止中の表示

治療中に を押すと、「停止」と治療のサイクル名が表示されます。

このとき、以下のような表示を見ることができます。 を押すと治療が再開します。

停止：注液中 停止：貯留中 停止：排液中

を押す

を押す が押される直前の状態を表示します。

を押す 治療を始めてから前回排液までの総除水量。
を押すとサイクルごとの除水量を見ること

ができます。

を押す バイパスをする場合は、 を押します。詳細は、
本冊子229～236ページを参照してください。

を押す 処方内容を確認、変更する場合は を押しま
す。詳細は本冊子198ページの「 処方の
確認・変更方法」を参照してください。
ナースメニューで「処方内容保護：ハイ」となってい
る場合は「処方の確認◇」と表示されます。

を押す 表示部の明るさ、アラーム音の大きさ、スリー
プ機能、時間、日付、初回排液限度、注液温度
を調整する場合は を押します。詳細は本
冊子282ページの「 調整メニュー」を参照
してください。

を押す 強制排液する場合は、 を押します。詳細は
本冊子254ページを参照してください。

を押す を押すと、過去に発生したアラームの内容
を最高20項目見ることができます。

を押す システムのソフトウェアバージョンを表
示します。
リストの一番下の画面です。

1212

99

ボタン操作 表示 備考

停止：注液中

注液量：100P

貯留残り時間：0：52

総除水量：○○○P◇

処方の確認/変更◇

バイパス◇

調整メニュー変更◇

強制排液◇

アラームリスト◇

バージョン：10.4XX

1111

（1）治療停止中の表示（注液中／貯留中）

または

この取扱説明書は システムのバージョンが10.4XX（XXは2桁の数字）のもの
について適用します。
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を押す

を押す 停止ボタンが押される前の状態を表します。

を押す このサイクルで期待される排液量を示します。

を押す 現在までの除水量が表示されます。

を押す もし現在までの排液量が期待される排液量で示され
た値より出ていない場合、「排液は終了していませ
ん」の表示が出ます。バイパスをなるべく回避して
いただくための注意です。

を押す バイパスが表示されます。バイパスの手順は229
～236ページをご参照ください。

を押す 設定によっては「処方の確認◇」と表示されます。
処方の確認または変更をするときには 設定ボタ
ンを押してください。処方の確認・変更方法は
「 処方の確認・変更方法」をご参照ください。

を押す 調整メニューを変更するときに使用します。調整メ
ニューの確認・変更方法は「 調整メニュー」の
内容をご参照ください。

を押す 強制排液を行うときに使用します。

を押す 最近の20個のアラームを確認するときに使用します。

を押す システムのソフトウェアバージョンを表示します。
リストの一番下の画面です。

1212

99

ボタン操作 表示 備考

停止：排液中

排液量：○○P
初回排液の限度：○○P

排液の限度：○○P

タイダール排液量：○○P

排液は終了していません

バイパス

処方の確認／変更◇

調整メニュー変更◇

強制排液◇

アラームリスト◇

バージョン：10.4

現在の除水量：○○P

または

処方の確認◇
または

または

「注意：除水不良」アラームを
回避するため、この基準値より
も多く排液する必要があるかも
しれません。

初回排液中には、流速不良状態または流速なし状態でない限り、バイパスは表示さ
れません。

初回注液中は表示されません。

この取扱説明書は システムのバージョン10.4XXについての説明をしています
（XXは2桁の数字）。

初回排液中や排液中に「排液量不良」をバイパスするとお腹に透析液を残したまま注
液となることがあるので、治療の後半で過注液となることがあります。体の位置を変
えたり立ち上がったりして排液ができるように工夫してください。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を行っ
てください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、過
注液の有無に特に注意してください。

1010

（2）治療停止中の表示（初回排液中／排液中）

1111 -4 治療停止中の表示
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排液は終了していません

注意：除水不良
または

現在の除水量：○○○P

を押す アラーム内容と現在行われていた治療内容が交互に
表示されます。

を押す 現在サイクルの状態を表示します。

を押す この画面は初回排液中には表示されません。初回排
液量が不十分だと、お腹に透析液が残った状態にな
ります。その場合、実際の除水量が、表示される除
水量より少なくります。

を押す

このサイクルで出てきてほしい排液量を表示します。

を押す 現在までの最新の除水量を表示します。

を押す 排液関連のアラーム名が表示されます。
｢排液は終了していません」は現在の排液サイクルで
出なければならない排液量が出ていない場合表示さ
れます。バイパスをなるべく回避していただくため
の注意です。
｢注意：除水不良」は現在のサイクルまたは蓄積さ
れたサイクルにおいて注液量の一定割合以上お腹に
液が残っているときに表示されます。

を押す バイパスする場合は を押します。詳細は本冊子
229～236ページを参照してください。
アラームの種類により、バイパスが行えないと判断
した場合はバイパス表示は出ません。

を押す 処方内容を確認・変更する場合は を押します。
詳細は本冊子198ページの「 処方の確認・変更
方法」を参照してください。
ナースメニューで「処方内容保護：ハイ」となってい
る場合は「処方の確認◇」と表示されます。

を押す 強制排液をする場合は を押します。詳細は本冊
子254ページを参照してください。
リストの一番下の画面です。
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-5 アラーム発生時の表示

アラーム発生時にアラームを止めるために を押したとき次のように表示されます。

ボタン操作 表示 備考

排液量不良

排液中：2／5

1111

初回排液の限度：○○P

排液の限度：○○○P

タイダール排液量：○○○P

「注意：除水不良」を発生させないためにはここで表示される液量以上排液する必

要があるかもしれません。

または

または

強制排液◇

排液量：1600P

初回排液量：○○○P

バイパス◇

処方の確認／変更◇

1111 -5 アラーム発生時の表示
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1212 -2 調整メニュー変更内容

1212 -1 調整メニュー変更の基本手順

調整メニュー 12
12 調整メニュー 

12

-1 調整メニュー変更の基本手順1212

設定ボタンを押す。変えたい項目を選びます｡変えたい値が点滅します｡

を使って調節します｡

設定ボタンを押し、値を確定します。点滅は止まります。

を押し、次の項目に進みます｡または、 停止ボタンを押して調整メニューを終了し
ます｡

変更を行うには｢調整メニュー変更◇｣ 表示のときに 設定ボタンを押してください｡

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

-2 調整メニュー変更内容1212
調整メニューのうち、とくに重要な項目を以下に示します｡変更がある場合、病院でここに記入いただ
くか、｢ システム治療内容｣あるいはPDリンク｢PD処方レポート｣に内容を記載してもらってくだ
さい｡

□調整メニューの変更はありません。
□調整メニューは以下の様に設定されています｡

｢調整メニュー｣では次ページ以降の項目が含まれています。これらの項目は操作パネルから直接か、
医療機関から渡されたカードで設定できます。直接変更する場合の基本手順を以下に示します。

少液量モード（小児モード）のみ

（どちらかに○) 

(どちらかに○)

初回排液時間：

初回排液の限度：　　　　P

最終注液前　排液 ：アリ/ナシ

目標除水量 ：　　　　　　P

アラームを鳴らしますか：ハイ／イイエ

手順 ボタン操作
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-3 調整メニューの内容1212

283

を押す ・表示部の明るさを調整します。
・明るさは4段階に変化します。
・表示画面は変わりません｡

を押す ・音量を調整します。
・音の大きさは4段階に変化します。
・表示画面は変わりません｡

を押す ・治療中の表示部および操作ボタンの明
かりを自動的に暗くします｡

・5分間ボタン操作を行わずにいると表
示部とボタンの証明が消え、

の表示になります｡
・再び点灯するとき：
1. アラームが発生したとき
2. いずれかのボタンに触れたとき
(例外：表示部に現在時刻、治療終了
時刻が表示されている場合)

・初期設定: イイエ

を押す ・現在時刻の設定をします｡午前/午後で
表示します｡

・治療中は、時刻の変更はできません｡

を押す ・日付の変更を行います。出荷時に調整
しております｡

・治療中は、日付の変更はできません｡

●・・・・→●・・・・→●・・・・→●

ボタン操作 表示 備考

調整メニュー変更◇

表示部明るさ調整

時刻調整：　午後7:10

音量調整

2002年 1月1日

スリープ機能：　イイエ

12 調整メニュー 
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1212 -3 調整メニューの内容

を押す ・初回排液の時間を設定します。
・｢初回排液時間」は、初回排液中に排液
を継続する時間で、お腹が空であるこ
とを検出後、注液に移るまでの時間で
す。「初回排液時間」および「初回排液
の限度」の両方の条件を満たすことに
より、初回排液から注液に移ります。

・初期設定=0
・｢少液量モード（小児モード）｣の場合
必ず入力してください｡

「初回排液時間」を入力する時

を押す 値が点滅します。

を押して
目的の数字に変更します。値を変更する

を押す 点滅が止まり、値が確定されます。

を押す ・初回排液の限度は、初回排液中に最低
限期待される排液量を設定するために
使われます。

・設定の範囲：設定なし、0～3500mL
（標準モード）、0～1500mL（少液量
モード）

・初期設定：1400mLまたは最終注液
量×70％のどちらか多いほう（標準
モード）
－－mLまたは最終注液量×70％
（少液量モード）

ボタン操作 表示 備考

初回排液時間： 00:00

初回排液の限度　：1400P

初回排液時間： 00:15

初回排液時間： 00:15

初回排液時間： 00:00

少液量モード（小児モード）のみ

「最終注液量」を変更した場合、または昼間にツインバッグでのバッグ交換を行った場合
には「初回排液時間」の設定を見直してください。確認
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「初回排液の限度」が設定なしの場合、 システムは「流速なし」を検出すると注液に
移ってしまいます。この設定では最低限出てくる液量を確認せずに注液に移ってしまい
ますのでこの設定をお勧めしません。もし10分間流速が50mL/分以下に下がった場合、
「排液量不良」のアラームが発生します。さらにその状況が続くと5分ごとに同じアラー
ムが発生します。
少液量モードでは「初回排液の限度：設定なし」は選択できません。

確認

NPD（昼間お腹が空）の患者様の場合、「初回排液の限度」は0mLか非常に小さい値に
してください。適切な値についてはかかりつけの病院にお問い合わせください。「初回排
液の限度：設定なし」にしておくと、流速が遅かったり、空気と透析液が混じった状態
があると「排液量不良」アラームが発生します。

確認

12 調整メニュー 

「初回排液の限度」を入力する時

を押す 値が点滅します。

を押して
目的の数字に変更します。値を変更する

を押す 点滅が止まり、値が確定されます。

最終注液量の70％

最終注液量の85％

最終注液量の95％

8時間

4時間

8～12時間

ダイアニール-N

ダイアニール-N

エクストラニール

最終注液する透析液の種類 システムとつなぐ前の貯留時間 「初回排液の限度」の推奨値

「 -14 初回排液の限度を決める（300ページ）」に、この％をもとに算出した初回排液の限度を提示してありま

すのでご参照ください。

1515

「初回排液の限度」が高すぎる場合、「排液量不良」アラームを頻発させます。
もし排液量が期待される量より少なかった場合、「排液量不良」アラームが発生します。初回排液中に
流速がなくなったり遅くなったりした場合、初回排液量が「初回排液の限度」を超えていない場合に
アラームを鳴らし、超えている場合1サイクルの注液に進みます。
もし最終注液量を変更したり、昼間にツインバッグの交換を行ったりしている場合、「初回排液の限度」
の値を見直してください。「最終注液量」の値を変えたときにはいつでも、「初回排液の限度」は最終
注液量の70％の値か現在の値の大きいほうに変更されます。最終注液量を変更するときには最適な
「初回排液の限度」についてかかりつけの病院にお問い合わせください。
以下に「初回排液の限度」の推奨値を示します。

表12-1 初めて｢初回排液の限度｣を設定するときの推奨値

初回排液の限度　：1400P

初回排液の限度　：1800P

初回排液の限度　：1800P
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を押す ・注液時の温度を35℃～37℃で設定
できます｡

・初期設定値：36℃

を押す ・最終注液を行う前に、完全に排液を行
うために最終注液に移行せずに待つ機
能です。

・初期設定：アリ
・最終注液量が0mLでも使用可能です。

カテーテルの先端が、場合によって最適な位置からずれている場合があります。そのような場合、仰
臥位で寝ていると不完全な排液になる場合があります。最終注液前排液の機能はこのような場合に姿
勢を変えられるようにきっかけを与える機能です。

ボタン操作 表示 備考

注液温度　：36

最終注液前　排液　：アリ

「最終注液前　排液」をアリに設定すると、目標除水量と「アラームを鳴らしますか」を
設定する必要があります。「 -15 タイダール総除水量と、最終注液前排液の目標除水
量を決める」の表を参照してください。

1515

確認

「初回排液の限度」を不用意に下げたり「設定なし」にすると、完全に排液を終了しないで1サ

イクルの注液に移ってしまいます。そのため過注液となることがあります。過注液は腹腔内の

違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。最適な「初回排液の限度」設定

値を定めるため、表12-1を参照してください。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を

行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧くだ

さい。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、

過注液の有無に特に注意してください。

1010警告

注液量が1000mL未満の患者様は一般的に排液のスピードが遅い傾向にあります。これらの患

者様は一般的に体重が20kgより少ないです。「排液量不良」アラームや「注意：除水量不良」

アラームを出さないようにするため、少液量モードを使用することをお勧めします。「排液の限

度」や「除水不良の限度」を調整してこれらのアラームの発生を抑えることができます。しか

し「除水不良の限度」を不用意に50％より上げたり、また「排液の限度」も不用意に85％

（初期値）より下げないでください。過注液の可能性を高めてしまいます。

初回排液中に、腹腔内に液が残っているにもかかわらずこれらアラームをバイパスすると、治

療の後半で過注液となる可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、ま

たは死に至る恐れがあります。少液量モードでは少注液量セットのご使用をお勧めします。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を

行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧くだ

さい。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、

過注液の有無に特に注意してください。

1010

警告
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1212 -3 調整メニューの内容12 調整メニュー 

目標除水量の設定が低すぎると、最終サイクルの排液が完全に終了せず、お腹の中に除水
量分の透析液がたまってしまいます。その次の注液にそのまま移行すると、過注液の可能
性があります。
過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る恐れがあります。
過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」
を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）」を
ご覧ください。
ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するとき
には、過注液の有無に特に注意してください。

1010

警告

ボタン操作 表示 備考

を押す ・｢最終注液前　排液：アリ」に設定し
たときのみ出てくる表示です。

・｢目標除水量」は一回の夜間治療で得
たい除水量の予測値です。「目標除水
量」が得られた場合は、「流速なし状
態」を検出したら最終注液に移ります。

・初期設定値：0mL
・設定範囲：50mL～3000mL
・設定単位：50mL

「目標除水量」を初めて設定するときの推奨値は期待される除水量の70％です。期待される除水量の
70％を計算するのに「 -15 タイダール総除水量と、最終注液前排液の目標除水量を決める」の
表を参照してください。
もし最終サイクルの排液が終わるまでの夜間の除水量が「目標除水量」より少なかった場合、治療は
停止して「目標除水量が出ていません」アラームが表示されます。

を押す ・｢アラームを鳴らしますか：ハイ」の
場合で、総除水量が「目標除水量」を
超えていない場合、アラーム音が継続
して鳴ります。姿勢を変えて排液がで
きます。 停止ボタンを押してか
ら 開始ボタンを押してもう一度排
液に戻ります。

・｢アラームを鳴らしますか：イイエ」
の場合で、総除水量が「目標除水量」
を超えていない場合、アラーム音は鳴
らずに「目標除水量が出ていません」
表示が出たままで治療を停止します。
姿勢を変えて排液ができます。 停
止ボタンを押してから 開始ボタン
を押してもう一度排液に戻ります。

1515

目標除水量　　： 0P

アラームを鳴らしますか：イイエ
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ナースメニュー 
ナースメニュー 13

1313
ナースメニューは、医師や看護師の方が使う特別なメニューで、患者様の個々の状況に合わせて調整
できるメニューです｡
特に、患者様毎に注液量や排液の時間は異なるため、 システムでは｢標準モード｣か｢少液量モー
ド」（小児モード）を用意しています。
｢標準モード｣では、変更可能な｢排液の限度｣と、あらかじめ設定された排液の流速と除水不良の限度
を使用します｡
｢少液量モード｣（小児モード）でも上記の設定値は使用していますが、それに加えて、変更可能な｢排
液時間｣と｢除水不良の限度｣｢除水量上限｣を使用します｡適切なモードと設定値の選択を行うことによ
り、確実な排液量を確保しながらアラームの発生頻度を最小化できます。
少液量モードでは、回路（少注液量セット）をお使いください｡

設定に変更がある場合、病院でここに記入いただくか、｢ システム治療内容｣あるいはPDリンク
｢PD処方レポート｣に内容を記載してもらってください｡

□ナースメニューの変更はありません。
□ナースメニューは以下の様に設定されています｡

（標準か少液量（小児）どちらかに○）

（どちらかに○）

次ページの警告を参照ください｡

少液量モード（小児モード）のみ

｢少液量モード（小児モード）｣では必ず入力してください。

排液時間を適切に設定しないと、｢少液量モード（小児モード）｣は有効になりません｡

少液量モード（小児モード）のみ

少液量モード（小児モード）のみ

注意：排液中で流速不良や流速がなくなったとき、 システムがアラームを鳴らすか次の注液に移るか決

める基準は、｢排液限度｣（注液量のパーセントで示される）を使用します｡

（どちらかに○）

（どちらかに○）

（どちらかに○）

タイダール中間排液の初期値は標準モードでも少液量モードでも3です。

モード：標準　/ 少液量

2液混合バッグ：　ハイ/イイエ

排液の限度：　　　％

排液時間：　　：　

除水不良の限度：　　　　　％

除水量上限：　　　　　　P

貯留時間自動調整：ハイ/イイエ

空バッグ使用：　　ハイ/イイエ

タイダール中間排液：アリ/ナシ
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ナースメニュー 13

289

（どちらかに○）

通常イイエ

（どちらかに○）

もし｢排液の限度｣が低すぎると、排液が十分にされないことが考えられます｡

これは、過注液につながる可能性があります｡過注液は腹部の不快感をもたらしたり、ときには

おもわぬ重大な事故につながる恐れがあります｡

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方・乳幼児など）に使用しているときに

は、特にご注意ください｡

使用中に過注液が疑われるときには、 停止ボタンを押して、 を押して｢強制排液｣を行っ

てください｡詳細は本冊子の254ページをご参照ください｡

もし｢排液の限度｣が高すぎると、｢排液量不良｣アラームの頻度を増し、貯留時間が減ってしまい

ます｡工場出荷時の85％はご使用者の最適な値をきめるにあたっての初期値とお考えください。

警告

注液量が1000mL未満の患者様は一般的に排液のスピードが遅い傾向にあります。これらの患

者様は一般的に体重が20kgより少ないです。「排液量不良」アラームや「注意：除水不良」ア

ラームを出さないようにするため、少液量モードを使用することをお勧めします。「排液の限度」

や「除水不良の限度」を調整してこれらのアラームの発生を抑えることができます。しかし

「除水不良の限度」を不用意に50％より上げたり、また「排液の限度」も不用意に85％（初期

値）より下げないでください。過注液の可能性を高めてしまいます。

初回排液中に、腹腔内に液が残っているにもかかわらずこれらアラームをバイパスすると、過

注液となる可能性があります。過注液は腹腔内の違和感や、深刻な健康被害、または死に至る

恐れがあります。少液量モードでは少注液量セットのご使用をお勧めします。

過注液が疑われるときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」を

行ってください。「強制排液」の手順は 困ったときの対処方法（254ページ）」をご覧くださ

い。

ご自分で異常を訴えることができない方（意識のない方、乳幼児や小児）に使用するときには、

過注液の有無に特に注意してください。

1010

少注液量
の警告

メッセージ表示：日本語

洗浄：　　　　　ハイ/イイエ

処方内容保護：ハイ/イイエ

体重の初期化：ハイ/イイエ

治療結果リスト　◇

アラームリスト　◇

排液の限度：　　　　％
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排液の採取方法 
排液の採取方法 

14
14

14

確認 

● 外袋から排液採取用セットを取り出し、クラン
プを閉めます。

3. 排液採取ラインのクランプを確認1. マスクの着用・手洗い

2. 排液採取用セットの準備

● 回路の排液採取ラインのクランプが閉まって
いることを確認します。● マスクを着用し、手洗いをします。

接続部に手指や他のものが触れた場合、検査結果が正しく出ない可能性があります。

触れた場合には病院に連絡して指示に従ってください。

外したキャップは捨てないでください。

注 意

清潔操作にて接続を行ってください。

不潔にした場合、正確な検体が得られ

ないことがあります。警 告

外袋が破れていないこと、排液採取用

セットのキャップが付いていることを

確認してください。注 意

感染を防ぐため、病院で指導を受けたように清潔操作で行ってください。マスクをし、手洗い

をし、乾燥（または消毒）してください。
警 告
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6. 排液採取用セットを接続する

● 排液採取用セットと排液採取ポートを接続し
ます。

● 排液採取用セットが排液採取ラインのY管部
より下になるように置いてください。

器

開ける 

7. クランプを開ける

● 2～3分排液した後、排液採取ラインと排液採
取用セットのクランプを開けます。

最初はプライミングした透析液で回路

が満たされています。正しい検査結果を

得るために回路内の透析液が十分流れ

出てから、排液採取を行ってください。

注 意

排液の採取方法 14

4. 排液採取用セットのキャップを外す

● 排液採取用セットのコネクターからキャップを
取り外します。

5. 排液採取ポートのキャップを外す

● 排液採取用セットを保持しながら排液採取ポ
ートのキャップを取り外します。
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8. クランプを閉める

● 排液採取が終わったら直ちに排液採取ライン
と排液採取用セットのクランプを閉めます。

9. 排液採取用セットを切り離す

● 排液採取用セットを切り離します。
● 排液採取用セットと排液採取ポートにキャップ
を装着します。

閉める 

検査用の容器への移し替えはかかりつけの医療機関

にて行います。

1414 排液の採取方法
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仕様 15
仕様 15

15
-1 機器の仕様1515

-2 機器の使用環境条件1515

-3 機器の性能1515

寸法 高さ17.8cm×幅47.2cm×奥行37.3cm（ ）
高さ17.8cm×幅49.5cm×奥行39.9cm（ ）

重量 12.3Kg
電源 AC100V（±10%）50／60Hz
消費電力 最大消費電力　600VA／AC（600W）

通常消費電力　100VA／AC（100W）
電撃保護形式 クラスⅠ
電撃保護程度 タイプB
防水条件 IEC60601-2-39（44.3）

＊電源継続使用可能

使用条件 周囲温度：　15℃～36℃　　結露がないこと
保管条件 周囲温度：－32℃～54℃　　結露がないこと
使用大気圧範囲 10.2psia～15.3psia、70kPa～106kPa
保管大気圧範囲 7.3psia～15.3psia、50kPa～106kPa
雰囲気 燃焼および爆発の危険のある雰囲気ではないこと

エアロゾールを使用していないこと
高酸素濃度でないこと
可燃性の麻酔用の空気や酸素、一酸化二窒素が混在しているところ
で使用しないこと

容積の精度　　　　　注液／排液の 標準モード：+5／－20mL
目標値の精度 少液量モード（小児モード）：+5／－10mL
表示値の精度 ±1％または±10mLの誤差の大きい方の値

容積表示の精度 １mL単位
注液温度の制御範囲 33℃～40℃
温度測定範囲 5℃～50℃
温度の精度 ±2℃
注液温度の設定 35℃　36℃　37℃
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-4 バッテリーバックアップ1515

停電時、 システムは加温と液の移動を止め、表示も消します。ただし、停電発生後約2時間
以内であれば、どれかボタンを押した後１～2分は表示をします。停電発生後約2時間以内に電
源が復帰した場合治療を継続できます。詳細は本冊子の247ページをご参照ください｡停電時に
お腹に液が残っていれば、腹膜透析の治療は継続しているとお考えください。

-5 液温保護システム1515

本機器では、マイクロプロセッサー･温度センサーおよび独立の遮断スイッチにより構成されて
いる｢液温保護システム｣によって、患者様に高温の透析液が注液されないようになっています｡
検出温度は±2℃です。本機器では高温状態検出後、5秒以内にアラームを鳴らします｡

-6 アラーム音が鳴らない期間1515

アラーム発生時にご使用者が 停止ボタンを押してアラームを止めて、なおかつ、アラームを
回避する手段をとらない場合、 システムは30分以内にアラームを鳴らします。

-7 音圧レベルの範囲1515

システムのアラーム音は1メーターの距離で75dBA±10dBAの範囲になるように設定さ
れています｡システムエラーはいつでも最大音量になるようになっています｡

-8 透析液の移動を行う際の最大の圧1515

患者様との間で透析液の移動を行う際の最大の圧は、±10.3kPa（±77.6mmHg、±
1.5psig）です。液の移動がない状態でのお腹への最大圧は±15.2kPa（±113.8mmHg）
を10秒間以上超えません。 システムは、通常の単一故障状態であっても、±24.1kPa
（±181.0mmHg、±3.5psig）を超えません。

1515 仕様
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仕様 15

-9 気泡注入の保護システム1515

システムは垂直に配置されたカセット内の空気を検出することができます。約3cc以上の
気泡を検出した場合、カセット内の上部にある出口から排液ラインに排出します｡3ccより少な
い気泡は、カセット内下部にある出口から注液ラインに物理的に押し出すことはできません。こ
の方法を取ることにより、カセットに損傷がなく、コネクターラインに正しくプライミングされ
ていれば、患者様に気泡が入ることはありません｡

回路のコネクターラインは、ヒーターバッグの透析液の重さをつかって重力でプライミングしま
す｡コネクターラインは、ヒーターバッグ内の液面とコネクターライン先端のコネクターの高さ
が同じ時に正しくプライミングされます｡ システムはコネクターラインが正しくプライミ
ングされたか検出することができません。正しいプライミングに関しては本書の｢治療の開始｣の
部分をご参照ください｡

回路を使用する前にカセットシートに損傷がないかご確認ください。

もし損傷があれば、新しいものと変えてください｡注 意

-10 過注液の保護システム1515

システムは過注液を防止するだけでなく、過注液が発生した場合の警報も備えています。
・2つの独立した、注液量と排液量を測定する「液量測定システム」を用いています。これら2
つのシステムの測定誤差は0.1％以内です。

・自己診断機能が備えられており、機能が正しく動作しているか継続して確認しています。もし問題が見つかっ
たら、 システムは治療を中断し、安全な状態にした後で、ご使用者に知らせます。

・ セットのカセットが正しくセットされ動作していることを確認する自己診断機能が備えられています。
・停電が検出されると、 システムは間違って透析液が患者様に注液されないようにオクル
ーダーを閉めて治療を止めます。

・ システムは排液をむやみにバイパスしないように知らせたり、警告したりします。
・ システムはお腹が空の状態と、チューブの閉塞状態を識別します。
・実際の排液量を、排液量の期待値と比較し、過注液が疑われる場合はそれを知らせます。
・ システムは透析液の流速が不十分である場合それを知らせます。
・ システムは各国の安全基準に基づいて設計されています。
・取り扱いの説明と安全上の注意・警告を本冊子および指導者マニュアルにてお知らせします。
患者様や介助者が、過注液を疑うときには、 停止ボタンをすぐに押し、 ボタンを押して「強制排液」
を行ってください。「強制排液」の手順は「 困ったときの対処方法（254ページ）をご覧ください。
過注液については269ページをご参照ください。
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-11 排液論理について1515

システムには「標準モード」と「少液量モード」（小児モード）の2種類があり、それぞれで排
液論理が違います。

（1）標準モードの排液論理

システムは、ある一定以上の時間お腹のチューブからの流速が遅くなったり、2チェンバー分液
量が流れなくなるまで排液を継続します。
ある一定時間、「流速不良状態」が続いた場合、 システムは次に何を行うべきかを実際の排液量
と「排液の限度」の液量と比較して決定します。

●｢排液の限度」に達していないと判断したとき、3回アラーム音が鳴り「排液量不良」アラーム表示
が出ます。この状態が継続すると、6回アラーム音が鳴ります。さらにこの状態が継続すると連続
したアラーム音となり、手動回避が必要です。

●｢排液の限度」に達したと判断したとき、 システムは患者さんの液量を0mLに設定しなおし、
次の注液に移ります。

排液中に「流速なし状態」が発生したら、 システムは注液方向にも「流速なし状態」があるか確
認します。（「プッシュバック」と呼びます。）
●｢流速なし状態」が排液方向だけでなく注液方向にまで発生していたら「コネクターライン確認」ア
ラームをアラーム音とともに鳴らします。

●プッシュバックができれば、お腹のチューブは閉塞していないと考えて、 システムは次に何を
行うべきかを実際の排液量と「排液の限度」の液量と比較して決定します。
・｢排液の限度」に達していないと判断したとき、3回アラーム音が鳴り「排液量不良」アラーム表
示が出ます。この状態が継続すると、6回アラーム音が鳴ります。さらにこの状態が継続すると
連続したアラーム音となり、手動回避が必要です。

・｢排液の限度」に達したと判断したとき、 システムは患者さんの液量を0mLに設定しなおし、
次の注液に移ります。

「初回排液の限度：〇〇mL」の設定は「調整メニュー」で行います。「排液の限度％」の設定は「ナ
ースメニュー」で行います。「排液の限度％」は一回あたりの注液量にかけて基準値となる排液の限度
の液量に直して使用されます。

1515 仕様

P282-322  11.6.28 2:09 PM  ページ 296



297

表
示
部
の
説
明 

調
整
メ
ニ
ュ
ー 

ナ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー 

仕
　
様 

排
液
の
採
取
方
法 

旅
行
に
際
し
て 

お
手
入
れ
方
法 

点
検
手
順
と
注
意 

困
っ
た
と
き
の
 

対
処
方
法
 

仕
　
様 

仕様 15

（2）少液量モードの排液論理

少液量モードの排液論理は標準モードの排液論理と似ています。少液量モードを使用する患者様は一
般的に流速が遅いため、「流速不良状態」と「流速なし状態」の基準値が標準モードより下がっていま
す。また、少液量モードには「初回排液時間」の設定が調整メニューで、「排液時間」の設定が「ナー
スメニュー」で可能になっています。
少液量モードの場合、以下の条件で次の注液に移ります。

●「流速不良状態」または「流速なし状態」が発生しており、しかも「排液の限度」を超えて排液し
ており、「排液時間」も過ぎている
または

●「流速なし状態」で、注液した液量の100％以上が排液されている

「排液時間」が経過していない状態だと、「流速不良状態」や「流速なし状態」となった場合、「排液量
不良」アラームは発生しないことがあります。

（3）排液中にバイパスを行った場合の注液について（全量注液と部分注液）

システムは、排液の状態や排液量に応じてバイパスを行った場合の注液量を全量注液にするか、
部分注液（※1）にするかを決定します。詳細を表15-1に示します。
（※1）「部分注液」とは、設定した注液量を注液せずにお腹の中の残液を考慮して注液を行うことをいいます。

例えば、注液量2000mLで排液量1500mLの場合、次回の注液は1500mLとなります。

システムには標準モードと少液量モード（小児モード）の2種類の排液の論理があります。
標準モードと少液量モード（小児モード）のそれぞれのモードごとに、どの程度の排液がなされたか
「流速不良状態」または「流速なし状態」かによって システムの動作が決まります（表15-1参照）。
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表15 -1 排液論理

（＊）流速がなくなって排液が終了したと システムが判断したら、お腹が空になったか確認するため、非常に
少ない液を患者様に押し戻します（＝プッシュバック）。次の注液はその注液量から始まります。

「少液量モード」（小児モード）では「標準モード」の基準の流速以下に下がるまでアラームを鳴らさずに排
液を継続します。そして、注液に移る前には、「排液の限度」を超えるだけでなく「排液時間」も過ぎる必
要があります。しかし、「少液量モード」では、排液時間が経過しなくても、「流速不良状態」または「流
速なし状態」があれば、①排液の限度の液量が出ているか、②注液の100％以上の排液のどちらか多い量
が出ている場合、注液に移ります。
なお、「少液量モード」の注液量の範囲は60～1000mLです。このモードは通常排液のスピードが遅い、
注液量が少ない患者さんに適しています。なお、注液量が少ないときは「ホームAPDシステム セット
少注液量セット」をお使いください。
「標準モード」は注液量が100～3000mLの範囲の方に使用できます。少液量モードより流速の下限が高
くなっています。

「排液量不良」アラームが発生します。もしバ
イパスしたら次の注液は全量注液になります。
「排液量不良」アラームをバイパスした時に、
お腹の中に注液量の50％以上（除水不良の
限度の設定値）の透析液が残っていたら、
注液には移らずに「注意：除水不良」アラー
ムが発生します。
もし「注意：除水不良」アラームをバイパス
したら、次の注液は部分注液となります。

「流速不良状態」＝
50mL/分未満

「流速なし状態」
（＊）＝12mL/分
未満を含む

標準モード

標準
モード

少液量
モード

流速の状態 左の流速の状態になったときまでに排液された液量

「排液の限度」に達していないとき 「排液の限度」に達したとき

通常の流速

少液量モード（小児モード）

「流速不良状態」＝
15mL/分未満

「流速なし状態」
（＊）＝3mL/
分未満

通常の流速
アラームは発生せずに排液を継続します。もし排液を停止してバイパスしたら、次の注
液は部分注液となります。

「排液時間」が過ぎていないなら、アラーム
は鳴らずに排液を継続します。
「排液時間」が過ぎていたら、「排液量不良」
アラーム発生。もしバイパスしたら次の注
液は全量注液になる。
「排液量不良」アラームをバイパスした時に、
お腹の中に注液量の50％以上（除水不良の
限度の設定値）の透析液が残っていたら、
注液には移らずに「注意：除水不良」アラー
ムが発生します。
もし「注意：除水不良」アラームをバイパス
したら、次の注液は部分注液となります。

排液時間にかかわらず、「排液量不良」アラ
ームが発生します。もしバイパスしたら次
の注液は全量注液になります。
「排液量不良」アラームをバイパスした時に、
お腹の中に注液量の50％以上（除水不良の
限度の設定値）の透析液が残っていたら、
注液には移らずに「注意：除水不良」アラー
ムが発生します。
もし「注意：除水不良」アラームをバイパス
したら、次の注液は部分注液となります。

「排液時間」が過ぎていないなら、アラーム
は鳴らずに排液を継続します。
「排液時間」が過ぎていたら、次の注液に移
ります。次の注液は全量注液です。
もし治療中に、お腹の中に注液量の50％以
上（除水不良の限度の設定値）の透析液が
残っていたら、注液には移らずに「注意：除
水不良」アラームが発生します。
もし「注意：除水不良」アラームをバイパス
したら、次の注液は部分注液となります。

「排液時間」が過ぎていなければ、注液量の
100％以上が排液されるまでアラームは鳴
らずに排液を継続します。
「排液時間」が過ぎるか、注液量の100％
以上排液されたら次の注液に移ります。次
の注液は全量注液です。
もし治療中に、お腹の中に注液量の50％以
上（除水不良の限度の設定値）の透析液が
残っていたら、注液には移らずに「注意：除
水不良」アラームが発生します。もし「注
意：除水不良」アラームをバイパスしたら、
次の注液は部分注液となります。

アラームは発生せずに排液を継続します。もし排液を停止してバイパスしたら、次の注
液は部分注液となります。

「排液の限度」に達していないとき 「排液の限度」に達したとき

自動的に次の注液に移ります。次の注液は
全量注液です。
もし治療中に、お腹の中に注液量の50％以
上（除水不良の限度の設定値）の透析液が
残っていたら、注液には移らずに「注意：除
水不良」アラームが発生します。
もし「注意：除水不良」アラームをバイパス
したら、次の注液は部分注液となります。
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-12 補液の論理1515
（1）通常の補液

システムは貯留の初めで、バッグラインからヒーターバッグに補液します。これにより、次の
サイクルの注液に備えます。これを「通常の補液」と呼びます。通常の補液では液の流れが遅くなっ
たりとまったりしてもアラームは鳴らしません。
「最終注液濃度変更　アリ」になっていて、バッグライン（白いクランプのライン）が空と判断した
場合、補液をとめます。補液が終わらない前に貯留をバイパスしようとすると、「補液は終了してい
ません」というアラームが鳴ります。
「最終注液濃度変更　ナシ」になっていて、バッグライン（白いクランプのライン）が空と判断した
場合、最終注液ライン（青いクランプのライン）から透析液を引っ張ろうとします。 システム
は、バッグラインと最終注液ラインを同時に引っ張ることはしません。

（2）予定外の補液
注液が終わる前にヒーターバッグが空になったら、 システムは通常、注液を終了するためにバ
ッグラインからヒーターバッグに透析液を引っ張ってきます。この状態では、ヒーターバッグが予定
外に空になってしまったので「予定外の補液」と呼びます。
「予定外の補液」はヒーターバッグが空になったときに以下の表で示した注液量が終わっていない場
合に行われます。注液された液量がこの基準を満たしている場合貯留に移行します（貯留移行基準）。

1：上記の「予定外の補液」を行うための液量が不足した場合、アラームが鳴ります。このア
ラームはバイパスできません。注液に戻るには「 補液中の「バッグライン確認」アラー
ムのバイパス方法（236ページ）」を参照してください。

2：上記「貯留移行」基準を満たしたらアラームは鳴らさずに次の貯留に移ります。

66
注意

注液量≧90％

注液量≧100％

注液量≧75％

注液量≧75％

注液量＜90％

注液量＜100％

注液量＜75％

注液量＜75％

（夜間）サイクル1注液

（夜間）サイクル2～（最終-1）サイクルの注液（※1）

最終サイクルの注液（※2）

最終注液

注　液 予定外の補液を行う基準 貯留移行基準

※1 夜間のサイクル数が4サイクルの場合、2～3サイクル目の注液のこと。
※2 夜間のサイクル数が4サイクルの場合、4サイクル目の注液のこと。

表15-2 予定外の補液論理
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-13 注液量の最大値を決める1515
以下の表に、患者様の目標体重に基づいた最大注液量を示します。この表を見ることにより、患者様
の体重に比べて注液量が多すぎたりしないないように確認できます。実際は、多くの患者様でこの表
に示される値より少ない注液量で十分だと考えられます。
この表を使うには、患者様の体重の行に示されている注液量の最大値をご確認ください。
・例：もし患者様の体重が47kgなら、注液量の最大値は2000mLです。

もし患者様の体重が2つの行の間の値であれば、低い方の値をご使用ください。
・例：もし患者様の体重が52kgなら、注液量の最大値は2200mLです。

もし体重が70kgより多い方であれば注液量の最大値は3000mLをお使いください

目標体重（kg）
32
35
38
41
44
47
50
53
56
59
62
65
68

70以上

注液量の最大値（mL）
1400
1600
1700
1800
1900
2000
2200
2300
2400
2500
2600
2800
2900
3000

注液量の最大値（mL）
100
150
200
300
400
500
600
700
800
900
1000
1100
1200
1300

目標体重（kg）
2
3
4
6
8
10
12
14
16
18
20
23
26
29

表15-3 注液量の最大値の目安

上記の値は注液量の最大値であり、推奨値ではありません。
確認
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-14 「初回排液の限度」を決める1515
下記の表は、初回排液の限度を決めるに当たり最終注液量に対するいくつかの割合をかけた数値をお
示ししています。
この表を使うには、患者様の最終注液量に該当する行をみて、適切な割合（％）が示す数値を見てく
ださい。使用する透析液の種類と、貯留時間から推奨される、最終注液量に対する割合を「 調整メ
ニュー」の表12-1（284ページ）に示しますのでご参照ください。

・例：もし最終注液量が2000mLで、希望する割合がその85％なら、初回排液の限度の設定値は
1700mLとなります。
もし最終注液量が2つの行の間の値であれば、低い方の値をご使用ください。

・例：もし最終注液量が550mLで、希望する割合がその85％なら、初回排液の限度の設定値は
430mLとなります。

1212
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仕様 15

最終注液量（mL）
60
80
100
120
140
160
180
200
220
240
260
280
300
320
340
360
380
400
420
440
460
480
500
600
700

70%
40
60
70
80
100
110
130
140
150
170
180
200
210
220
240
250
270
280
290
310
320
340
350
420
490

75%
50
60
80
90
110
120
140
150
170
180
200
210
230
240
260
270
290
300
320
330
350
360
380
450
550

80%
50
60
80
100
110
130
140
160
180
190
210
220
240
260
270
290
300
320
340
350
370
380
400
480
550

85%
50
70
90
100
120
140
150
170
190
200
220
240
260
270
290
310
320
340
360
370
390
410
430
500
600

90%
50
70
90
110
130
140
160
180
200
220
230
250
270
290
310
320
340
360
380
400
410
430
450
550
650

95%
60
80
100
110
130
150
170
190
210
230
250
270
290
300
320
340
360
380
400
420
440
460
480
550
650

最終注液量（mL）
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000
2100
2200
2300
2400
2500
2600
2700
2800
2900
3000

70%
550
650
700
750
850
900
1000
1100
1100
1200
1300
1300
1400
1500
1500
1600
1700
1800
1800
1900
2000
2000
2100

75%
600
700
750
850
900
1000
1100
1100
1200
1300
1400
1400
1500
1600
1700
1700
1800
1900
2000
2000
2100
2200
2300

80%
650
700
800
900
950
1000
1100
1200
1300
1400
1400
1500
1600
1700
1800
1800
1900
2000
2100
2200
2200
2300
2400

85%
700
750
850
950
1000
1100
1200
1300
1400
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000
2000
2100
2200
2300
2400
2500
2600

90%
700
800
900
1000
1100
1200
1300
1400
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000
2100
2200
2300
2300
2400
2500
2600
2700

95%
750
850
950
1000
1100
1200
1300
1400
1500
1600
1700
1800
1900
2000
2100
2200
2300
2400
2500
2600
2700
2800
2900

表15-4 最終注液量の割合（％）から算出される「初回排液の限度（mL）」
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-15 タイダールの「総除水量」と、「最終注液前排液」の「目標除水量」を決める1515
以下の表を用いることにより、
・タイダール療法での「総除水量」
・「最終注液前排液」機能での「目標除水量」
を決めることができます。
この表を使うには、一回の治療から期待される除水量が記載されている行に注目したうえで、
・タイダール治療から期待する割合（70～95％）が示す数値
・最終注液前　排液機能から期待する除水量の割合（70～95％）が示す数値
を使用してください。
・例：もし一回の治療から期待する除水量が1300mLで、タイダール療法から70％の除水を得た

いとするなら、総除水量の設定は910mLを使ってください。
もし期待する除水量が2つの行の間の値であれば、低い方の値をご使用ください。
・例：もし一回の治療から期待する除水量が1350mLで、最終注液前排液から70％の除水を得た

いとするなら、目標除水量の設定は900mLを使ってください。

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

220

240

260

280

300

320

340

360

70%

10

30

40

60

70

80

100

110

130

140

150

170

180

200

210

220

240

250

75%

20

30

50

60

80

90

110

120

140

150

170

180

200

210

230

240

260

270

85%

20

30

50

70

90

100

120

140

150

170

190

200

220

240

260

270

290

310

90%

20

40

50

70

90

110

130

140

160

180

200

220

230

250

270

290

310

320

95%

20

40

60

80

100

110

130

150

170

190

210

230

250

270

290

300

320

340

70%

0

50

50

50

50

100

100

100

150

150

150

150

200

200

200

200

250

250

75%

0

50

50

50

100

100

100

100

150

150

150

200

200

200

250

250

250

250

80%

0

50

50

50

100

100

100

150

150

150

200

200

200

200

250

250

250

300

85%

0

50

50

50

100

100

100

150

150

150

200

200

200

250

250

250

300

300

90%

0

50

50

50

100

100

150

150

150

200

200

200

250

250

250

300

300

300

95%

0

50

50

100

100

100

150

150

150

200

200

250

250

250

300

300

300

350

80%

20

30

50

60

80

100

110

130

140

160

180

190

210

220

240

260

270

290

タイダール療法の「総除水量」の設定値（mL） 最終注液前 排液の「目標除水量」の設定値（mL）期待する
除水（mL）

表15-5 タイダールの「総除水量」と、「最終注液前排液」の「目標除水量」（1）
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380

400
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480

500

600
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1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

2100

2200

2300

2400

2500

2600

2700

2800

2900

3000

70%

270

280

290

310

320

340

350

420

490

560

630

700
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840

910

980

1100

1100

1200

1300

1300

1400

1500

1500

1600

1700

1800

1800
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2000
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830
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2300

85%
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360
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430
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600
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850

940

1000
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1300

1400

1400

1500
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1700
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2000

2100

2200
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2500
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90%
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360

380
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720
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900
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1300

1400

1400

1500

1600

1700
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2000
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2200

2300

2300
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2500
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95%

360

380

400
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460

480

570

670

460

860

950

1000

1100

1200

1300

1400

1500

1600

1700

1800

1900

2000

2100

2200

2300

2400

2500

2600

2700

2800

2900

70%

250

300

300

300

300

350

350

400

500

550

650

700

750

850

900

1000

1050

1100

1200

1250

1350

1400

1450

1550

1600

1700

1750

1800

1900

1950

2050

2100

75%

300

300

300

350

350

350

400

450

550

600

700

750

850

900

1000

1050

1150

1200

1300

1350

1450

1500

1600

1650

1750

1800

1900

1950

2050

2100

2200
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80%

300

300

350

350

350

400
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500

550

650

700
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900

950

1050

1100

1200

1300

1350

1450

1500
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1700

1750

1850

1900

2000

2100
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2250

2300

2400

85%

300

350

350

350

400

400

450

500

600

700

750

850

950

1000

1100

1200

1300

1350

1450

1550

1600

1700

1800

1850

1950

2050

2150

2200

2300

2400

2450

2550

90%

350

350

400

400

400

450

450

550

650

700

800

900

1000

1100

1150

1250

1350

1450

1550

1600

1700

1800

1900

2000

2050

2150

2250

2350

2450

2500

2600

2700

95%

350

400

400

400

450

450

500

550

650

750

850

950

1050

1150

1250

1350

1450

1500

1600

1700

1800

1900

2000

2100

2200

2300

2400

2450

2550

2650

2750

2850

80%

300

320

340

350

370

380

400

480

560

640

720

800

880

960

1000

1100

1200

1300

1400

1400

1500

1600

1700

1800

1800

1900

2000

2100

2200

2200

2300

2400

タイダール療法の「総除水量」の設定値（mL） 最終注液前 排液の「目標除水量」の設定値（mL）期待する
除水（mL）

表15-5 タイダールの「総除水量」と、「最終注液前排液」の「目標除水量」（2）
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-16 初期設定値1515
以下の表では、
・処方メニュー
・調整メニュー
の初期値および変更可能幅を示しています。標準モードおよび少液量モードでの違いについても記載
しています。

表15-6 処方メニューの初期値一覧

表15-7 調整メニューの初期値一覧

網掛け部分は、処方の設定にしたがって表示部分に見えたり見えなかったりします。
確認

処方メニュー

治療

総注液量

昼間交換回数

昼間注液量

治療時間／夜間治療時間

注液量／夜間注液量

タイダール量　％
夜間タイダール量　％

総除水量／夜間総除水量

最終注液量

最終注液濃度変更
中間排液
体重単位
患者体重

初期値

CCPD／IPD

200mL

0

100mL

10分

250mL

95%

標準モード　1000mL
少液量モード　400mL

100mL

ナシ
3
キログラム
1キログラム

設定範囲
CCPD／IPD、タイダール、ハイブリッドCCPD、
ハイブリッドタイダール

200－80000mL

1-9
標準モード　100－3000mL
少液量モード　60－1000mL
10分～48時間
標準モード　100－3000mL
少液量モード　60－1000mL

40－95％

10－10000mL

標準モード　100－3000mL
少液量モード　60－1000mL
アリ／ナシ
1-99
キログラム、ポンド
1-990キログラム　2-990ポンド

備考

用語解説

⑨-2 CCPD／IPD療法の設定
⑨-3 タイダール療法の設定

用語解説

⑨-2 CCPD／IPD療法の設定
⑨-3 タイダール療法の設定

⑨-3 タイダール療法の設定

⑨-2 CCPD／IPD療法の設定
⑨-3 タイダール療法の設定

⑨-3 タイダール療法の設定
⑨-2 CCPD／IPD療法の設定
⑨-3 タイダール療法の設定

調整メニュー
表示部明るさ調整
音量調整
スリープ機能
時刻調整
年月日
初回排液時間

初回排液の限度

最終注液前 排液
注液温度

目標除水量
アラームを鳴らしますか

初期値
－
－
イイエ
－
－
少液量モード：0分

標準モード　1400mLまたは最
終注液量の70％の大きいほう
少液量モード　－mLまたは最終
注液量の70％の大きいほう

アリ
36℃

0mL
イイエ

設定範囲
4段階
4段階
ハイ／イイエ
午前／午後
－
少液量モードのみ：1－30分

標準モード　設定なし　0－
3500mL
少液量モード　0－1500mL

アリ／ナシ
35－37℃

0－3000mL
ハイ／イイエ

備考

⑫-3 調整メニューの内容
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16
16

旅行に際して 
旅行に際して 

16

システムは小型軽量で旅行が可能です。旅行に出た場合でも治療が継続して行えるように、かか
りつけの病院に以下のことをご相談ください。

●ご自分で医療用の機材をお持ちにならない場合、透析液と関連する機材が配送されるようにかかりつ
けの病院と事前に（国内：少なくとも3週間前、海外：少なくとも7週間前）ご相談ください。

●旅行が遠方の場合、緊急の連絡先（病院）をかかりつけの病院にご確認ください。
●万が一移動中の機械の故障や紛失した時にも治療が継続できるように、最低でも1日分の手動での
交換用の機材の準備もしてください。

●海外に旅行する場合、いくつか確認する事項がございます。なるべく早く、少なくとも7週間前ま
でにかかりつけの病院にお問い合せください。

●　バッグの接続方法が違っている場合があります。
●　電圧・コンセントの形状
●　アースが適切でない場所に旅行する場合、絶縁トランス（600W）を使用することでも安全に
使用できます。

旅行で システムを絶縁トランスなしで使用する場合、感電を防止するため電源コンセント
の接地が確実であることをご確認ください。警告
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システムのお手入れ方法と交換について 
お手入れ方法と交換について 

17
17

17

電源スイッチを切ります｡

電源コードをコンセントから外します｡

電源コードを本体から抜きます｡

中性洗剤を薄く溶かした水を布に含ませ、
よくしぼります｡

本体に付着した透析液をきれいにふき取
ります｡

本体の表面をふき、そのあと乾いた布で
軽くふいて仕上げます｡

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 6

ぬれた手で、電源コードの差し込み

プラグを抜き差ししないでください。

・感電する危険があります。

必ず電源コードを本体から抜いて機

器の清掃を行ってください。

・感電の原因になることがあります。

清掃を行うときには、化学薬品やエア

ロゾル、シンナー・ベンジンなどの有

機溶剤は使用しないでください。

・機器の表面やプラスチック部が変

質したり、塗装がはげることがあ

ります。

-1 本体のお手入れ方法1717

本体を開けたりしないでください。内部の電気回路を触ると感電する恐れがあります。
警告

セットおよび、 システムのドア内部のカセットに接する面にはアルコールや過酸化

水素水およびアルコールを含んだ消毒剤を使用しないでください。 セットにそれら溶液を

使用するとひび割れの原因となります。ひび割れができたカセットを使用すると透析液や透析

液の流路を汚染する可能性があります。透析液や透析液の流路が汚染されると、腹膜炎や障害

を負ったり死亡したりする恐れがあります。

警告
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本機器を使用しなくなった場合にはバクスターに本機器を返却してください。

返却されるときには、以下の手順に従って清掃を行ってください。

q 電源コードを本体より抜きます。

w 約1Lの水に64mLの家庭用漂白剤を入れます。

e ゴム手袋とエプロンをしてスポンジなどでふきます。

r 水をしみ込ませないようにふき終わりましたら、乾いた布もしくはぺーパータオルなどで

余分な水分をふき取ります。

ご不明な点がありましたらバクスターCAPDコールセンターまでお問い合せください。

システムのお手入れ方法と交換について 
お手入れ方法と交換について 

17
17

17
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1717 -2 トレイのお手入れ方法1717 -1 本体のお手入れ方法

-2 トレイのお手入れ方法1717

● 左側のくぼみをつかんで上に引っ張ります。 ● 右にずらしてトレイを取り外します。

（1）トレイの外し方

● 本体のヒーターの右にある右取り付け金具
にトレイ内面の2つの穴を合わせてはめま
す。

合わせる 

● トレイの左側のくぼみ部分を上から押して
取り付けます。

（2）トレイの取り付け方
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お手入れ方法 
お手入れ方法と交換について 

17
17

17

（3）トレイのお手入れ方法

トレイを前のページに従って取り外します。

中性洗剤を薄く溶かした水を布に含ませ、
よくしぼります。

本体およびトレイに付着した汚れをきれい
にふき取ります。

乾いた布で軽くふいて仕上げます。

トレイを前のページに従って取り付けま
す。

手順 1

手順 2

手順 3

手順 4

手順 5

手順 1

手順 3
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1717 -2 トレイのお手入れ方法

-3 補液用スタンドのお手入れ方法1717

ベルトを外し補液用スタンドを広げます。

中性洗剤を薄く溶かした水を布に含ませ、
よくしぼります。

付着した汚れをきれいにふき取ります。

手順 1

手順 2

乾いた布で軽くふいて仕上げます。

乾いたら下図のように組み立てます。

手順 4

手順 5

手順 3

手順 3

バンドでとめる。 321

① 

② 

手順 5

1717 -3 補液用スタンドのお手入れ方法
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お手入れ方法と交換について 17

-4 カバーのお手入れ方法1717

カバーは水洗いが可能ですが、ご家庭でのお洗濯時は下記の取り扱い表示に従ってください。

【　　カバーの取り扱い方】 

分 類 記 号 意味と注意 

ドライ 

クリーニング 

アイロンの 

掛け方 

バークレン・石油系溶剤でのドライクリーニングができますが、色落ちしやすい

ものとの同浴処理を避け、清浄な液で処理してください。 

（クリーニング処理基準D6735） 

水洗い 

塩素漂白 

絞り方 

干し方 

水洗いの際は軽く手洗いでお願いします。 

塩素系漂白剤による漂白はできません。 

手絞りの場合は短く、遠心脱水の場合は、短時間で行ってください。 

形をととのえ日陰でつり干しにしてください。 

裏から又はアテ布をして低温（120℃以下）のスチームアイロンで浮かせ気

味にかけてください。アテ布及びアイロン台は共布か、布目のないものをご

使用ください。 
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1717 -4 ゆめカバーのお手入れ方法

-5 システムの交換が必要なとき1717

（1） をお使いの方（共通事項）

修理や点検のため システムを交換する前に、かかりつけの病院に連絡を取り最新の治療内容（処
方内容）を入手してください。その後にバクスターCAPDコールセンターにお電話ください。

交換した システムには初期設定値が入力されています。入力方法でご不明な点は、バクスター
CAPDコールセンターまでお電話ください。

（2） をお使いの方

をお使いの方が機器を交換するときには カードを古い機器から抜いて置いてください。

新しい が届いたら、 カードを入れてから電源を入れてください。
表示に「カード内容を確認◇」が出たら、 -4の手順に従ってください。
この手順が終了すると には古い の処方設定（手で変更した分も含まれています）が
コピーされます。

33

かかりつけの病院から指導を受けた治療内容を システムに入力して実施できること
をご確認ください。
もし システムで治療を実行できないとしたら、かかりつけの病院で指導を受けたよ
うに、ツインバッグで治療を行ってください。
何回も治療をうまく終えられなかったり治療の一部を飛ばした場合、貯留時間や治療時
間が短くなり、尿毒症の原因となることがあります。

警告

1717 -5 ゆめシステムの交換が必要なとき

カードの処方内容が受け付けられなかった場合、「処方の設定終了」のかわりに「カードの

処方使用中止」または「処方は無効」の表示が出ます。 バージョン10.4には、過注液

の発生を未然に防ぐような機能が新たに加えられ、今まで許可されていた処方の設定値でも受

け付けられなくなることがあります。このような場合、かかりつけの病院に連絡を取り、手で

処方設定を入力し治療結果が カードに記載されるようにしてください。

注 意
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18
18

点検の手順と注意 
点検の手順と注意 

18
治療を開始するときに以下の確認を行います。

q 機器の清掃をするとともに、カセット取り付け部にごみやほこりが付いていないことを確認します。

w 電源コードがコンセントにしっかりと接続されていることを確認します。

e の場合、カードが本体にきちんと差し込まれていることを確認します。

r 電源スイッチを入れます。 の場合、本体の状態表示ランプが緑色に点灯されることを確認し

ます。

t モード表示（「標準モード｣か「少液量モード｣か）の後に「設定確認▽後　治療開始→｣が表示さ

れることを確認します。

y の場合、 開始ボタンを押すと、「全ての隔壁を開通した後　→｣が表示されることを確認します。

u 開始ボタンを押すと、「回路セット後　→｣が表示されることを確認します。

i 回路装着したあと 開始ボタンを押すと、「回路確認中｣が表示されることを確認します。

o 自動確認が終了したあと、「バッグ接続後クランプ 開け→｣と「クランプを開けてください」が交

互に表示されることを確認します。

!0 透析液バッグを接続したあとクランプを開け、 開始ボタンを押すと、 の場合、「全ての隔壁は

開通済?｣が表示されることを確認します。

!1 全ての隔壁開通を確認したあと 開始ボタンを押すと、「プライミング中」が表示されることを確

認します。

!2 プライミング終了後、「コネクターライン接続後→｣と「コネクターライン確認｣が交互に表示されるこ

とを確認します。

機器についてのお問い合せは

バクスターCAPDコールセンター
（24時間通話無料）

0120ｰ506440
コ　ー　ル　し　よ　う

＊ の場合、医師の処方により入力表示画面（例：体重：○○KG／血圧：○○○/

○○○）が表示されることがあります。表示された場合には適切な値を入力します。

停止ボタンを押すと、モード表示（「標準モード｣か「少液量モード｣か）の後に

「設定確認▽後　治療開始→｣が表示されます。

透析液などをこぼしたときは、柔らかいタオルや布ですぐにふき取ってください。また、汚れがこ

びり付いてしまったときは、中性洗剤を薄く溶かした水を含ませたあと、よくしぼったスポンジや

タオルなどで機器の外側をふいてください。注 意

日常の点検で異常が見つかり、各種取扱説明書に記載された操作を繰り返しても解決しないとき

には、すみやかにかかりつけの病院もしくは、バクスターCAPDコールセンターまでご連絡して

ください。警 告
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点検記録表 
点検記録表 

※このページはコピーしてお使いください。

治療を開始する前に以下の確認を行います。 　　年　　月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16実 施 日

1．機器の清浄

2．電源コードの接続

3． カードの挿入

の
場
合

の
場
合

の
場
合

の
場
合

の
場
合

4．状態表示ランプが緑色に
点灯している

5．処方に従って入力表示
画面が表示される

6．「設定確認▽後　治療開始→｣
が表示される
7．「全ての隔壁を開通した

後→｣が表示される
8．「回路セット後→｣が表示

される

9．「回路確認中｣が表示される

10．「バッグ接続後クランプ開け→｣と「クランプ
を開けてください」が交互に表示される
11．「全ての隔壁は開通済?」

が表示される
12．「プライミング中｣が表示

される

13．「コネクターライン接続後→｣
と「コネクターライン確認｣が
交互に表示される

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31実 施 日

1．機器の清浄

2．電源コードの接続

3． カードの挿入

の
場
合

4．状態表示ランプが緑色に
点灯している

5．処方に従って入力表示
画面が表示される

6．「設定確認▽後　治療開始→｣
が表示される
7．「全ての隔壁を開通した

後→｣が表示される
8．「回路セット後→｣が表示

される

9．「回路確認中｣が表示される

10．「バッグ接続後クランプ 開け→｣と「クランプ
を開けてください」が交互に表示される
11．「全ての隔壁は開通済?」

が表示される
12．「プライミング中｣が表示

される

13．「コネクターライン接続後→｣
と「コネクターライン確認｣が
交互に表示される
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点検記録表 
点検記録表 

の
場
合

治療を開始する前に以下の確認を行います。 　　年　　月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16実 施 日

1．機器の清浄

2．電源コードの接続

3． カードの挿入

の
場
合

4．状態表示ランプが緑色に
点灯している

5．処方に従って入力表示
画面が表示される

6．「設定確認▽後　治療開始→｣
が表示される
7．「全ての隔壁を開通した

後→｣が表示される
8．「回路セット後→｣が表示

される

9．「回路確認中｣が表示される

10．「バッグ接続後クランプ開け→｣と「クランプ
を開けてください」が交互に表示される
11．「全ての隔壁は開通済?」

が表示される
12．「プライミング中｣が表示

される

13．「コネクターライン接続後→｣
と「コネクターライン確認｣が
交互に表示される

17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31実 施 日

1．機器の清浄

2．電源コードの接続

3． カードの挿入

の
場
合

4．状態表示ランプが緑色に
点灯している

5．処方に従って入力表示
画面が表示される

6．「設定確認▽後　治療開始→｣
が表示される
7．「全ての隔壁を開通した

後→｣が表示される
8．「回路セット後→｣が表示

される

9．「回路確認中｣が表示される

10．「バッグ接続後クランプ開け→｣と「クランプ
を開けてください」が交互に表示される
11．「全ての隔壁は開通済?」

が表示される
12．「プライミング中｣が表示

される

13．「コネクターライン接続後→｣
と「コネクターライン確認｣が
交互に表示される

の
場
合

の
場
合

の
場
合

※このページはコピーしてお使いください。
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用語解説 

用語解説（あいうえお順） 

【A～】
APDは腹膜透析の一種で、機械を使用して実施する療法です。注液する液量や
貯留時間等の処方の設定値が機械にあらかじめ入力できます。患者様は機械に
専用のチューブセットと透析液バッグをつないで使用します。就寝前に、接続
チューブを専用のチューブセットにつなぎます。機械はその後、排液・注液・
貯留を自動的に繰り返します。

CCPD CCPDはAPDの一種です。CCPDは継続して行う療法で、夜間就寝中に機械
が自動的に治療を行います。

IPD IPDはAPDの一種で、透析治療が週あたり2～4回、1治療12～20時間行われ
る療法です。治療の終了で透析液をお腹から完全に排液し次の治療までお腹が
空になります。

PD（腹膜透析） この透析では、専用の透析液を使って腹膜を濾過膜として使って老廃物を濾し
だします。
カテーテルと呼ばれる管を外科的にお腹に埋め込み、このカテーテルを経由し
て透析液を腹腔内に入れます。血液から老廃物と過剰な水分を取り出します。
これらは、腹膜を経由して透析液に濾しだされます。その後、この透析液は腹
腔内から排出（排液）されます。
腹膜透析は、機械を使ったり（APD）使わなかったり（CAPD）して実施でき
ます。

PDリンク 病院で使用するカードの内容を調べることのできる専用のソフトウェアです。
を使用している場合、処方の内容はこのソフトウェアから印刷ができます。

【あ～】
オクルーダー 機械の電源が入っていない場合や、停電が発生しているときに、カセットのチ

ューブを閉じる機構です。

汚染 バクテリア等の異物により、清潔な物質が不潔になることです。これにより患
者様に害を及ぼす可能性があります。

【か～】
カード 小さい電子カードで、患者様の処方内容や治療結果を記録します。 で

使用します。一般名はスマートメディア。

APD
(自動腹膜灌流)
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用語解説 

用語解説（あいうえお順） 

回路 チューブ類とカセットからなる、 システムに装着し治療中に透析液を注
排液するものです。再利用できません。

カセット 長方形の透明なプラスチックの部品で、 システムのドアにセットします。

過注液 269ページを参照してください。

カテーテル 透析液を腹腔内に注入・排出するためにお腹に埋め込んでおく管です。

患者体重 患者さんの体重を「処方の確認／変更」から入力します。この値から注液量の
最大値が制限されます。

空気混入 おなかへの空気の混入は肩の痛みや腹痛の原因となることがあり、また時に深
刻な症状を引き起こします。

クランプ 透析液があふれないように使用するものです。

接続チューブとセット、バッグ類を接続するときに紫外線で殺菌しながら自動
的に接続する機械です。専用の接続チューブが必要です。

現在の除水量 排液中に表示されるメッセージです。これは、治療開始からその時点までの除
水量を示し、排液中更新され続けます。この数値がマイナスの場合には、この
時点までの治療における注液量が排液量を上回っているということです。

腹腔から貯留後の透析液を排液し、また新しい透析液を注液することです。

【さ～】
サイクラー 腹膜透析液を一定のサイクルで交換するための医療機器。 ・ の

ことを示します。

サイクル 腹膜透析は、注液・貯留・排液からなりこの一連の流れをサイクルといいます。
APD療法では夜間、複数回のサイクルが行われます。

最終注液濃度変更 治療終了前の注液（最終注液）時に使用する透析液の濃度を変更するときに使
用します。最終注液時に注液された透析液は、翌日の日中、医師が処方した時
間まで腹腔内に入れておきます。

交換（または
バッグ交換）
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最終注液前排液 調整メニューの「最終注液前排液」を設定することによって、除水量が目標値
を達成していない場合の排液が促されます。

「最終注液前排液：ハイ」に設定した場合、「目標除水量」（mL）と「アラーム
を鳴らしますか」（ハイ／イイエ）の設定も必要となります。「最終注液前排
液：ハイ」に設定すると、最終注液を行う前に、除水量が「目標除水量」分出
ていない場合、 システムは動作を止めて「目標除水量が出ていません」
アラームを表示するようになります。

「アラーム鳴らしますか」を「イイエ」に設定すると、アラーム表示だけで音
は出ず、「ハイ」だとアラーム音が鳴ります。

最終注液量 治療終了前に最後にお腹に注液される液の量です。

手動交換 システム（サイクラー）を使用せずにツインバッグを使って透析液の交
換を行うことです。

このモードは注液量が60～1000mLの方にのみ使用できます。流速なしや
流速不良のアラーム発生の基準値が低く、さらに、排液時間を入力して使用す
るモードです。除水不良の限度と、除水量の上限を設定できるようになってい
ます。

少注液量セット 約2.1mの長さで、内径が小さいコネクターラインをもつ小児用の回路です。1
回注液量の範囲が60～1000mLの方に使用します。

初回排液 毎回の治療の一番最初にシステムで行う排液のことです。

初回排液時間 初回排液に設定する時間で、少液量モードで設定ができます。

初回排液の限度 初回排液の時に出てきてほしい排液量を設定するものです。

初回排液量 プッシュバック発生までの間に排液できた初回排液量です。

初回排液量回復 初回排液中に排液できなかった液量で、1サイクルの注液中に強制排液を実行
したときに出てきた値を示します。そして、この値は一日の総除水量に含まれ
ます。

除水 除水とは、透析治療により体から除去された水分をさします。

少液量モード
(=小児モード)
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用語解説 

用語解説（あいうえお順） 

除水量 除水量は、透析によって患者様の体から出た余分な水分量です。全ての排液量
から全ての注液量をひいた値です。除水量はプラスの場合もマイナスの場合も
あります。本冊子250・264ページを参照ください。

清潔操作 腹膜透析治療の際の準備、接続、切り離し時に清潔に操作を行うことです。例
えば、よく手を洗い乾かすのもそのひとつです。

接続チューブ セット、もしくはツインバッグのコネクター部分とカテーテルをつなぐ
お腹のチューブ部分です。

総除水量 この用語には以下の2通りの意味があります。
●タイダールの設定もしくは治療結果の確認をしている際にこのメッセージが
表示された場合には、夜間の治療時に最低限達成したい除水量を示します。
この値は医師が決定し、各サイクルの除水量を計算するのに用いられます。

●治療の終了時にこのメッセージが表示された場合には、治療中、サイクルが
終了するごとに更新される除水量を合計した、全サイクル通しての除水量の
値を示します。

総注液量 システムの全治療で使用する総液量で、最終注液量と夜間の注液量を足したも
のです。ハイブリッドでは昼間の注液量を含みます。

【た～】
体重 患者様の現在の体重をポンド（LB）もしくはキログラム（kg）で示したもの

です。治療の設定が適切に行われているか確認するために使用しま
す。 を使用し、 カードで治療記録を取っている場合には、この
値は医師と共有されます。

タイダール％ タイダール％は、タイダール療法の各タイダールサイクルで注液される液量を
示し、一回注液量のパーセントで設定します。

タイダール排液量 タイダール排液量は、タイダールの各サイクルで排液する液量です。この値は
タイダール量（％）×注液量にサイクルごとの除水量を加えたものです。

タイダール療法 タイダール療法はAPD療法の一つで、腹腔内の透析液のうち一部のみを排
液・注液する療法です。

注液量 各サイクルで腹腔内に注入される液の量です。患者様の身長と体重等から適切
な注液量が決まります。
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貯留と貯留時間 各サイクルで、透析液がお腹の中にとどまっている時間のことを示します。貯
留時間あるいは貯留は治療のサイクルの一部です。これは医師がシステムに設
定したり、カードから設定したりするものです。

治療時間 夜間の治療時間。初回排液が始まるとすぐに治療時間の計算が始まります。

ツインバッグ 落差を利用したCAPDによるバッグ交換を行うための、透析液バッグと排液
用バッグがつながった透析液バッグのことを示します。
ツインバッグは停電時など システムが使用できない時に腹膜透析を継続
するためにも使用されます。

ディスコネクトキット 紫外線照射による殺菌方法を使用する接続チューブの先端に取り付けるキャッ
プです。

透析 特別な機器・用具を使用することにより、血液から人工的に老廃物と水分を取
り除くことです。

透析液 血液から老廃物を取り除くのに使用する薬剤です。血液透析と腹膜透析では異
なる種類の透析液を使用します。血液透析用、腹膜透析用とも、体内に存在し
ている化合物を使用しています。

透析液バッグ 透析液が入っているバッグです。使用する前に、正しい種類で正しい容量であ
ることを確認する必要があります。

【な～】
尿毒症 腎機能が低下し、尿素のような老廃物が血中に蓄積されている状態をさします。

【は～】
腹腔内から透析液を排出すること。時刻と療法の種類により、排液する量が全
てであったり部分的であったりします（タイダール療法）。

排液の限度（mL） 日中もしくは夜間の排液時に、最低限排液したい液量を示すために使用される
計算値です。この値は「排液の限度（％）」×「注液量」で求められます。

排液の限度：％ 注液量のうち最低限排出したい割合を定める値で、ナースメニューで変更可能
な入力値です。初期設定は85％です。

排液バッグ 排液を入れるバッグです。

排液／
タイダール中間排液
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用語解説（あいうえお順） 
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排液量 プッシュバック発生までの間に排液できた量です。

排液量過剰 排液が大量に出た際に表示されるメッセージです。このメッセージが出た場合
には、前回の治療中に過注液が発生していた可能性があります。「 困った時
には（268ページ）」を参照してください。

バイパス 腹膜透析の治療中に、バイパスを選択することで次のサイクルへ移ることがで
きます。バイパスを選択することが出来るのは停止ボタンを押したときのみで
す。バイパスを行ってもよいのはどのような状態のときか、かかりつけの病院
に確認しておきましょう。一部の療法およびアラームの際にはバイパスができ
ないことがあります。

夜間行うCCPDあるいはタイダール療法に加えて、昼間にも交換を行う療法
です。「ハイブリッド」療法の目的はAPD療法の自由度と使い勝手のよさを組
み合わせ、24時間の治療を可能にすることです。

標準モード 排液終了の判定が排液時間は使わずに、排液された液量と排液の流速を使うモ
ードです。

腹部、お腹 人体の中心部で、胃腸、肝臓といった臓器がある部分。

腹部膨満感 お腹がいっぱいになったような気分で、大量の食事、便秘、などが原因ですが、
腹膜透析の患者様では過注液によっても起こります。

プッシュバック システムが排液の終わりに、液の流れが検出できなくなったとき、お腹
が空になっているのか、それともチューブが閉塞しているのか判断するために
若干の透析液を流し込みますが、その操作のことをプッシュバックと呼びます。
この際使用される透析液はごく少量ですが、次回の注液量に含まれます。

プライミング システムが回路の必要なチューブを透析液で満たす作業を言います。

【ま～】
マスク 鼻と口を覆うマスクです。マスクをすることで雑菌が セット、透析液バ

ッグ、接続チューブの先端といった清潔が必要な部分につかないようにします。

ミニキャップキット 殺菌のためポビドンヨードが入ったキャップで、接続チューブの先端に取り付
けるものです。

ハイブリッドCCPD／
ハイブリッド　タイダール

1010
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目標除水量 「最終注液前排液」の機能の設定値の一つです。「目標除水量」で入力した除水
量が出てこなかった場合、最終サイクルの排液が終了した時点で システ
ムが最終注液に進まずにとまります。「 最終注液前排液の手順」の章をご参
照ください。

【ら～】
ライン保持盤 青いプラスチックの部品で使い捨て回路のチューブ類を固定しています。ライ

ン保持盤はドアのフックに取り付けて使用します。

77
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